
　岩手県では旧石器時代をはじめとする一万箇所以上の遺跡の所在が知られており、地中には貴重な

埋蔵文化財が豊富にのこされています。地域の風土が生み出したこれらの遺産は、本県の歴史や文化、

伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料であるとともに、岩手県民のみならず国民的

な財産といえます。現代に生きる私たちが、これらの埋蔵文化財を将来にわたって大切に保存し、そ

の活用に力を注ぐべきであることは言うまでもありません。

　一方、豊かな地域づくりのためには社会資本の整備・充実が必要不可欠であることもまた事実です。

故郷の大地と共にある埋蔵文化財の保護と開発行為との調和は、現代社会に暮らしを営む私たちに与

えられた大きな課題といえましょう。

　当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず破壊・消滅の難を受ける遺跡の緊急発掘調査を実施し、調査成果を記録化して保存

する措置をとってまいりました。

　本報告書は、一般国道４号渋民バイパス建設事業に伴い実施した盛岡市玉山区芋田沢田Ⅳ遺跡およ

び芋田沢田Ⅵ遺跡の発掘調査成果を収録したものです。芋田沢田Ⅳ遺跡の調査では本遺跡が縄文時代

の集落跡であることが判明し、発見例の乏しい早期住居跡を多数検出、さらに中期末葉～後期前葉に

かけての配石遺構を伴う集落の検出など、当地域における該期の様相を明らかにする貴重な情報を記

録することができました。また、芋田沢田Ⅵ遺跡では中世とみられる堀跡が検出され、城館等の一部

であることが判明するなどの成果が得られました。

　本書が学術研究や教育活動などに広く活用されることにより、埋蔵文化財への理解と関心が一層深

められ、ひいては埋蔵文化財保護思想の涵養に資するものとなれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、盛岡市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く

感謝の意を表します。

　　平成25年２月

 公益財団法人岩手県文化振興事業団　
 理事長     　池　田　克　典　

序
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例　　　言

１ 　本書は岩手県盛岡市玉山区に所在する芋田沢田Ⅳ遺跡および芋田沢田Ⅵ遺跡の発掘調査成果を収
録したものである。
２ 　収録遺跡の発掘調査は、一般国道４号渋民バイパス建設事業に伴い、岩手県教育委員会の調整を
経て、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所の委託を受けた公益財団法人岩手県文化振興
事業団埋蔵文化財センターが、記録保存を目的として実施したものである。
３　岩手県遺跡台帳における各遺跡の登録番号／調査略号は以下のとおりである。
　【芋田沢田Ⅳ遺跡】KE47-2243 ／ TSDD-09・10・11（平成21 ～ 23年度）。
　【芋田沢田Ⅵ遺跡】KE47-2207 ／ TSDF-10（平成22年度）。
４　各遺跡の野外調査実施期間／調査面積／担当者ならびに室内整理期間／担当者は以下のとおり。
　【芋田沢田Ⅳ遺跡】
　　 〔野外調査〕平成21年４月９日～同12月４日／ 1,250㎡／村上拓・濱田宏・北村忠昭・佐藤あゆみ。
平成22年５月６日～同８月31日／ 1,280㎡／村上拓・北村忠昭。平成23年６月１日～同９月２日
／ 1,100㎡／村上拓・丸山浩治。

　　 〔室内整理〕平成21年11月１日～平成22年３月31日／村上拓・佐藤あゆみ。平成22年９月１日～
平成23年３月31日／村上拓・北村忠昭。平成23年11月１日～平成24年３月30日／村上拓。

　【芋田沢田Ⅵ遺跡】
　　〔野外調査〕平成22年４月８日～同４月30日／ 553㎡／北村忠昭・村上拓。
　　〔室内整理〕平成22年12月16日～平成23年１月14日／北村忠昭。
５ 　本文の執筆分担は次のとおりである。国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所…Ⅰ。村上
…Ⅱの２、Ⅲ、Ⅳ（北村担当分除く）。北村…Ⅳの３⑴・Ⅳの４⑵・Ⅴ。丸山…Ⅱの１・３。
６　本書中の平面座標値には、平面直角座標第Ⅹ系（世界測地系）を用いた。
７ 　基準点測量は平成21年４月に実施し、これを元に設定した区画割付を調査終了まで継続して使用
した。平成23年３月11日発生の東北地方太平洋沖地震に伴う座標補正は行っていない。
８　基準点測量業務は株式会社岩手開発測量設計に委託した。
９　石器図化業務の一部（主に剥片石器の実測図作成）は株式会社アルカに委託した。
10　各種試料の分析・鑑定等は下記の機関に委託した。
　 【芋田沢田Ⅳ遺跡】花崗岩研究会（石質鑑定）、株式会社加速器分析研究所（放射性炭素年代測定）、
パリノ・サーヴェイ株式会社（土壌分析・火山灰分析・炭化材樹種同定）、黒曜石産地同定（明治大学）。
　 【芋田沢田Ⅵ遺跡】花崗岩研究会（石質鑑定）、パリノ・サーヴェイ株式会社（火山灰分析）。
11　野外調査では下記の機関・個人の協力を得た。（敬称略・五十音順）
　 　岩手県教育委員会生涯学習文化課、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、盛岡市遺跡
の学び館、盛岡市教育委員会。安齋正人、石井寛、井上雅孝、熊谷常正、小林達雄、酒井宗孝、土
井宣夫、中村良幸、名久井文明、三浦謙一。
12　出土遺物および諸記録類の一切は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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Ⅰ　調査に至る経緯

　「芋田沢田Ⅳ遺跡」および「芋田沢田Ⅵ遺跡」は、一般国道４号渋民バイパス改築工事の施工に伴い、
その事業区域内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。
　一般国道４号は、東京都中央区日本橋を起点に青森県青森市に至る、東北地方の大動脈の一端を担
う主要幹線道路である。渋民バイパスは、盛岡市玉山区渋民と同区馬場の間、約5.6㎞の区間で計画
されている。現国道はほぼ区の中心を南北に縦断しており、全幅員８～ 12 ｍと狭く両側に歩道がな
い状態となっている。近年の自動車交通の増大や車輌の大型化など増加する交通需要に対応するため、
通過交通の分離による交通の円滑化、交通安全の確保および沿道環境の改善を図ることを目的に、昭
和61年度に事業着手、平成８年度に工事着手し、平成16年度に一部供用し、事業を進めている。
　「芋田沢田Ⅳ遺跡」については、岩手県教育委員会による分布調査で確認され、平成20年度の試掘
調査の結果に基づいて岩手県教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所が協議を行
い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。こ
れにより、平成21 ～ 23年の各年度において、岩手河川国道事務所長と財団法人岩手県文化振興事業
団理事長との間で委託契約を締結し、発掘調査に着手した。
　「芋田沢田Ⅵ遺跡」については、平成21年度の試掘調査を実施、その結果に基づき岩手県教育委員
会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所が協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振
興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。平成22年度、岩手河川国道事務所長と財
団法人岩手県文化振興事業団理事長との間で委託契約を締結し、発掘調査に着手した。
 　（国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所）

Ⅱ　遺跡の立地と環境

　１　遺跡の位置と地形的環境（第１～３図・巻頭写真１・写真図版１）
　芋田沢田Ⅳ遺跡および同Ⅵ遺跡は、ＩＧＲいわて銀河鉄道好摩駅の東方約1.0㎞に位置する。両遺
跡とも国土地理院発行の５万分の１地形図「沼宮内」および２万５千分の１地形図「渋民」の図幅中
に含まれ、緯度・経度上の位置は、前者が北緯39度52分21秒、東経141度11分04秒付近、後者が北緯
39度52分32秒、東経141度11分12秒付近である。
　遺跡の所在する盛岡市玉山区西部は、北上川に沿ってひらけた北上盆地の北端に位置する。北には
北上川・馬淵川の分水嶺である奥中山高原があり、西には奥羽山脈、東には北上高地が連なる。北上
川の水源は岩手郡岩手町御堂付近にあり、玉山区周辺は上流域に区分される。当該域は比較的河岸
段丘の発達が良いとされるが、それが顕著なのは北上川西岸であり、東岸は北上高地から続く標高
200 ｍ以下の小起伏山地が河川間際まで迫っている。
　芋田沢田Ⅳ遺跡は、北上川東岸約130 ｍの小起伏山地西端部平坦面に立地している。標高は214 ｍ
前後である。遺跡の北西側は段丘崖で、下位面との比高は約10 ｍほどである。基本的に北西側以外
はこの小起伏山地が続くが、南東側から西流する沢が遺跡の載る平坦面の南縁を画している。
　芋田沢田Ⅵ遺跡は、同Ⅳ遺跡の北東方約300 ｍ、一段下の狭小な砂礫段丘上に立地する。北上川か
らの距離は約240 ｍである。この段丘は中位段丘で（岩手県企画開発室1976）、水野（1960）の好摩
段丘相当と考えられる。
 （丸山）
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１　遺跡の位置と地形的環境

第１図　遺跡位置図
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第２図　周辺地形図
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Ⅱ　遺跡の立地と環境
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１　遺跡の位置と地形的環境
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　２　芋田沢田Ⅳ遺跡の基本層序（第23図・巻頭写真２）

　芋田沢田Ⅳ遺跡における基本層序は、調査区を南北に縦断する西縁断面に模式的に観察できる。
　　Ⅰ層は現表土。下面に刈屋スコリア（岩手火山起源、1686年降下）の層状の堆積が認められる。
　　Ⅱ層は均質な黒色土で、下面には塊状の十和田ａ降下火山灰が分布する。
　　Ⅲ層は橙色を呈する生出スコリア（岩手火山起源、約3200年前）の混入が顕著な黒色土層。
　　Ⅳ層は黒褐色土中に火山灰様の暗褐色斑がもや状に広がる土層。Ⅲ層との層界は漸移的である。
　　Ⅴa層は混入物がほぼ認められない均質で緻密な黒色土層。
　　Ⅴb層はⅥ層との漸移層で暗褐色～褐色を呈する。Ⅵ層に含まれる柳沢軽石の細片を微量含む。
　　Ⅵ層は柳沢軽石（秋田駒ヶ岳起源、約12000年前）を多く含む黄褐色土層。本層以下、地山。
　基本層序と検出遺構との関係性を見てみよう。平安時代（９世紀後半～ 10世紀初頭）住居跡は壁
がⅢ層上面まで立ち上がり、埋土中に十和田ａ降下火山灰が堆積（流入）、それより上位をⅡ層相当
土が埋めている。縄文時代中期末葉及び後期初頭～前葉の遺構ではⅣ～Ⅴａ層土が埋土の主体であり、
埋没に時間を要する大形の遺構では最上部にⅢ層土が入る例が多く認められた。前期前葉とみられる
住居跡はほぼ完全にⅤa層の流入により埋まっている。早期（中葉が主体）の住居群には、埋土上部
にⅤa層土、下部にⅤb層土が堆積するものと、Ⅴb層相当土とⅥ層再堆積土によって埋没しているも
のの二者が認められた。
　このように、遺跡内の層序と各時期の遺構群との層位的な関係性は極めて整合的である。鍵層とな
り得る複数の降下火山堆積物の存在や、そのことによりそれぞれ個性的な性状を呈する各層が一定の
層厚を保ちながら整然と重層していたこと、調査区内全体が大きな削平等を経験しないまま良好に保
存されていたことなど、層位学的観点から検討を加えるのに極めて有利な遺跡であったと言える。
　なお、本書に併せて報告している芋田沢田Ⅵ遺跡の基本層序については、Ⅴ章の１「概要」（第二分冊）
を参照されたい。
 （村上）

３　周 辺 の 遺 跡（第４図・第１表）

　平成22年度までに岩手県遺跡台帳に登録された遺跡のうち、報告遺跡近隣の縄文時代早期、同中～
後期、古代、中世の遺跡を抽出し、第４図および第１表に掲載した。以下、各時代の遺跡に関する概
要を記す（カッコ内数字は第４図・第１表の遺跡番号）。
縄文時代早期

　玉山区内で当該期資料の出土が報告されている遺跡として、日戸（１）、芦名沢Ⅰ（３）、芦名沢Ⅱ
（４）、昼久保Ⅲ（５）、芦名沢Ⅴ（６）の各遺跡が挙げられる。これらの遺跡からは貝殻文系土器が
出土している。ただし、遺構はいずれも未検出であり、本報告遺跡である芋田沢田Ⅳが玉山区内にお
ける初例となる。
　一方、旧盛岡市内は岩手県内でも早期遺跡の検出数が多いことで知られる（既知遺跡数は30超）。
近年複数次にわたって調査された薬師社脇遺跡では、早期（中葉主体）の竪穴住居が28棟検出された。
住居形態は方形を基調とし、大きさは４ｍ以下という。関東地方に分布する田戸下層式類似土器が多
量に出土したことも特徴の一つで、当該期の一大集落として注目される遺跡である。
　なお、当該期の遺跡立地を見ると、北上川西岸・雫石川北岸の火山灰砂台地（滝沢台地）上に大き
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1:50,000「沼宮内」「盛岡」を合成・一部改変
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第４図　周辺の遺跡
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第１表　周辺の遺跡一覧
№ 遺跡名 種別 時代 出土遺物等 備考
1 芋田沢田Ⅳ 集落跡 縄文・平安・近世 縄文土器（早～晩期）、石器、土師器 H13沢田Ⅳを改称
2 芋田沢田Ⅵ 集落跡 縄文・平安・中世 縄文土器（中・後期）、石器、土師器、陶器ほか H13沢田Ⅳを改称
3 芦名沢Ⅰ 集落跡 縄文・平安 縄文土器（早～晩期）、土師器
4 芦名沢Ⅱ 集落跡 縄文 縄文土器（早～晩期）
5 昼久保Ⅲ 散布地 縄文・平安 縄文土器（早・後・晩期）、土師器
6 昼久保Ⅴ 集落跡 縄文・弥生 縄文土器（早～晩期）、後北式土器
7 古屋敷 散布地 縄文 縄文土器（前～晩期）、石器 日戸遺跡と推定
8 元好摩 散布地 縄文・奈良・平安 縄文土器（前～後期）、土師器
9 才津沢 集落跡 縄文・弥生・平安 縄文土器（前～晩期）、土師器、弥生土器
10 幅下Ⅰ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（後期）、弥生土器
11 幅下Ⅱ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（後期）、弥生土器
12 三枚石 散布地 縄文・弥生・古代 縄文土器（中・後期）、土師器、弥生土器
13 馬場Ⅱ 集落跡 縄文 縄文土器（中期末）
14 状小屋Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（前・中期）、石器、陶器
15 芋田Ⅱ 集落跡 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器、磁器 芋田Ｃを改称
16 芋田Ⅲ 集落跡 縄文・平安 縄文土器（中・後期）、土師器 芋田Ｆを改称、芋田Ⅱを改称
17 芋田Ⅷ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（後期）、弥生土器、土師器 芋田沢を改称
18 昼久保Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（中・晩期）、土偶
19 鶴飼 集落跡 縄文・古代 縄文土器（後期）、石器
20 水上 散布地 縄文 縄文土器（後期）
21 渋民田の沢Ａ 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期）、土師器 田の沢を改称
22 渋民田の沢Ｂ 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期）、弥生土器
23 渋民田の沢Ｃ 散布地 縄文 縄文土器（後期）
24 山屋沢目 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期）、石器、土偶
25 山谷川目 散布地 縄文 縄文土器（後期）
26 門前寺Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（後期）
27 永井沢Ⅰ 集落跡 平安 土器、土師器、須恵器、瓦質土器 H13永井を改称
28 永井沢Ⅱ 集落跡 奈良・平安 土器、土師器、須恵器
29 永井荒屋 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
30 土橋 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
31 いたこ石 散布地 奈良・平安 土器、土師器、須恵器
32 釜崎 集落跡 縄文・奈良・平安 縄文土器、土師器
33 簗袋Ⅰ 散布地 奈良・平安 土師器？
34 千手観音堂裏 散布地 縄文・弥生・平安 縄文土器、土師器、須恵器、弥生土器
35 巻堀本宮 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器 本宮と本宮Ⅲを統合
36 馬場中 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
37 馬場南 散布地 縄文・古代 縄文土器、磁器、土師器
38 小豆とぎ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
39 状小屋Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、石器、土師器
40 芋田沢田Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
41 芋田沢田Ⅲ 集落跡、散布地 縄文・平安 縄文土器（前期）、土師器
42 芋田沢田Ⅶ 集落跡 縄文・古代 縄文土器、土師器 H13芋田Ⅴを改称
43 芋田Ⅰ 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器 芋田Ａを改称
44 芋田Ⅳ 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器 芋田Ｄを改称
45 芋田Ⅵ 散布地 弥生・平安 弥生土器、土師器 芋田Ⅱを改称
46 芋田Ⅶ 散布地 奈良・平安 土師器 芋田Ｇを改称
47 武道Ⅰ 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器
48 武道Ⅳ 集落跡 縄文・平安 縄文土器
49 山屋Ⅰ 散布地 縄文・弥生・古代 縄文土器、弥生土器、土師器 山屋を改称
50 合羽沢 散布地 縄文・古代 縄文土器（晩期）、土師器
51 越戸 散布地 平安 土師器
52 鶴塚 散布地 縄文・古代 土師器
53 小長根Ⅱ 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器
54 長渡 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器
55 愛宕裏Ａ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
56 大森Ⅰ 散布地 平安 土師器
57 牡丹野 散布地 奈良・平安 土師器
58 門前寺Ⅰ 散布地 奈良・平安 土師器
59 畑井沢Ⅲ 散布地 平安 土師器
60 小袋Ⅰ 集落跡 奈良・平安 土師器
61 小袋Ⅱ 集落跡 奈良・平安 土師器
62 古川 集落跡 奈良・平安 土師器
63 土京 散布地 古代 土師器
64 山後Ⅱ 散布地 古代 土師器
65 葉ノ木沢 散布地 古代 土師器
66 簗袋Ⅱ 散布地 古代 土師器
67 段の平館跡 城館跡 中世 空堀
68 中塚館跡 城館跡 中世 掘、三郭
69 上山Ⅱ 城館跡 中世
70 熊堂館跡（えぞ館） 城館跡 中世 巻掘Ⅰ遺跡内に所在
71 桝沢山館跡 城館跡 中世 掘、平場、郭
72 八幡館 城館跡 中世 陶器、郭、磁器
73 矢城館跡 城館跡 中世 土師器、空掘 矢城を改称
74 屋敷森館跡 城館跡 中世 掘、平場 敷屋森を改称
75 下田 城館跡 中世 磁器、鉄庁
76 下田館跡 城館跡 縄文・中世 縄文土器、土師器、陶器、磁器、石器、郭、平場
77 下田八幡館跡（ふん館）城館跡 縄文・中世 縄文土器、石器、陶器、郭、土塁
78 平田野館跡（下館跡） 城館跡 中世 土師器、郭
79 愛宕山館跡 城館跡 中世 平場 愛宕山を改称
80 館石館跡 城館跡 中世 堀 愛宕裏Ｄを改称　愛宕山館を改称
81 山屋館跡 散布地・城館跡 縄文・中世 縄文土器、土師器、平場
82 御供山館跡 城館跡 中世 掘、平場
83 門前寺館跡 城館跡 中世 二重掘、単郭 柏木平Ⅱを改称
84 八幡宮館跡 城館跡 中世 土器、平場
85 松内館跡 城館跡 中世 空掘、平場、堀切
86 上大台館跡 城館跡 中世 青磁
87 桑畑館跡 城館跡 中世 空堀、平場
88 西郡館跡 城館跡 中世 掘切、平場
89 山館跡（小館跡） 城館跡・散布地 縄文・中世 縄文土器（後期）、掘切、平場、二重空堀、吊鐘状土製品 沢目遺跡（通称ワンコ山）と重複
90 前田えぞ館跡 城館跡 中世 掘
91 玉山館跡 城館跡 中世 縄文土器、石刀、掘、平場、二郭 通称、城内、村指定史跡
92 二子沢館跡 城館跡 中世 平場、郭、土塁
93 館花 城館跡 中世 掘、平場
94 日戸館跡（一本杉館） 城館跡 中世 土偶、掘、平場、三郭
95 岩井沢館跡 城館跡 中世 縄文土器、掘
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な集中域（大新町、大館町、大館堤、小屋塚、館坂、安倍館、前九年Ⅰ、宿田、茨島の各遺跡）があ
り、奥羽山脈東麓にあたる中・小起伏山地縁辺に散見（下猿田Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、山中の各遺跡）される以
外は、北上高地から続く山地の西縁部（小起伏山地縁辺）にあることがわかる。
縄文時代中～後期

　図中には24遺跡が載る。昼久保Ⅴ、才津沢（９）、鶴飼（19）、日戸Ⅱ（２）、の各遺跡では当該期の
竪穴住居が検出されているが、集落の様相を推定できるほどの資料はない。立地に関しては、報告遺
跡周辺では北上川東岸の砂礫段丘基部から小起伏山地縁辺に多く、より東方・高位の山地内部にも小
河川流域を中心に立地が確認されている。北上川西岸でも砂礫段丘～丘陵地上で確認されてはいるが、
中～後期以外の縄文全般を見てもその立地割合は東岸よりかなり低い。
古　　代

　図中には49遺跡が載る。芋田Ⅱ遺跡では37棟の竪穴住居が見つかり、墨書土器や耳皿なども出土し
ている。当該期の一大集落であることとともに、官衙との関連性が窺われる遺物の存在が注目される
遺跡である。芦名沢Ⅰ遺跡では鍛冶炉や鉄関連遺物が見つかり、当該域における生産活動の一端が垣
間見られる。当該期の立地は縄文時代と同様に北上川東岸の砂礫段丘基部から小起伏山地縁辺に多い
が、山地内部での検出数は少ない。一方で、北上川西岸の砂礫段丘上での検出数は縄文時代に比して
増加し、松川流域でも確認されるようになり、主要河川流域に集中する傾向が看取される。
中　　世

　図中には30遺跡が載る。芋田沢田Ⅵ遺跡以外の29遺跡はすべて城館跡で登録されている。記録もし
くは伝承の残る遺跡として、下田館跡（76）、玉山館跡（91）、日戸館跡（94）などがあり、いずれも
川村氏一族の居館とされる。立地は北上川両岸の氾濫平野～砂礫段丘上に集中し、北上川・松川合流
地点は密度が濃い。古代以前に比べ、より流路近くに位置するようになる。その一方で、山地内部も
選地対象となり相当数が立地している。主要河川近接地、山地内部ともに他期の遺構・遺物が確認さ
れない場合が多く、立地の特異性がそのまま遺跡の性格を示しているともいえる。
 （丸山）

註
（１）　日戸遺跡は岩手県遺跡台帳に未登録の状態であり、古屋敷遺跡がこれにあたると推定されている。
（２）　盛岡市教育委員会調査。岩手県遺跡台帳には未登録。

参考文献（㈶岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターは㈶岩文埋と略記）
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草間俊一1959「岩手県日戸遺跡調査報告（第２報）」『岩手大学学芸学部研究年報』第14巻　岩手大学学芸学部学会
㈶岩文埋1998『才津沢遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第278集
㈶岩文埋1999『芦名沢Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第295集
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Ⅲ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査・整理の方法

　１　野　外　調　査

　（１）　調　査　区（第５図）

　登録されている芋田沢田Ⅳ遺跡の範囲は、南北約90ｍ・東西約130ｍ、面積にして約9,500㎡である。

今回の調査区は遺跡範囲の北西部に位置する。岩手県教育委員会が実施した試掘調査の結果から本発

掘調査を要すると判断された、幅約45ｍ・全長約85ｍの範囲である。調査着手前は山林及び牧草地で

あった。

　（２）　グリッド設定と基準点（第５～７図）

　検出される各種遺構・遺物の詳細な座標値を記録するため、調査区を覆う碁盤目状のグリッド

を設定した。まず、調査対象区域の北西側に原点（世界測地系,平面直角座標第Ⅹ系、X=-14,000・

Y=30,000）を設け、ここから南及び東にのびる軸線を等分して100×100ｍの大グリッドを設定した。

さらに大グリッドの一辺を25等分して小グリッド（４×４ｍ）とした。

　大グリッドは南北軸にローマ数字（北からⅠ～）、東西軸に英大文字（西からＡ～）を用い「ⅠＡ」

のように表し、さらに小グリッドも同様に北側から順に算用数字１～25、西側から順に英小文字ａ～

ｙとして「１ａ」または「２ｂ」のように表した。特定の小グリッドを指し示すのには、これらを組

み合わせて「ⅠＡ１ａ」のように表記した。現地では各小グリッドの北西隅に名称を標記した杭を打

設した。

　また４ｍ四方の小グリッドをさらに４等分した２ｍメッシュも用いた。ＮＷ（北西）・ＮＥ（北東）・

ＳＥ（南東）・ＳＷ（南西）のように分割し、小グリッド名の末尾に付して、「ⅠＡ１ａ-NE」のよう

に表した。この標記は本書中でも用いており、とくに平面図中に多用している。小グリッド杭は北西

隅に当たるので、必ず「-NW」が付記されている。平面図中に用いる場合は、小グリッド杭を示す「-NW」

は「 」（交点四角のトンボ）で、それ以外の２ｍメッシュの北西隅を示す場合は「 」（通常の十時

トンボ）で表し、区別した。

　上記のグリッドを実際に調査区に割り付けるため、現地には基準杭及び区画割付杭を打設した。基

準点測量業務は㈱岩手開発測量設計に委託した。基準杭及び区画割付杭の第Ⅹ系座標値・標高値、及

び対応するグリッド杭名は第７図中に示した表の通りである。

　（３）　試掘・表土除去

　調査ではまず対象区域に任意に試掘トレンチを設定し、重機・人力を併用して土層の堆積状況と遺

構の存否を把握した。試掘により遺構・遺物が存在しないことを確認した範囲はこれをもって調査終

了とし、一方、遺物包含層および遺構が確認された場合は、その上面を面的に広げるように土層を除

去した。この際、バックホー・キャリアダンプ等の重機を積極的に用いたが、検出面までの土層が薄

い場合や遺物が集中的に出土する場合など、重機の使用が適当でないと判断した区域では人力による

掘削を行った。
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第６図　グリッド図示凡例

第５図　事業用地・遺跡範囲・調査区（便宜的区割名）

１　野外調査
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第７図　グリッド配置と基準点

Ⅲ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査・整理の方法
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　（４）　遺構の検出と精査

　表土除去の後、鋤簾（じょれん）・両刃草削り・移植ベラを用いて遺構検出を行い、必要に応じて

スプレー塗料による白線で遺構プランにマーキングを施した。

　精査では遺構の規模や性質に応じて２分法・４分法を使い分け、土層断面を観察しながら埋土を除

去した。検出時に遺構の重複が認められた場合、なるべく平面観察で先後関係を把握するように努め、

原則として新期のものから順に埋土の掘削を行った。この場合、両者を縦断する断面を設定し土層の

堆積状況からも併せて先後関係を検討した。また、平面プランの確定や埋土の解釈が困難な場合には、

積極的にサブトレンチを活用してこれらの確認に努めた。これにより完掘段階には平面プランの一部

がサブトレンチで壊された状態になったものも含まれる。遺物は、遺構名やグリッド名および出土層

位を記録して取上げ、必要に応じて出土状況図の作成・写真撮影を行った。

　（５）　遺　構　名

　①　野外調査での仮名称

　検出した遺構に対してはその都度固有の仮名称を与えた。住居跡にＳＩ、土坑にＳＫ、溝跡にＳＤ

等、Ｓで始まる略号を用いている。柱穴状ピットについては、単独検出のものには「PP」を冠した

連番を付し、竪穴住居等に帰属すると判断したものは「ＳＩ○○Pit○」とした。このほか、精査の

初段階で遺構種別が判然としない場合などは、「○○グリッド付近暗褐色土落ち込み」のように特徴

を端的に示した語を付して、遺物の取り上げや諸記録に用いた。以上の仮名称は、室内整理段階でも

作業用遺構名としてそのまま用いた。

　②　本書中の掲載名称

　盛岡市内の遺跡を調査した場合、各遺構には盛岡市教育委員会作成の「Ｒ」で始まる略号を付して

報告書に収録するよう定められている（竪穴住居跡は「ＲＡ」、土坑は「ＲＤ」等）。野外調査におい

て「Ｓ」で始まる一般的な略号を用いたのは、遺構同士の統合や登録抹消により改名の必要が生じた

場合、同種の略号同士で番号のみを入れ替えれば無用の混乱が生じることが懸念されたからであった。

結果、遺構名は全体的に変更が生じているので、新旧遺構名の対応関係については第２表を参照され

たい。

　また、整理の進行に伴い、個別検出の柱穴状ピット（PPを冠したもの）の中から住居跡等に帰属

する可能性が高いと判断されるものが複数生じた。このため、当初から帰属先がある「Pit」と、あ

とから帰属先が判明した「PP」の一部を統合し、新たに「PPA」を冠した連番号を与えた。それ以

外の「PP」については、番号はそのままで「PPB」を冠し、前者と区別した。これらについては図

中では「PPB」の略号を省略し、番号のみ示している。

　（６）　実　　　測

　遺構の平面実測は、主に㈱ＣＵＢＩＣの遺構実測支援システムを使用し、デジタルデータとして記

録した。この他、遺物出土状況等の微細図は、小グリッドを再細分した１ｍ方眼を基準に実測・作図

する「簡易遣り方測量」で行った。縮尺は1/20を基本とし、必要に応じて1/10図を作成した。

　断面図は水平に設定した水糸を基準にして実測・作図した。縮尺は1/20を基本とし、細部表現を要

１　野外調査
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する場合には1/10図も作成した。

　（７）　土層断面の分層と注記

　遺構やトレンチなどの土層断面は慎重に観察し堆積状況を把握するよう努めた。分層は堆積過程を

表現するのに必要と思われた場合は細部にも配慮したが、薄層が連続的に互層をなす部分や、偶然の

結果と思われる混入物の偏りなどは徒らに細分せず、有意と思われるまとまりの境界を表現した。

　この分層の根拠を示すため、各層の性状を記録した。土層は主体土と混入土（物）によって構成さ

れるものと考え、色調・土性・混入物・粘性・締まりの程度等を記載した。また、解釈可能な場合は、

その層の持つ性格を想定し付記した。

　遺構埋土等の堆積層の「主体土」には、認識可能な場合、その層が堆積した時点で周辺の表土を形

成していたと思われる土（埋没開始時点における最新期の土）を充てた。例えば地山土のブロックが

大半を占める遺構の壁の崩落層であっても、当時の表土と思われる黒色土が含まれている場合は、後

者を主体土とし、「地山土が大量に混入している状態」と解釈している。主体土と基本土層の対比から、

その層の堆積時期を推定することが可能だと考えたからである。

　土色の表記は新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議事務局）に準じたが、調査員が受ける層間

の印象の差が土色名の違いに反映されない場合も多くあった。このため、各層の記録には調査員個人

の主観による相対的な層全体の印象（明暗や色味の差）も併記した。例えば、「○層よりも明るい」・

「焼土含み全体に赤味」・「炭化物多く黒味強」・「地山土含み黄味がかる」などの表現がこれにあたる。

また混入物の量について「極微」・「やや多」等の表記を行っているが、調査員の主観的基準を土色帖

に示されているパーセント表記に置き換えれば、概ね、極微（１～２％）・微（３～５％）・少（５～

10％）・やや多（15 ～ 20％）・多（30 ～ 50％）・大量（50％以上）となろうか。

　なお、複数の調査員が併行して記録に当たったため、図中に示した土層注記の記述形式には不統一

な部分が生じている。堆積状況に係る本文記載と併せてご覧いただくことで、意図するところをお酌

み頂ければ幸いである。

　（８）　写　真　撮　影

　野外調査では６×７㎝判カメラ（モノクロ）、デジタル一眼レフを用い、各種遺構の全景・土層断面・

遺物出土状況等を撮影した。撮影に際しては、撮影状況を記したカードをその都度写し込み、これを

元に整理した。なお、一部の遺構ではいずれかのカットを省略した場合がある。また、カメラの故障

などで必要なカットを撮影できなかったものも含まれる。平成21年度には小型飛行機による空中写真

の撮影を行った。

　２　室　内　整　理

　（１）　作　業　手　順

　出土遺物の洗浄と地点別の仕分け作業、土器を除く各遺物の分類は、野外調査と並行して現地で行っ

た。野外調査終了の後、室内において土器の接合・復元作業を開始し、随時掲載資料の選別・登録を

行った。その後、実測図作成・拓影作成・トレースの順に作業を進めた。調査員はこれらの作業を統

Ⅲ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査・整理の方法
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括し、並行して図面合成・遺物観察表作成・原稿執筆を行った。

　（２）　遺　　　構

　デジタルデータ、手描き図面ともに必要な整理を行ったのち、Adobe社Illustrator CS4を用いてト

レース・編集を行った。図中には縮尺を示すスケールを付し、方位マークで座標北を示した。写真は

デジタル一眼レフで撮影したRAWデータをJPEGに変換し、パソコン上でレイアウトして図版を作成

した。

　（３）　遺　　　物

　出土土器は縄文時代早期中葉～前期初頭と中期末葉～後期初頭の、二つの時期を中心とするまとま

りに大別できた。そこで、前者には詳細な形態分類を、後者には遺構との関連性を主眼とする整理方

針を定めた。これに基づき、出土地点・遺構別に分けた後に掲載に適した個体を選抜し、図化等作業

の対象資料として登録した。石器類は器種ごとに仕分け、いわゆる定形石器は全点を登録し個別番号

を与えた。各器種は形態を元にさらに細分し、各類を代表する個体を選抜し図化した。なお、剥片石

器の図化業務は㈱アルカに委託した。これらの遺物については、掲載番号・出土地点・層位・計測値・

その他観察事項等を記載した一覧表を作成した。実測図から読みとれる属性については、本文・表と

もに記載を省略したものがある。各図版には掲載縮尺を示すスケールを付している。写真はデジタル

一眼レフで撮影した個別のJPEGデータをパソコン上でレイアウトし、図版を作成した。

　なお、本書に併せて報告している「芋田沢田Ⅵ遺跡」の調査・整理の方法等については、Ⅴ章の１

「概要」（第二分冊）を参照されたい。

２　室内整理
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

　１　概　　　要

　（１）　平成21年度調査

　縄文時代早期及び中期末葉～後期前葉の竪穴住居32棟、配石遺構２基、土坑32基、土器埋設遺構８
基、炉跡32基、柱穴620個、平安時代住居１棟、近世の溝状遺構３条を検出、縄文土器（早期・中期
末葉～後期前葉が主体）50箱、石器10箱、平安時代の土師器・須恵器数片などが出土した。
　縄文時代早期の住居は調査区南部に集中して検出されたが、調査未了の北半部に分布が広がる可能
性が高いと思われた。楕円形で底面中央にピット状に掘り込まれた炉をもつものと、不整形で炉を持
たないものとが存在することが判明し、出土する土器には貝殻文のほか、押型文・沈線文・表裏縄文
等が含まれることから、時期幅を持つことが予想された。
　中期末葉の住居は調査区西縁部に並列して分布し、このうち南西端部では他より図抜けて規模の大
きい住居が検出された。直径約11ｍの円形（角の丸い多角形）で、柱穴は直径、深さともに１ｍ前後、
西側の壁に接して全長3.3ｍの複式炉をもつもので、柱穴・周溝の重複状況から改築・拡張を経てい
ることがわかった。床面直上からは炭化材が多く出土。廃絶段階に焼失・倒壊したものとであること
が判明した。
　さらに調査区中央部からは、後期初頭～前葉に位置づけられる環状配石を伴う遺構が検出された。
直径約９ｍの円環をなす配石の南縁に、方形基調の張り出し部を持ち、いわゆる柄鏡形住居に類似し
た形態を持つものであった。下部構造について次年度に追加調査を行うこととした。また本遺構に近
接して、外周に長方形に礫を配した６本柱遺構も検出された。

　（２）　平成22年度調査

　縄文時代早期～前期初頭・中期末葉～後期前葉の竪穴住居31棟、住居状遺構18棟、炉跡26基、陥し
穴状遺構３基、土坑66基、柱穴330個、立石１基、土器埋設遺構４基、遺物包含層600㎡等が検出され
た（これらの一部の精査は次年度に持ち越しとなった）。出土遺物は縄文土器大コンテナ11箱（早期
中葉・後期初頭～前葉が中心）、石器大コンテナ13箱、土製品数点等。
　後期遺構面では、前年度に検出した環状配石を伴う遺構の下部を追加調査し、南側張出部の中心か
ら楕円形墓壙を検出、石鏃の副葬が確認された。また環状配石の南北軸北端の礫の下位から、埋設さ
れた小形鉢形土器が出土した。土器の内部と掘方には小礫・砂が充填されていた。いずれも遺構本体
との関係が濃厚であると思われた。また、環状配石を伴う遺構と同時期と目される、黄褐色土の敷き
均しを伴う４本柱遺構が弧状に並ぶ様子が確認された。前年度来検出されていた黄褐色土の集中地点
や他の４本柱遺構を加えると、概ね環状に分布する状況が認められた。同様の環状分布傾向は、フラ
スコ状土坑（墓壙に転用の可能性あり）にも認められた。
　早期の遺構面では、楕円形と略方形の住居跡が密に重複した状態で検出された。出土土器から早期
中葉が中心とみられたが、個別の時期について詳細は不明であった。このうち楕円形の住居の一部で
は、壁の外周（或いは壁上端付近）に椀形（擂鉢形）の柱穴、床面壁際にも小ピットが巡る２重の柱
穴配置が確認された。断面観察から壁柱は住居中心に向け内傾していた可能性が高いと思われた。
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１　概要

us to p q rl m nh i j kg v w x

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

21

22

23

24

25

us to p q rl m nh i j kg v w x

17

18

19

16

第８図　遺構配置全体図
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　（３）　平成23年度調査

　縄文時代住居跡40棟〔早期36、中期末～後期前４（方形柱穴列１含む）〕、炉跡５基、土坑５基、土
器埋設遺構２基、柱穴600個等を検出した。出土遺物は縄文時代土器大コンテナ６（早期中葉～前期
前葉、中期末葉～後期前葉）、縄文時代石器大コンテナ３（石鏃・敲磨器類・石皿ほか）、円盤状土製
品３点等。今次調査区域は、過年度の成果から縄文時代早期の住居跡が密に分布することが予想され
ており、結果、多数の住居跡が魚鱗状に重複した状態で検出された。出土遺物は縄文時代早期中葉の
土器を主体とし、これに前後する遺物も若干量認められたことから、住居跡の大半は縄文時代早期中
葉～前期初頭に帰属するものと思われた。ただし遺構の時期特定に有効な出土状況を示す遺物は少な
く、加えて遺構埋土の識別が極めて困難なために新旧関係の把握が十分でないことから、個々の住居
の詳細な帰属時期については後の検討が必要であった。住居跡は以下の３形態に分類できる。①平面
形は円～楕円形。壁直下または壁面に内傾する柱穴をもつ。まれに床面中央付近に炉をもつ。②方形
～隅丸方形。柱穴配置は不明確。まれに中央または壁際に焼土の生成が認められる。③平面形は不明
だが、柱穴状ピットが直線あるいはＬ字状に連なるもの。埋土は黒色土主体で、①・②を切る。
　以上のほか、調査区北部の尾根頂部から縄文時代中期末葉住居跡、後期初頭～前葉住居跡、同方形
柱穴列、同土器埋設遺構等が確認された。過年度調査において検出された該期遺構群に伴うものと思
われた。

　（４）　本遺跡調査の遺構・遺物の総数

　平成21 ～ 23年度にわたって実施した発掘調査における検出遺構および出土遺物の総数量は次の通
りである。内訳の詳細は書中の記載を参照されたい。
〔縄文時代〕
　　〈遺構〉　住居跡・住居状遺構　　88棟
　　　　　　　方形柱穴列　　　　　 8棟
　　　　　　　土坑　　　　　　　　77基
　　　　　　　陥し穴状遺構　　　　 3基
　　　　　　　炉跡・焼土　　　　　47基
　　　　　　　土器埋設遺構　　　　12基
　　　　　　　立石遺構　　　　　　 1基
　　〈遺物〉　縄文土器　　　　　　　67箱（620.9㎏）〈大コンテナ40×30×30㎝、以下同〉
　　　　　　　土製品　　　　　　 345点〈うち308点は円盤状土製品〉

　　　　　　　石器・石製品類　　　26箱
〔平安時代〕
　　〈遺構〉　住居跡　　　　　　　　１棟
　　〈遺物〉　土師器・須恵器　　　　数点
〔近世〕
　　〈遺構〉　溝跡（道路状遺構か）　 ８条
　　〈遺物〉　　　　　　　　　　　　なし
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第２表　遺構一覧表

１　概要

調査
年度

遺構略号
（野外調査） 掲載遺構名 種別 地点 時期 備考 図 写真

2009 SI001 RA01 竪穴住居跡 ⅠA22k 平安（9～ 10C） 23他 3他
2009 SI002 RA02 竪穴住居跡 ⅠA21k 中期末葉 23他 5
2009 SI003 RA03 竪穴住居跡 ⅠA23k 中期末葉 23他 6
2009 SI004 RA04 竪穴住居跡 ⅠA25j 中期末葉 26 7
2009 SI005 RA05 竪穴住居跡 ⅡA01k 中期末葉 27 8
2009 SI006 RA06 竪穴住居跡 ⅠA25m 後期初頭～前葉 壁残存しない（黄褐色土範囲） 29 9
2009 SN018 RA06-炉 炉跡・焼土
2009 SI007 RA07 竪穴住居跡 ⅡA01l 後期初頭～前葉 黄褐土敷き均し 28他 10
2009 SN007 RA07-炉ａ 炉跡・焼土
2009 SN019 RA07-炉ｂ 炉跡・焼土
2009 SI008 RA08 竪穴住居跡 ⅡA02l 後期初頭～前葉 黄褐土敷き均し 30 11
2009 SN008 RA08-炉ａ 炉跡・焼土
2009 SN020 RA08-炉ｂ 炉跡・焼土
2009 SI010 RA09 竪穴住居跡 ⅡA02j 中期末葉 複式炉 31 12
2009 SI011 RA10 竪穴住居跡 ⅡA04k 後期初頭～前葉 32 13
2009 SN010 RA10-炉 炉跡・焼土
2009 SI012 RA11 竪穴住居跡 ⅡA06k 後期初頭～前葉 黄褐土敷き均し 33他 14
2009 SN012 RA11-炉 炉跡・焼土
2009 SI013 RA12 竪穴住居跡 ⅡA07i 中期末葉 大形の住居　複式炉 35他 15他
2009
2010 SI014 RA13 住居状遺構 ⅡA05n 後期初頭～前葉 配石・敷土を伴う 42他 19他

2009 SX101 RA13-張出部 住居状遺構 後期初頭～前葉
2009 SI015Ａ RA14 竪穴住居跡 ⅡA09k 後期初頭～前葉 49他 21他
2009 SN030 RA14-炉ａ 炉跡・焼土
2009 SN031 RA14-炉ｂ 炉跡・焼土 ⅡA09k
2009 SN032 RA14-炉ｃ 炉跡・焼土 ⅡA09k
2009 SI015B RA15 竪穴住居跡 ⅡA09k 中期末葉 51他 23
2009 SI016 RA16 竪穴住居跡 ⅡA01m 早期中葉～前期初頭 53 24
2009 SI018 RA17 竪穴住居跡 ⅡA03t 早期中葉 54 25
2009 SI019 RA18 竪穴住居跡 ⅡA04j 中期末葉 55 26
2009 SI020 RA19 竪穴住居跡 ⅡA10l 早期中葉 56 27
2009 SI021 RA20 竪穴住居跡 ⅡA07k 早期中葉 57他 28
2009 SI022 RA21 竪穴住居跡 ⅡA11n 早期中葉 58他 29
2009 SI024 RA22 竪穴住居跡 ⅡA12j 早期中葉 59 30
2009 SI026 RA23 竪穴住居跡 ⅡA10ｌ 早期中葉 60他 31
2009 SI027 RA24 竪穴住居跡 ⅡA10ｋ 早期中葉 60他 32
2009 SI028 RA25 竪穴住居跡 ⅡA10ｊ 早期中葉 60他 33
2009 SI029 RA26 竪穴住居跡 ⅡA10o 早期中葉 62 34
2009 SI030 RA27 竪穴住居跡 ⅡA09i 早期中葉 63他 35
2009 SI031 RA28 竪穴住居跡 ⅡA10i 早期中葉 63他 36
2009 SI032 RA29 竪穴住居跡 ⅡA11m ～早期中葉 65 37
2009 SI033 RA30 竪穴住居跡 ⅡA08n 早期中葉～前期初頭 66 38
2009 SI034 RA31 竪穴住居跡 ⅡA09n 早期中葉 67 39
2009 SI035 RA32 竪穴住居跡 ⅡA08k 早期中葉～前期初頭 68 40
2010 SI052 RA33 竪穴住居跡 ⅠA25s 後期初頭～前葉 69 41
2010 SI054 RA34 竪穴住居跡 ⅠA25r 後期初頭～前葉 70 42
2010 SN053 RA34-炉 炉跡・焼土 ⅡA01r
2010 SI055 RA35 竪穴住居跡 ⅡA01t 後期初頭～前葉 71 43
2010 SN052 RA35-炉 炉跡・焼土 ⅡA01t
2010 SI056 RA36 竪穴住居跡 ⅡA01s 前期前葉 大形（長方形） 72他 44
2010 SI057 RA37 竪穴住居跡 ⅡA04s 早期末葉～前期前葉 方形 74 45
2010 SI058 RA38 竪穴住居跡 ⅡA04r 早期中葉 75 46
2010 SI059 RA39 竪穴住居跡 ⅡA06n 早期中葉～前期前葉 硬化範囲のみ 76 47
2010 SI061 RA40 竪穴住居跡 ⅡA08m 早期中葉 77他 48
2011 SI062 （RA40に統合） ⅡA08m
2010 SI063 RA41 竪穴住居跡 ⅡA07l 早期中葉 内傾壁柱穴・手取り実測 79他 49
2011 SI064 （RA41に統合） ⅡA07l
2011 SI074 （RA41に統合） ⅡA07l
2010 SI070 RA42 竪穴住居跡 ⅡA06n 早期中葉 手取り実測 81他 50
2011 SI071 （RA42に統合） ⅡA06n
2010 SI079 RA43 竪穴住居跡 ⅡA07o 早期中葉 83 51
2011 SI078 （RA43に統合） ⅡA07o
2010 SI080 RA44 竪穴住居跡 ⅡA07p 早期中葉 83 52
2010 SI081 RA45 竪穴住居跡 ⅡA04p 早期中葉 方形 84 53
2010 SI083 RA46 竪穴住居跡 ⅡA05p 早期中葉 85他 54
2010 SI084 RA47 竪穴住居跡 ⅡA06p 早期中葉 85他 55
2010 SI087 RA48 竪穴住居跡 ⅡA07p 早期中葉 87 56
2010 SI088 RA49 竪穴住居跡 ⅡA05o 早期中葉 方形？ 87他 57
2010 SI091 RA50 竪穴住居跡 ⅡA06q 早期中葉 88 58
2011 SI102 RA51 竪穴住居跡 ⅠA23r 中期末葉 複式炉．小形住居． 89 59
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

調査
年度

遺構略号
（野外調査） 掲載遺構名 種別 地点 時期 備考 図 写真

2011 SI103 RA52 竪穴住居跡 ⅡA04r 早期中葉～前期初頭 方形．壁際焼土． 90 60
2011 SI104 RA53 竪穴住居跡 ⅡA06m 早期中葉 91 61
2011 SI105 RA54 竪穴住居跡 ⅡA07l 早期中葉 92他 62
2011 SI106 RA55 竪穴住居跡 ⅡA06n 早期中葉 94他 63
2011 SI107 RA56 竪穴住居跡 ⅡA04l 早期中葉 96 64
2011 SI108 RA57 竪穴住居跡 ⅡA06l 早期中葉 92他 65
2011 SI109 RA58 竪穴住居跡 ⅡA04m 早期中葉 97他 66
2011 SI110 RA59 竪穴住居跡 ⅡA04l 早期中葉 96 64
2011 SI111 RA60 竪穴住居跡 ⅡA04n 早期中葉 99他 67
2011 SI113 RA61 竪穴住居跡 ⅡA03n 早期中葉 方形 101 68
2011 SI114 RA62 竪穴住居跡 ⅡA03l 早期中葉 102 69
2011 SI115 RA63 竪穴住居跡 ⅡA03k 早期中葉 103 70
2011 SI116 RA64 竪穴住居跡 ⅡA01m 早期中葉 104他 71
2011 SI117 RA65 竪穴住居跡 ⅡA01l 早期中葉 104他 71
2011 SI118 RA66 竪穴住居跡 ⅡA02p 早期中葉 106 72
2011 SI119 RA67 竪穴住居跡 ⅡA03n 早期中葉 107 73
2011 SI120 RA68 竪穴住居跡 ⅡA03o 早期中葉 108 74
2011 SI121 RA69 竪穴住居跡 ⅡA03p 早期中葉 109 75
2011 SI122 RA70 竪穴住居跡 ⅡA04q 早期中葉～前期初頭 方形？ 110 76
2011 SI123 RA71 竪穴住居跡 ⅡA03q 早期中葉 111 77
2011 SI124 RA72 竪穴住居跡 ⅡA02o 早期中葉～前期初頭 方形．壁際焼土． 112 78
2011 SI125 RA73 竪穴住居跡 ⅡA01p 早期中葉～前期初頭 方形．壁際焼土． 113 79
2011 SI126 RA74 竪穴住居跡 ⅡA05q 早期中葉 114 80
2011 SI127 RA75 竪穴住居跡 ⅡA02q 早期中葉 115 81
2011 SI128 RA76 竪穴住居跡 ⅠA24o 後期初頭 張出部有．出入口？ 116他 82
2009 SN001 RA76-炉ａ 炉跡・焼土 ⅠA24o
2009 SN002 RA76-炉ｂ 炉跡・焼土 ⅠA24o
2011 SI129 RA77 竪穴住居跡 ⅠA23r 後期初頭 張出部有．出入口？ 118他 83
2011 SN101 RA77-炉 炉跡・焼土
2011 SI130 RA78 竪穴住居跡 ⅡA03r 早期中葉 方形．壁際焼土． 120 84
2011 SI131 RA79 竪穴住居跡 ⅡA01q 早期中葉 121 85
2011 SI132 RA80 竪穴住居跡 ⅠA25q 早期中葉 122 86
2011 SI133 RA81 竪穴住居跡 ⅡA02q 早期中葉 123 87
2011 SI134 RA82 竪穴住居跡 ⅠA24s 早期中葉 124 88
2011 SI135 RA83 竪穴住居跡 ⅡA01p 早期中葉 方形．壁際焼土． 125 89
2011 SI136 RA84 竪穴住居跡 ⅡA01r 早期中葉 方形． 126 90
2011 SI137 RA85 竪穴住居跡 ⅡA03s 早期中葉 方形．壁際焼土． 127 91
2011 SI138 RA86 竪穴住居跡 ⅠA24q 後期初頭～前葉 張出部有．出入口？ 128 92
2011 SI139 RA87 竪穴住居跡 中期～後期？ 柱穴のみ 129 77
2011 SI140 RA88 竪穴住居跡 ⅡA5n 早期中葉 方形．壁際焼土． 130 93
2009 SI009 RB01 方形柱穴列 ⅡA04m 後期初頭 黄褐土敷き均し 131他 94他
2009 SN009 RB01-焼土ａ 炉跡・焼土 ⅡA04m
2009 SN021 RB01-焼土ｂ 炉跡・焼土 ⅡA04l
2010 SI025 RB02 方形柱穴列 ⅡA04r 後期初頭 黄褐土敷き均し 134他 98他
2010 SN054 RB02-焼土 炉跡・焼土 ⅡA04r
2010 SI051 RB03 方形柱穴列 ⅡA02s 後期初頭 黄褐土敷き均し 137他 100他
2010 SN051 RB03-焼土 炉跡・焼土 ⅡA02s
2010 SI053 RB04 方形柱穴列 ⅠA25s 後期初頭 黄褐土敷き均し 139他 102
2010 SI060 RB05 方形柱穴列 ⅡA07m 後期初頭～前葉 PPB　512・519・702・703 141
2011 SI101 RB06 方形柱穴列 ⅠA25p 後期初頭～前葉 142 103
2011 SI141 RB07 方形柱穴列 ⅡA09n 後期初頭～前葉 PPB　466・469・480・481 143
2011 SI142 RB08 方形柱穴列 ⅡA08l 後期初頭～前葉 PPB　522・568・570・572 144
2009 SK001 RD01 土坑 ⅠA21n 中期末葉～後期 145 104
2009 SK002 RD02 土坑 ⅠA22n 中期末葉～後期 145 104
2009 SK003 RD03 土坑 ⅠA22m 早期中葉～中期末葉 145 104
2009 SK004 RD04 土坑 ⅠA21m 早期中葉～中期末葉 145 105
2009 SK005 RD05 土坑 ⅡA10h 後期以降 145 105
2009 SK006 RD06 土坑 ⅡA11i 中期末葉～後期初頭 146 105
2009 SK007 RD07 土坑 ⅡA10i 後期初頭 147 106
2009 SK008 RD08 土坑 ⅡA12i 早期中葉～中期末葉 146 106
2009 SK009 RD09 土坑 ⅡA12j 早期中葉頃 のちに拡張してSI24 147 107
2009 SK010 RD10 土坑 ⅡA11i 早期中葉～中期末葉 147 107
2009 SK011 RD11 土坑 ⅠA22k 中期末葉～後期 147 107
2009 SK013 RD12 土坑 ⅡA02n 中期末葉～後期 148 107
2009 SK014 RD13 土坑 ⅡA01u 中期末葉～後期 148 108
2009 SK015 RD14 土坑 ⅠA25n 早期 149 108
2009 SK016 RD15 土坑 ⅡA08i 後期初頭 148 108
2009 SK017 RD16 土坑 ⅡA08j 後期初頭 149 108他
2009 SK018 RD17 土坑 ⅡA07h 後期初頭 149 109
2009 SK019 RD18 土坑 ⅡA08k 早期中葉～中期末葉 150 109
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１　概要

調査
年度

遺構略号
（野外調査） 掲載遺構名 種別 地点 時期 備考 図 写真

2009 SK020 RD19 土坑 ⅡA08j 後期初頭 150 109
2009 SK021 RD20 土坑 ⅡA10m 後期初頭 150 110
2009 SK022 RD21 土坑 ⅡA08i 後期初頭 151 110
2009 SK023 RD22 土坑 ⅡA06h 中期末葉～後期初頭 150 110
2009 SK024 RD23 土坑 ⅡA07h 後期初頭 151 111
2009 SK025 RD24 土坑 ⅡA09l 中期末葉～後期初頭 152 111
2009 SK026 RD25 土坑 ⅡA09k 早期中葉～前期頃 152 111
2009 SK027 RD26 土坑 ⅡA09o 早期中葉～前期頃 152 112
2009 SK028 RD27 土坑 ⅡA09i 早期中葉～前期頃 153 112
2009 SK029 RD28 土坑 ⅡA09i 早期中葉～前期頃 153 112
2009 SK030 RD29 土坑 ⅡA10l 早期～前期頃 154 112
2009 SK031 RD30 土坑 ⅡA09j 中期末葉～後期初頭 154 113
2009 SK032 RD31 土坑 ⅡA10j 早期中葉～前期頃 154 113
2009 SK033 RD32 土坑 ⅡA09j 早期中葉 155 113
2009 SK034 RD33 土坑 ⅡA09k 早期中葉～前期頃 154 113
2009 SK036 RD34 土坑 ⅡA09l 早期中葉～前期頃 155 114
2009 SK037 RD35 土坑 ⅡA09j 早期中葉～前期頃 155 114
2009 SK038 RD36 土坑 ⅡA08h 早期中葉～前期頃 155 114
2009 SK039 RD37 土坑 ⅡA08j 中期末葉～後期初頭 156 114
2009 SK040 RD38 土坑 ⅡA06j 早期中葉 155 115
2009 SK041 RD39 土坑 ⅡA08h 早期中葉～前期頃 156 115
2009 SK042 RD40 土坑 ⅡA08i 後期初頭 157 115
2009 SK043 RD41 土坑 ⅡA08g 中期末葉～後期初頭 156 115
2009 SK045 RD42 土坑 ⅡA08k 早期中葉～中期末葉 157 116
2010 SK051 RD43 土坑 ⅠA24t 中期末要～後期初頭 157 116
2010 SK052 RD44 土坑 ⅠA24t 早期～前期？ 157 116
2010 SK053 RD45 土坑 ⅠA23u 早期～前期？ 157 116
2010 SK054 RD46 土坑 ⅠA23u 早期～前期？ 157 117
2010 SK055 RD47 土坑 ⅠA23s 中期末葉～後期初頭 158 117
2010 SK057 RD48 土坑 ⅠA23s 後期初頭 158 117
2010 SK058 RD49 土坑 ⅠA23r 後期初頭 158 117
2010 SK060 RD50 土坑 ⅠA24q 中期末葉 159 118
2010 SK061 RD51 土坑 ⅡA06n 後期初頭 159 118
2010 SK063 RD52 土坑 ⅡA06o 早期～前期？ 164 118
2010 SK074 RD53 土坑 ⅡA05m 後期初頭 159 119
2010 SK081 RD54 土坑 ⅡA07m 早期中葉～前期頃 158 119
2010 SK083 RD55 土坑 ⅡA08l 早期中葉～前期頃 160 119
2010 SK085 RD56 土坑 ⅡA07n 中期末要～後期初頭 160 119
2010 SK086 RD57 土坑 ⅡA07m 早期中葉～前期頃 160 120
2010 SK087 RD58 土坑 ⅡA08n 早期中葉～前期頃 160 120
2010 SK096 RD59 土坑 ⅡA05o 早期中葉～前期頃 161 120
2010 SK100 RD60 土坑 ⅡA07n 早期中葉～前期頃 161 120
2010 SK101 RD61 土坑 ⅡA05n 早期中葉～後期前葉頃 161 121
2010 SK107 RD62 土坑 ⅡA04n 後期初頭 161 121
2010 SK110 RD63 土坑 ⅡA02s 中期末葉～後期初頭 162 121
2010 SK112 RD64 土坑 ⅡA01t 早期中葉～後期中葉 162 121
2010 SK113 RD65 土坑 ⅡA01u 後期初頭 162 122
2010 SK114 RD66 土坑 ⅠA25u 後期初頭 163 122
2010 SK115 RD67 土坑 ⅠA25u 後期初頭 163 122
2010 SK118 RD68 土坑 ⅡA06n 後期初頭 164 123
2010 SK119 RD69 土坑 ⅡA06n 後期初頭 162 123
2010 SK121 RD70 土坑 ⅡA06n 早期中葉～前期頃 162 123
2010 SK125 RD71 土坑 ⅡA06q 早期～前期 163 123
2010
2011 SK201a RD72 土坑 ⅠA24r 中期末葉～後期初頭 164 142

2010 SK120 （RD72・73に統合）
2010
2011 SK201b RD73 土坑 ⅠA24r 中期末葉～後期初頭 164 142

2011 SK203 RD74 土坑 ⅡA02q 後期初頭？ 165 124
2011 SK207 RD75 土坑 後期初頭 165 124
2011 SK206 RD76 炉穴？ ⅡA02p 早期中葉～前期初頭？ 165 124
2011 SK208 RD77 炉穴？ ⅡA02p 早期中葉～前期初頭？ 109 124
2010 SK070 RD78 陥し穴 ⅡA02o 後期初頭～中葉 166 125
2010 SK108 RD79 陥し穴 ⅡA04q 後期初頭～中葉 166 125
2010 SK109 RD80 陥し穴 ⅡA04r 後期初頭～中葉 167 125
2009 SN003 RF01 炉跡・焼土 ⅠA24n 後期初頭？ 168 126
2009 SN004 RF02 炉跡・焼土 ⅠA24l 後期初頭？ 169 126
2009 SN005 RF03 炉跡・焼土 ⅠA25n 後期初頭？ 169 127
2009 SN006 RF04 炉跡・焼土 ⅡA02m 後期初頭 170 127
2009 SN011 RF05 炉跡・焼土 ⅡA03i 不明 170 127
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

調査
年度

遺構略号
（野外調査） 掲載遺構名 種別 地点 時期 備考 図 写真

2009 SN013 RF06 炉跡・焼土 ⅡA08l 後期初頭 171 127
2009 SN014 RF07 炉跡・焼土 ⅡA10k 不明 171 128
2009 SN015 RF08 炉跡・焼土 ⅡA09i 不明 171 128
2009 SN016 RF09 炉跡・焼土 ⅠA24l 不明 169 126他
2009 SN017 RF10 炉跡・焼土 ⅠA25o 後期初頭？ 172 128
2009 SN022 RF11 炉跡・焼土 ⅡA06l 後期初頭 172 129
2009 SN023 RF12 炉跡・焼土 ⅡA09j 不明 173 129
2009 SN024 RF13 炉跡・焼土 ⅡA09h 不明 173 129
2009 SN025 RF14 炉跡・焼土 ⅡA01n 後期初頭 173 129
2009 SN026 RF15 炉跡・焼土 ⅡA02n 不明 173 130
2009 SN027 RF16 炉跡・焼土 ⅡA02v 後期初頭？ 175 130
2010 SN028 RF17 炉跡・焼土 ⅡA02t 後期初頭 174 130
2009 SN029 RF18 炉跡・焼土 ⅡA03u 不明 174 130
2009 SN033 RF19 炉跡・焼土 ⅡA10l 後期初頭 175 131
2009 SN034 RF20 炉跡・焼土 ⅡA10m 後期初頭 175 131
2009 SN035 RF21 炉跡・焼土 ⅡA10m 後期初頭 175 131
2009 SN036 RF22 炉跡・焼土 ⅡA10m 後期初頭？ 176 131
2009 SN037 RF23 炉跡・焼土 ⅡA09o 後期初頭？ 176 132
2009 SN038 RF24 炉跡・焼土 ⅡA09o 後期初頭？ 176 132
2009 SN039 RF25 炉跡・焼土 ⅡA10m 後期初頭？ 176 132
2009 SN041 RF26 炉跡・焼土 ⅡA10l 不明 177 132
2009 SN042 RF27 炉跡・焼土 ⅡA10o 不明 177 133
2009 SN043 RF28 炉跡・焼土 ⅡA09l 後期初頭？ 177 133
2009 SN044 RF29 炉跡・焼土 ⅡA09n 不明 178 133
2009 SN045 RF30 炉跡・焼土 ⅡA09o 後期初頭？ 177 133
2009 SN046 RF31 炉跡・焼土 ⅡA08p 後期初頭？ 178 134
2010 SN055 RF32 炉跡・焼土 ⅡA05r 後期初頭？ 178 134
2010 SN059 RF33 炉跡・焼土 ⅠA25q 後期初頭？ 178 134
2010 SN060 RF34 炉跡・焼土 ⅠA25q 後期初頭？ 179 134
2010 SN062 RF35 炉跡・焼土 ⅡA02p 不明 179 135
2010 SN063 RF36 炉跡・焼土 ⅡA03p 不明 180 135
2010 SN064 RF37 炉跡・焼土 ⅡA03r 後期初頭？ 180 135
2010 SN066 RF38 炉跡・焼土 ⅡA04o 後期初頭？ 180 135
2010 SN067 RF39 炉跡・焼土 ⅡA01p 不明 181 136
2010 SN068 RF40 炉跡・焼土 ⅡA06p 後期初頭？ 181 136
2010 SN069 RF41 炉跡・焼土 ⅡA07n 後期初頭？ 181 136
2010 SN070 RF42 炉跡・焼土 ⅡA03m 後期初頭？ 181 136
2010 SN071 RF43 炉跡・焼土 ⅡA03n 後期初頭？ 182 137
2010 SN072 RF44 炉跡・焼土 ⅡA07n 不明 182 137
2010 SN073 RF45 炉跡・焼土 ⅡA04o 後期初頭？ 182 137
2010 SN074 RF46 炉跡・焼土 ⅡA05p 不明 183 137

SN075 RF47 炉跡・焼土 ⅡA05q 不明 183
2009 SD001 RG01 溝跡 ⅠA22u～25s 近世 189他 144他
2009 SD002 RG02 溝跡 ⅠA22t～24s 近世 189他 144他
2009 SD003 RG03 溝跡 ⅠA21r～23q 近世 189他 145
2009
2010 SD004 RG04 溝跡 ⅡA1t～4s 近世 189他 146

2009 SD005 RG05 溝跡 ⅡA7q～9p 近世 189他 147
2009 SD006 RG06 溝跡 ⅡA7q～8q 近世 189他 147
2010 SD051 RG07 溝跡 ⅡA1t～3t 近世 189他 146
2010 SD052 RG08 溝跡 ⅠA24v～25u 近世 189他
2009 SX001 RZ01 埋設土器 ⅡA01n 後期初頭 184 138
2009 SX002 RZ02 埋設土器 ⅠA23k 中期末葉 184 138
2009 SX003 RZ03 埋設土器 ⅡA07i 後期初頭 184 139
2009 SX004 RZ04 埋設土器 ⅡA06i 後期初頭 185 139他
2009 SX005 RZ05 埋設土器 ⅡA06i 後期初頭 185 139他
2009 SX006 RZ06 埋設土器 ⅡA06i 後期初頭 185 139他
2009 SX007 RZ07 埋設土器 ⅡA07h 後期初頭 186 140
2009 SX008 RZ08 埋設土器 ⅡA08p 後期初頭 186 141
2010 SX052 RZ09 埋設土器 ⅠA25r 後期初頭 187 141

2011 SX201
（SK56） RZ10 埋設土器 ⅠA24r 後期初頭～前葉 187 141他

2011 SK056
（SX201） （RZ10に統合） ⅠA24r

2011 SX202 RZ11 埋設土器 ⅠA25s 後期初頭～前葉 188 142
2010 SX051 RZ12 ⅡA04n 後期初頭～前葉 RA13の一部を構成する 42他 143
2010 SX055 RZ13 立石 ⅡA08m 後期初頭～前葉 188 143
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第９図　遺構配置分割図（１）〔分割図配列〕

１　概要
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第10図　遺構配置分割図（２）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第11図　遺構配置分割図（３）

１　概要
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第12図　遺構配置分割図（４）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第13図　遺構配置分割図（５）

１　概要
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第14図　個別検出柱穴配置図（１）〔分割図配列〕

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第15図　個別検出柱穴配置図（２）

１　概要
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第16図　個別検出柱穴配置図（３）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第17図　個別検出柱穴配置図（４）

１　概要
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第18図　個別検出柱穴配置図（５）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第19図　個別検出柱穴配置図（６）

１　概要
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第20図　個別検出柱穴配置図（７）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第21図　個別検出柱穴配置図（８）

１　概要
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第22図　個別検出柱穴配置図（９）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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　２　遺　　　構

　（１）　竪 穴 住 居 跡

ＲＡ01竪穴住居跡（第23・24図、写真図版３・４）
〔位置・検出状況〕北西部、ⅠＡ22ｋグリッド付近に位置する。調査区西辺に設定したトレンチ内で、
灰白火山灰が集中する範囲として認識。トレンチ内では不明瞭だったがⅥ層上面で方形プランの一部
を検出した。土層断面の検討から本来の掘り込み面はⅢ層上面以上であることを確認した。
〔規模・形状〕西壁側が調査区外にあり全体形状は不明だが、おおむね方形を呈するものとみられる。
計測可能な東壁長は290㎝、検出面から床面までの残存深度は60㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕（第23図：RA01 ～ 03共通断面）床面直上は壁の崩落土とみられるⅥ層ブロックを
含む黒褐色土に覆われている。本層上面には炭化物と焼土が広がることから、廃絶時に焼失・倒壊し
たものらしい。この時点で凹地となった内部には、その後周囲からの流入土が堆積している。焼失直
後の堆積層である1-3層には十和田ａ火山灰が多量に含まれている。
〔壁・床面・柱穴など〕西壁は調査区外にあり不明だが、確認した壁面はおおむね良好に残存する。
下半部（床面から30㎝程）ではほぼ直立する壁面が観察されるが、壁上半部には締まりを欠くⅢ層が
露出しており、埋没過程において大きく崩落し外反している。壁溝は認められない。床面は若干の小
起伏があるが、概ね平坦で緻密である。主柱穴の特定は困難で、北壁際に並ぶ小穴が認められる飲み
である。南東隅のピットは流入土による埋没であり、廃絶直前まで開口していたと考えられるため柱
穴とは認め難い。
〔カマド〕東壁南部に設置される。袖部構築礫が一部に残存のみで、大きく破壊されている。カマド
本体の規模は80×70㎝程度。燃焼部は焼土が失われピット状の凹みとなっていることから、内部の掻
き出しが行われたようである。全長約１ｍの煙道が壁外東側に延び、端部に煙出しのピットを持つ。
なお煙道内部にはⅥ層土とみられる黄褐色土が堆積していた。上部構造の一部にⅥ層土を用いた部分
があった可能性を示唆している。
〔重複〕北壁際床面からＲＤ11が検出された。本住居跡の埋没開始時点にはすでに埋まっていたもの
であり、本住居より古い。
〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代（９世紀後半～ 10世紀初頭）と思われる。
〔出土遺物〕土器（１～６）〈第194図、写真図版148〉。

ＲＡ02竪穴住居跡（第23・24図、写真図版５）
〔位置・検出状況〕北西部、ⅠＡ21ｋグリッドに位置する。調査区西辺トレンチ内のⅥ層上面で、明
瞭な黒褐色土の広がりとして検出された。
〔規模・形状〕西側が調査区外にあり全体形状は不明だが、概ね円～楕円形を呈するものとみられる。
計測可能な最大長は300㎝、調査区西縁土層断面にみる床面までの残存深度は50㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕（第23図：RA01 ～ 03共通断面）南壁側で床面を厚く覆うのはⅥ層土ブロックを多
く含む土層である。壁崩落土と思われるが、土層の偏りから人為的な投棄の可能性もある。これより
上位には周囲からの流入土（Ⅴａ層類似土）が漸次堆積していった様子が観察され、最上位はⅣ層土
に被覆されている。
〔壁・床面・柱穴など〕壁は下半部がほぼ直立し、上半部がやや大きく外傾する。周溝等は確認されなかっ
た。床面は全体に平滑で締まっている。柱穴は検出されなかった。

２　遺構
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〔炉跡〕精査した範囲からは検出されなかった。調査区外に存在する可能性がある。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉か。
〔出土遺物〕土器（７）〈第194図、写真図版148〉。

ＲＡ03竪穴住居跡（第23・25、写真図版６）
〔位置・検出状況〕北西部、ⅠＡ23ｋグリッド付近に位置する。調査区西辺トレンチ内のⅤｂ～Ⅵ層面で、
明瞭な黒褐色土の広がりとして検出された。
〔規模・形状〕西側が調査区外にあり全体形状は不明だが、概ね円～楕円形を呈するものとみられる。
計測可能な最大長は4.0ｍ、調査区西縁土層断面にみる床面までの残存深度は36㎝である。
〔埋土・堆積状況〕（第23図：RA01 ～ 03共通断面）観察される最も古い土層は3-5層で、Ⅵ層土ブロッ
クを多量に含む。壁崩落土と思われるが、北壁側に偏在することから人為的な投棄の可能性もある。
これより上位には周囲からの流入土（Ⅴ層類似土）が漸次堆積していった様子が観察され、最上位は
Ⅳ層土に被覆されている。
〔壁・床面・柱穴など〕壁は下半部がほぼ直立し、上半部がやや大きく外傾する。周溝等は確認されなかっ
た。床面は全体に平滑で、床面中央部に硬化が認められる。内部からは５個の柱穴状ピット（PPA10
～ 14）が見つかっているが、本住居に伴うことが明らかなものを識別することは難しかった。
〔炉跡〕精査した範囲からは検出されなかった。調査区外に存在する可能性がある。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉か。
〔出土遺物〕土器（８）〈第194図、写真図版148〉。
箆状石器（2103）、削掻器（2210）。

ＲＡ04竪穴住居跡（第26図、写真図版７）
〔位置・検出状況〕北西部、ⅠＡ25ｊグリッド付近に位置する。Ⅴｂ～Ⅵ層上面で明瞭な黒褐色土の
広がりとして検出された。
〔規模・形状〕西側が調査区外にあり全体形状は不明だが、概ね円～楕円形を呈するものとみられる。
計測可能な最大長は4.4ｍ、調査区西縁土層断面にみる床面までの残存深度は50㎝である。
〔埋土・堆積状況〕観察される最も古い土層は４層及び３層で、壁から崩落したと思われるⅤｂ層土
ブロックを多く含む。これより上位には周囲からの流入土（Ⅴａ層類似土）が漸次堆積していった様
子が観察され、最上位はⅣ層土に被覆されている。
〔壁・床面・柱穴など〕壁は下半部がほぼ直立し、上半部がやや大きく外傾する。周溝等は確認されなかっ
た。床面は全体に平滑で、床面中央部に硬化が認められる。内部からは２個の柱穴状ピット（PPA15・
16）が見つかっている。
〔炉跡〕精査した範囲からは検出されなかった。調査区外に存在する可能性がある。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉か。
〔出土遺物〕土器（９）〈第194図、写真図版148〉。
石鏃（1728）、削掻器（2211）。
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ＲＡ05竪穴住居跡（第27図、写真図版８）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ１ｋグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面において不整形の黒褐
色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕2.9×2.9ｍの隅丸方形を呈する。床面までの残存深度は12㎝である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上を広く覆うのはⅥ層土を多く含む２層である。土器片・礫等はこの上面
から出土する。さらにその上位には周囲から流入したと思われるⅤａ層類似の１層が堆積している。
〔壁・床面・柱穴など〕ほぼ直立して短く立ち上がる壁を全周確認できるが、削平により上部をやや
大きく失っている。周溝等は確認されなかった。床面はちいさな凹凸が目立つ。上部からの草木根に
よる攪乱の影響もあると思われる。これらの凹凸には小ピット状に見えるものも含まれるが、柱穴の
特定はできなかった。
〔炉跡〕床面中央部のやや西寄りから西壁際に至る範囲にごく浅い掘りくぼみをもつ。この底面には
弱く濁った焼土の生成が認められる。住居内の位置や形態は複式炉に似ている。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉とみられる。
〔出土遺物〕土器（10）〈第194図、写真図版148〉。
石鏃（1518）、敲磨器類（2390）。

ＲＡ06竪穴住居跡（第29図、写真図版９）
〔位置・検出状況〕北西部、ⅠＡ25ｍグリッド付近に位置する。Ⅴ層上面において検出された石囲炉
の周囲に広がる不整形で不明瞭な褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕褐色土の広がりは4.2×2.6ｍの不整楕円形を呈する。ほぼ床面直上まで削平されており、
本来のプランだけでなく掘り込みの有無そのものが不明である。
〔埋土・堆積状況〕検出した褐色土は検出を進めるほどに薄く不明瞭になり、堆積状況を断面で観察
することはできなかった。隣接するRA07埋土２層に酷似しており、床面直上を覆った埋土である可
能性が高い。
〔壁・床面・柱穴など〕壁は不明。炉跡との関係から炉跡断面３層の上面が床面と思われるが、硬化
範囲等は認められない。周辺からはPPB262ほか数個の柱穴状ピットが検出されたが、本住居帰属に
帰属するものを特定できなかった。
〔炉跡〕褐色土範囲の中央付近に位置する。長さ15 ～ 30㎝の礫を65×50㎝の楕円形に配した石囲炉で
ある。炉内は皿状にくぼみ厚さ10㎝ほどの焼土の生成がみられる。礫はいずれも裏面まで赤変してい
る。炉内に転落している礫も同様に赤変が認められる事から、本来は石囲いの一部を構成するもので
あったと考えられる。
〔重複〕RD14にわずかに重複するが、先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉か。
〔その他の所見〕褐色土範囲の周縁には、褐色土層を上から切りⅢ層土が堆積する小穴状の凹みが点
在していた。配石・敷土を伴う遺構（RA13・RB01等）にみられる礫抜痕跡によく似ており、本遺構
においても廃絶後の配石・敷土行為が行われた可能性を指摘しておきたい。RA07・08・10において
も類似の現象が観察されている。
〔出土遺物〕石皿（2365）。
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ＲＡ07竪穴住居跡（第28・29図、写真図版10）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ１ｌグリッド付近に位置する。２基並列した焼土（RA07炉ａ・炉
ｂ）の周囲に広がる不整形の褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕5.2×4.6ｍの概ね円～楕円形を呈する。床面までの残存深度は12㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面は褐色土（２層）に広く覆われている。これを上方から抉る１層は径20 ～ 30
㎝ほどの浅い凹みであり、内部に混じりけのないⅢ層土が入る。このピット様の凹みは壁際に沿って
分布する傾向にある（関連所見後述）。
〔壁・床面・柱穴など〕床面と想定される褐色土下面は浅皿状を呈し、床と壁との境界が不明瞭のま
まなだらかに立ち上がる。硬化部は認められない。内部からは複数の柱穴状ピットが検出されている。
このうち主に褐色土範囲の周縁付近に位置するPPA17 ～ 21等が帰属する可能性が高い。
〔炉跡〕床面中央部から２基の焼土が検出された（炉ａ・炉ｂ）。炉ａは120×70㎝、炉ｂは100×80㎝
の不整楕円形を呈し、住居の主軸上に並ぶよう北東－南西方向に連なっている。焼土の厚さ15㎝前後。
上面の硬化は認められない。焼土範囲の直上では上位の褐色土が滲んだように赤変している様子が観
察された。この原因は不明である。
〔重複〕RA16と重複し、これを切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉か。
〔その他の所見〕今回の調査ではⅣ層上面までの掘り下げに重機を用いている。この際、特に調査区
中央部付近では、径20㎝前後の礫がⅣ層上面から頭を出すような状態で多く出土した。重機掘削では、
礫が完全に持ち上がってしまってから気がつく場合がほとんどであり、本来遺構に伴っていた礫の一
部を失ってしまった可能性が高い。配石を伴うRB01等、プランの周縁に礫を配置する隣接遺構を考
慮に入れると、上述のⅢ層土が入る浅い凹みには礫の抜けた痕跡が含まれているものと思われる。
〔出土遺物〕土器（11 ～ 19）〈第194図、写真図版148〉。
石鏃（1582）、敲磨器類（2716）。

ＲＡ08竪穴住居跡（第30図、写真図版11）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ２ｌグリッド付近に位置する。２基並列した焼土（RA08炉ａ・炉
ｂ）の周囲に広がる不整形で不明瞭な褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面下方の西側壁が流失しており全体形状は不明だが、概ね円～楕円形を呈するもの
とみられる。計測可能な最大長は4.6ｍ（南北方向）、床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面は褐色土（２層）に広く覆われている。これを上方から抉る１層は径20 ～ 30
㎝ほどの浅い凹みであり、内部に混じりけのないⅢ層土が入る。このピット様の凹みは壁際に沿って
分布する傾向にある（関連所見後述）。
〔壁・床面・柱穴など〕床面と想定される褐色土下面は浅皿状を呈し、床と壁との境界が不明瞭のま
まなだらかに立ち上がる。硬化部は認められない。内部からは複数の柱穴状ピットが検出されている
が本住居に帰属するものを識別することは難しかった。主に褐色土範囲の周縁付近に位置するものが
帰属の可能性が高いと考えられる。
〔炉跡〕床面中央部から２基の焼土が検出された（炉ａ・炉ｂ）。炉ａは114×82㎝、炉ｂは65×45㎝
の不整楕円形を呈し、住居の主軸上に並ぶよう東－西方向に連なっている。焼土の厚さ15㎝前後。上
面の硬化は認められない。焼土範囲の直上では上位の褐色土が滲んだように赤変している様子が観察
された。RA07にも認められたこの現象は、本住居跡においてより顕著であり、検出当初は住居内に
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堆積する褐色土の上面に生成した焼土と誤認したほどであった。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉か。
〔その他の所見〕RA06・07と同様、Ⅲ層土の入る浅い凹みについては礫の抜けた痕跡である可能性を
想定しておく必要がある。
〔出土遺物〕土器（20 ～ 35）〈第194・195図、写真図版148〉。
石鏃（1519・1779）、石皿（2366）。

ＲＡ09竪穴住居跡（第31図、写真図版12）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ２ｊグリッドに位置する。県教育委員会の試掘により炉の存在が
確認されていたものである。周辺のⅤａ層土を掘り下げたところ、Ⅴｂ～Ⅵ層上面において明瞭な黒
色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕平面形は4.9×4.0ｍの楕円形を呈する。西端部を試掘トレンチで壊されている。検出面
から床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上を広く覆うのはⅥ層土を多く含む２層である。土器片等の出土はこの上
面に多い。さらにその上位には周囲から流入したと思われるⅤａ層類似の１層が堆積している。
〔壁・床面・柱穴など〕壁はやや外傾するが立ち上がりはしかっりしている。床面は概ね平滑で一部
に若干硬化した部分がみられる。内部からはPPA35 ～ 40のほか、主に南部壁際に複数の柱穴状ピッ
トが検出されている。本住居に帰属するものを識別することは難しかった。
〔炉跡〕長軸上の西端部に複式炉を持つ。全長170㎝、幅70㎝。住居内部から西壁に向かって順に、埋
設土器を伴う石囲い部（長50×幅50㎝）、石囲い部（30×50㎝）、浅い掘り込みの前庭部（90×70㎝）
が連結した構造をもつらしいが、中央～西部をトレンチで大きく破壊されている。埋設された土器は
下半部を失った深鉢で、口縁部を下にして、反対側の欠け口が炉内底面から５㎝ほど上に露出するよ
うに設置されている。埋設土器と周囲の礫には被熱痕跡が認められることから、２つの石囲い部が燃
焼部と考えられるが、炉内底面に明瞭な焼土の生成は認められなかった。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉とみられる。
〔出土遺物〕土器（36 ～ 38）〈第195図、写真図版149〉。
石鏃（1841）、箆状石器（2106）。

ＲＡ10竪穴住居跡（第32図、写真図版13）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ４ｋグリッド付近に位置する。Ⅴａ層上面においてⅣ層類似褐色
土の不整形な広がりとして認識。試掘トレンチ内で検出した焼土が中心に位置することから住居跡と
推定し精査着手した。
〔規模・形状〕5.6×4.9ｍの楕円形を呈する。床面までの残存深度は14㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面はⅣ層類似の暗褐色土（２層）に広く覆われている。土器片等の遺物は本層
上部に多く、流れ込んだような出土状況を呈する。２層を上方から抉る１層は径30㎝前後の浅い凹み
であり、内部にⅢ層土が堆積する。このピット様の凹みは壁際に沿って分布する傾向にある（関連所
見後述）。
〔壁・床面・柱穴など〕床面と想定される褐色土下面は浅皿状を呈し、床と壁との境界が不明瞭のま
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まなだらかに立ち上がる。床面はほぼ平滑だがわずかに西に傾斜する。明瞭な硬化部は認められない。
内部からは多数の柱穴状ピットが検出されているが、本住居に帰属するものを特定することは出来な
かった。
〔炉跡〕床面のほぼ中央から１基の焼土が検出された。76×64㎝の隅丸方形～楕円形を呈する。上面
の硬化は認められない。外周の一部に被熱痕跡をもつ礫が残存することから、石囲炉とみられる。な
お、この炉跡については調査の不手際により、断面を記録できなかった。
〔重複〕RA18を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉か。
〔その他の所見〕検出段階では、褐色土の広がりが遺構プランの南西部から外側に張り出す様子が認
められた。明瞭な掘り込みとして残存するものではないが、本来は全体形状が柄鏡形を呈する可能性
があり注意を要する。またプラン内部に点在するⅢ層土の凹みについてはRA06 ～ 08と同様、礫抜痕
跡の可能性が考えられる。
〔出土遺物〕土器（39 ～ 50）〈第195図、写真図版149〉。
円盤状土製品（1190 ～ 1192）。石鏃（1520）、石皿（2351a）。

ＲＡ11竪穴住居跡（第33・34図、写真図版14）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ６ｋグリッド付近に位置する。県教育委員会による試掘トレンチ内
で検出した焼土の上位に、Ⅳ層に類似する褐色土の堆積が認められた。この土層の平面的な広がりを
追ったところ、概ね円形のプランが把握されたことから住居跡と推定し精査着手した。
〔規模・形状〕7.3×6.1ｍの概ね楕円形を呈する。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体は黒褐色土で、南東壁際ではこれに褐色土のブロックを含んだ４層が
床面を覆っている。その上位に堆積する褐色土ブロック層（３層）は住居内部の全体を覆う。人為的
に投げ込まれた（敷きならされた？）可能性が高い。土器片等の出土は本層上面～２層に多い。その
後浅皿状に凹んだ住居跡内部にはⅢ層（１層）が流入し埋没を終えている。なお１層の下面が下位の
褐色土ブロック層（３層）を上方から抉るように凹んだ部分が点在している。径20 ～ 30㎝ほどの浅
いピット様の凹みで、特に壁際に沿って分布する傾向にある（関連所見後述）。
〔壁・床面・柱穴など〕床面と想定される埋土下面は浅皿状を呈し、床と壁との境界が不明瞭のまま
なだらかに立ち上がる。硬化部は認められない。内部からは多数の柱穴状ピットが検出されているが、
本住居に帰属するものを特定することは出来なかった。
〔炉跡〕床面中央部から１基の焼土が検出された。試掘トレンチによって上部を大きく破壊されており、
残存形態は北東－南西方向に長軸を持つ楕円形を呈する。規模は200×130㎝と大きく、平面形がダル
マ形にも見えることを考慮すると、RA07・08およびRB01と同様、２基の地床炉が隣接し結合したも
のである可能性が高い。焼土の上面はやや硬化しており、この下位は均質な赤変がみられる。焼土の
厚さは15㎝前後である。
〔重複〕RA12を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉か。
〔その他の所見〕今回の調査ではⅣ層上面までの掘り下げに重機を用いた。この際、特に調査区中央
部周辺では、径20㎝前後の礫がⅣ層上面から頭を出すような状態で多く出土した。重機による掘削で
は、礫が完全に持ち上がってしまった後に気がつくケースがままあり、本来は遺構に伴っていたはず
の礫の一部がこの段階で失われた可能性が高い。RB01等、プランの周縁に礫を配置する遺構の存在
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を考慮すれば、上述のⅢ層土が入る浅い凹みには配石の礫が抜けた痕跡が含まれる可能性がある。。
〔出土遺物〕土器（51 ～ 68）〈第196図、写真図版149・150〉。
円盤状土製品（1193・1194）。石鏃（1521 ～ 1524・1797）、石匙（1996）、箆状石器（2108）、石錘（2765）、
磨製石斧（2304・2309・2310）、石皿（2352）。

ＲＡ12竪穴住居跡（第35 ～ 41図、写真図版15 ～ 18）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ７ｉグリッド付近に位置する。Ⅴａ～Ⅵ層上面において、直径約13
ｍの略円形を呈する暗褐色土の広がりとして検出。内側からⅢ層土・Ⅳ層土・黄褐色土の順に同心円
状に広がる堆積状況が確認されたことから、レンズ状に自然埋没した大形遺構と推測し精査に着手し
た。
〔規模・形状〕10.3×10.3ｍの隅丸方形～八角形を呈する。床面までの残存深度は80 ～ 30㎝である。
〔埋土・堆積状況〕断面に観察される最も古い土層は、壁面直下の13層である。壁溝底面から壁面に沿っ
て立ち上がる土層であり、木板等、壁面構築材の痕跡とみられる。断面A-A'に顕著にみられるとおり、
13層下部は壁下端を外側へと抉り込んでいる。これは壁材が内側に倒れ込む際、床上面との接点を支
点に材の下端部が外向きに回転した結果と思われ、本遺構の埋没が上部構造物の倒壊から始まったこ
とを示唆している。
　床面直上にはやや多量の炭化木片が分布し、壁から30 ～ 50㎝ほど内側では太さ15 ～ 20㎝程度の棒
状の炭化材が点在する。これらは住居中央に対し求心状、あるいは壁と平行方向に長軸を向けて出土
した。上部構造物の倒壊時またはその直後に部材が燃焼した結果とみられる。棒状の形状をのこす大
形材の周囲には、これを包むように生成した焼土が観察される。周堤等に用いられた若干量の土が、
倒壊・燃焼時に同時的に堆積したものと解される。ただしこの時点の土砂の堆積は部分的かつ少量で
あり、床面の大半が外界に露わとなった状態でいったん安定したらしい。酸素の遮断（炭化の条件）
が限定的だったことが、遺構規模のわりに炭化遺存部材の少ない一因と推測される。
　こののち住居内部には周囲の地表面から流入したとみられるⅤａ層類似土（９・10層）が堆積する。
壁直下を除く床面の大半、そして床面直上に分布する炭化材と少量の遺物は、本層に直接覆われてい
る。斜面上方、北東側からの供給量が卓越する環境にあって漸次埋積が進んだ結果、本住居跡は南西
部に最低部をもつ凹地となったらしい。この段階で、南～西側の壁付近、すなわち凹地へ落ち込む肩
の部分を選んでフラスコ状土坑（RD16・17・21・23・40・41等）が造られている。また北部では５
基の埋設土器（RZ03 ～ 07）が本層上面を掘り込んで設けられている。これらは縄文時代後期初頭～
前葉とみられる遺構であり、この一時期、凹地となった本住居の跡地が意識的に利用されている。
　その後、この凹地を覆ったのはⅥ層以下の地山土とみられる黄褐色土（５・７層）である。層厚は
20㎝前後。自然流入土９・10層が薄かったために凹地内で最低部となっていた南西部を埋め均してい
る。明らかに人為による堆積層であり、高低差が生じていた凹地底面が概ね水平に整えられている。
この際、壁際に掘り込まれていたRD21・RD40も、同時にこの黄褐色土によって埋め戻されている状
況が土層断面で確認されている。この層自体には遺物や礫はほとんど含まれず、精査時に本層上面を
床面と誤認したほどガッチリと締まっていた。この黄褐色土層の上面には縄文時代後期初頭～前葉を
中心とする遺物が多量に投棄されていた。遺物投棄の平面的な範囲は黄褐色土の分布範囲と同様、住
居内の南西部に集中している。
　これらの遺物分布面は、同時期の遺物を包含するⅣ層相当の２～４層に被覆され、最終的に生出ス
コリアが顕著なⅢ層土（１層）の流入によって、本住居跡は埋没を終えている。
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〔壁・壁溝〕壁面は全体に直立またはやや外傾している。斜面上方側ほどよく遺存し、北東部で80㎝、
南西部で20㎝ほどである。壁直下には一部で断絶しながらもほぼ全周する壁溝を持つ。幅・深さとも
に10 ～ 20㎝で、底面に杭穴状の小穴が点在する。小穴の間隔に規則性は見いだせないが、密度の薄
い地点では30 ～ 70㎝ほどの一定の距離を置いた配置への意図が汲み取れそうではある。このような
壁溝は床面縁部に最大３重に巡っていることがわかっており、このうち内側を巡る２条は最新期の床
面構築土であるⅥ層土ブロック層によって埋め戻されていることから、古段階の壁溝であると判断さ
れる。
〔床面〕全体に平滑でよく締まり、上面が硬化している。壁際の一部に低位部を埋め均した貼床土状
の客土が観察されるほかは、ほぼ全面が地山を削り出すことによって造られた床面であるとみられる。
〔柱穴〕後述する複式炉の長軸を本住居の主軸と仮定すると、主軸と直交方向にそれぞれ対向するよ
う壁の内側に沿って配置された４組（計８個）の柱穴と、炉が接する壁とは反対側の主軸上の一端に
位置する１個の、合計９個が本住居跡の上屋構造を支持する主たる柱穴と考えられる。
　主軸を挟んで対向するのはPPA41－42、43－44、45－46、47－48である。PPA41 ～ 46はいずれも
直径80 ～ 100㎝、深さも100㎝程度と極めて大きくしっかりとした掘方を持っている。土層断面には
幅30 ～ 40㎝の柱痕跡が認められることから、掘方の規模に見合った大形の柱材が用いられたものと
考えられる。これに対し炉の両脇に位置するPPA47－48は直径50㎝前後と他と比して規模が小さい
ものの、いずれも80㎝前後の深さを有している。
　主軸上の一端、炉とは反対側の壁際に位置するのはPPA49である。直径70㎝、深さ80㎝ほどで、
上記の大形柱穴に比して若干規模が小さいが、断面には径40㎝程度の柱痕跡が認められることから、
同規模の柱材が据えられたものと考えられる。
　以上は床面上で検出された柱穴であるが、床面構築土の下位から検出されたものも存在する。これ
らのうちPPA128（同41に切られる）・PPA50（同43に近接）・PPA51（同45に近接）、PPA147（同46
に切られる）・PPA133（同48に近接）は、いずれも近接・重複する柱穴と同等のしっかりとした掘
方を持つものであり、先記の柱穴よりも古段階に主柱穴として機能したものと推測される。
　これらの主柱穴のほかに、壁面上部を外側に向かって斜めに掘り込んだ４個のピットが見つかって
いる（PPA54・55・126・127）。それぞれ主柱穴PPA41 ～ 44に近い壁面に位置する。材は住居の中
央上方に向かって傾斜するように設置されたと考えられ、垂木など上屋構造の一部を構成したことが
推測される。
〔炉跡〕北西側の壁に接するように、いわゆる複式炉が設置されている。全長350㎝、最大幅210㎝と
極めて大規模なものである。住居の内側から順に、土器埋設及び石囲いを伴う燃焼部、石囲部、前庭
部の３区画からなる。
　住居の中心側に位置する燃焼部は、長さ80㎝・幅100㎝の半円形を呈し、深さ25㎝の椀状に凹んで
いる。楕円形・長方形の礫が外縁に長軸を沿わせる形で落ち込みの肩の部分に配置されている。この
ほか、さらに外側に列状に据えられたもの、内部壁面上部に配された礫も一部残存する。住居中心側
に寄った位置には、略完形の深鉢が口縁部が燃焼面から突出するように、内側にわずかに傾けられた
状態で埋設されている。焼土は内部全面に生成し、上面の硬化は顕著、厚さ10㎝に及ぶ赤変が認めら
れる。埋設土器の内部は流入土が堆積することから廃絶前は空洞であったと推測される。
　燃焼部と前庭部の間に位置する石囲部は、長さ120㎝・幅150㎝・深さ60㎝の箱形を呈する。燃焼部
側の壁面には、一辺50㎝前後・厚さ10㎝強の板状の大形礫２つが立てかけたように並べて設置されて
いる。また、両側壁には、長径20㎝前後の楕円形・長方形の礫が、小口を内側に向けて俵のように積
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み上げられ、ほぼ垂直に立ち上がる整った壁面が構築されている。前庭部に向かって右側手前の壁面
では石積みが内部に崩落しているが、壁面には礫を据えた痕跡が確認されている。一方、前庭部側で
は明瞭な壁面は存在せず、底面が緩やかに高まってそのまま前庭部の底面に連続する。底面は主軸上
が低く、両脇に向かってやや高くなる。底面直上からは、炭化材が主軸方向に向きを揃えたような状
態で出土した。石囲部の内部は全体に被熱痕跡が認められるが、燃焼部のそれと比較してずっと微弱
なものである。したがって内部に遺存する炭化材は、炉の機能の行使によるものではなく、住居廃絶
後に外的要因（住居本体の焼失）により炭化したものと考えられることから、元々底面に敷き込まれ
た材（板材か）である可能性が高い。
　住居の壁に接する前庭部は、長さ150㎝・幅170㎝・深さ40㎝の箱形を呈する。上述の石囲部と接す
る側を除く三方は、ほぼ直立する壁面を有しており、このうち石囲部と反対側の面はそのまま住居の
壁面と連続している。この３面の直下には住居本体の壁溝に類似する小溝を持ち、方形の底面の各隅
部からは杭穴状の小ピットが検出されている（RD17との重複部では残存しない）。このことから、前
庭部の内壁は、住居本体の壁面と同様の構造で構築されていたと考えられる。底面はほぼ水平に整え
られ、全面に硬化が認められた。
　なお、燃焼部と石囲部の境界に立てかけられた板状の礫の裏側から、同様の板状礫とその周囲を補
う楕円形礫が出土している。先行段階の炉の構築材の一部とみられることから、住居本体の改築に伴っ
て、炉の再構築も行われたものと推測される。
〔住居中心の小穴〕PPA56は、複式炉から主柱穴PPA49を結んだ主軸上に位置するほか、同じく主柱
穴PPA45－48間、同46－47間を対角線で結んだ交点にも位置することから、本住居跡の中心に位置
していると言える。PPA56は、開口部径40㎝の浅い凹みの底面に、さらに径20㎝・深さ10㎝ほどの
落ち込みを持つもので、底面には風化した花崗岩の細片が貼りついていた。地山であり本住居の床面
となっているⅥ層土に花崗岩は含まれないことから、このピットには花崗岩（製の何物か）が据えら
れていた可能性が高いと考えられる。内部には、住居本体の焼失時に生じた焼土粒や炭化物が床面か
ら連続して流入しており、住居の廃絶時にはすでに取り除かれていたものと考えられる。
〔改築〕壁溝が並走する部分が見られることや、主柱穴が近接・重複すること、炉内に新・古の配石
が見られることなどから、本住居は数度の改築を経ていることが理解される。埋土の断面には内側の
壁溝から立ち上がる土層の断絶は認められないので、最大化した状態が埋没直前の形態とみられる。
古期に位置づけられる柱穴と壁溝の配置から、炉から中央部を向いて左側（北西側）に向かって拡張
された可能性が高い。
〔重複〕RA20・RD38を切り、RA11、RD16・17・21・23・40、RZ03 ～ 07に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉と判断される。
〔出土遺物〕土器（69 ～ 137）〈第196 ～ 202図、写真図版150 ～ 154〉。
ミニチュア土器（1145）。土偶（1156）、鐸形土製品（1164・1165）、土製耳飾（1175）、円盤状土製
品（1195 ～ 1244・1390 ～ 1395）。尖頭器（1502）、石鏃（1525 ～ 1545・1729・1730・1780・1798 ～
1804・1842 ～ 1844・1892 ～ 1898・1953 ～ 1959）、石匙（1997 ～ 1999・2060・2072・2083）、箆状石
器（2109）、削掻器（2212 ～ 2225・2289・2290）、石錘（2766 ～ 2774）、石棒（2800）、円盤状石製品（2803
～ 2806）、磨製石斧（2311・2312・2330・2341 ～ 2343）、接合剥片（2298）、石皿（2351b・2353）、
敲磨器類（2392 ～ 2394・2551 ～ 2554・2590 ～ 2596・2637 ～ 2642・2717 ～ 2720・2764）、自然礫（2816・
2817・2822）。

２　遺構

－44－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



ＲＡ13配石・敷土を伴う住居状遺構（第４表、第42 ～ 48図、写真図版19・20）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｎグリッド付近に位置する。Ⅴａ層上面において大形礫による
弧状の配石列が検出されたことから、環状配石遺構に類する何らかの遺構の可能性があるものと判断
し精査に着手した。
〔規模・形状〕8.8ｍの円環をなす配石（以下、「本体」）の南縁に、方形基調（2.5×3.5ｍ）の配石（以下、
「張出部」）が接して、いわゆる柄鏡形住居に類似する平面形態を持つ。これらの配石は、Ⅵ層の黄褐
色土を用いた盛土（以下、「敷土」）を伴っており、両者によって構成される遺構全体の形状は、全長
11.3ｍ・最大幅8.8ｍの鶏卵形を呈する。ほぼ正円を呈する本体の中心と、張出部南部の突端を通る主
軸線は、概ね座標の南北ラインに一致する。
〔配石〕本体には縁部に沿って環状に配された礫が断続的に残存している。斜面上方側に当たる東縁
部では大半を失っているが、西縁では弧状に並ぶ配石が比較的良好にのこっている。長径50㎝前後の
板状または箱形の礫が主だが、楕円形のものも少数含まれる。いずれも長軸を本体外縁に沿わせ、上
半部が地表に露出するように埋置されており、板状・箱形の礫は、広い面が本体内部に向くよう、ほ
ぼ垂直に（あるいはわずかに外傾して）立ち上げて据えられている。
　張出部は隅丸方形状に外縁を区画する配石列と、その内部に点在する礫群からなる。外縁の配石列
には、本体のものに比してやや小さい、長径30㎝前後の礫が用いられている。埋置の方法は本体と同
様で、長軸を連ね、立ち上げられた状態で据えられている。ただし、板状礫が概ね直線的に連続して
埋置されるのは東西両辺のみであり、南辺側は敷土の上面に載るような状態（埋置ではなく貼り付け
られた状態？）で出土した楕円形礫の断続的な列によって画されている。内部の礫群は、攪乱による
ためか本来の配置が判然としない。しかしながら、外縁東辺の内側にはこれと平行して並ぶ配石列が
残存しており、周辺に点在する礫の分布と合わせみると、外縁と同様の概ね方形の配石列が想定され
る。よって、張出部の配石は概ね「回」の字に似た配置であった可能性が考えられる。
　このほか、張り出し部の南東隅から北東方向に斜めに延びて、本体環状配石の南東縁に接する配石
列が認められる。主軸を挟んでこれと対称的な位置に当たる西側では、同様の配石は見られない。し
かし、張出部南西隅から本体環状配石の南西縁を結ぶラインには、礫の抜去痕と見られるⅢ層土の入
る小ピットが点在することから、西側においても同様の配石列が存在した可能性が高い。後述する黄
褐色土による敷土は、張出部においては、南東隅から北東方向、南西隅から北西方向にそれぞれ延び
る配石列（またはそれが想定されるライン）の内側に分布することから、この配石列は全体形が鶏卵
形を呈する本遺構の南部において、最外縁を区画していたものと考えられる。
　なお、張出部では、検出段階には地表に現れていなかった礫が、敷土中、または露出する礫の下位
から出土する状況が認められた。これらが列をなし何らかの意匠を形成する状況は認め得なかったが、
検出面に露出する礫で構成された最終形態に先行する配石行為の存在を示唆している。
　本遺構の配石の中で最大の礫は、張出部と本体の接点にあり、かつ本遺構を南北に貫く主軸上に位
置するS137である。82×60×18㎝・66.0㎏の大きな板状礫で、本体配石列の環状配置に長軸を沿わせ
ているが、本体内側に向けて半ば転倒した状態で出土した。検出面においては、この礫の周囲半径1.0
ｍの範囲にⅠ層土の広がりが認められ、精査の結果、近世以降に人為的にこの礫の抜去が試みられた
痕跡と判断した。結果的に除去には失敗し、転倒させた状態で遺棄されたものとおもわれる。本来は
他の板状礫と同様に垂直に立ち上げられ、本遺構内において最も突出した巨礫であったと推測される。
　以上に記した配石列は本遺構全体の輪郭を形成するものであるが、これらとは別に、礫を集中配
置した集石部が３箇所で確認されている。いずれも墓壙である可能性の濃厚な土坑（RD51・62・69）
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の上位に位置しており、これらの構築に伴って礫の配置が行われたものと考えられる。
　このうち、本体内部北縁際のRD62、本体内部南縁際のRD69と、それぞれに伴う集石は、本遺構の
主軸上に位置している。
　RD62に伴う礫は、墓壙の埋土上部に径50㎝前後の大形礫を集中的に埋め込んだもので、礫の上部
が露出するよう設置されていた。礫は、本遺構の輪郭を形成する外縁の配石列と同様、敷土（黄褐色
土）と同時に埋められている。
　またRD69では、長径20 ～ 30㎝の礫が墓壙の上端周縁に長軸を平行させ、これを取り巻くように
概ね２重の配石列を成す様子が看取される。RD69に伴う楕円形の配石列の南縁には、本体と張出部
の接点にある巨礫S137が位置するが、先述の通りS137の周囲は後世の攪乱によって乱されており、
S137そのものの位置づけは困難となっている。しかし①A－①A'に見られるよう、本土坑の上位は敷
土層７層に厚く覆われており、同時に付近の礫設置が行われたことが理解される。
　この二者には、本体内部の主軸上の両端に位置し、輪郭を形成する配石列を乱していないという共
通点がある。本遺構の全体形状に対して調和的であり、また配石が敷土と同時に行われている点も考
え合わせれば、本遺構全体の構築と大きな時間差はないものと考えられる。
　これに対し、張出部の方形配石列と本体環状配石列の接点に位置するRD51と集石は、輪郭形成の
配石列を乱し、敷土の分布も周囲で途切れていることなどから、本遺構の構築後、いくらかの時間を
おいて新たに追加されたものである可能性が高いと判断される。
　なお、付属土坑については、後段の〔付属施設〕において追記する。
〔敷土〕本遺構はⅣ層中～Ⅴａ層面を構築面としている。よって構築時点においては、暗褐色～黒色
を呈する土壌が地表面を形成していたと考えられる。暗調の地表面に対し、対照的な明るさを持つ黄
褐色～褐色土（主にⅥ層土）を敷き均し、あるいは盛り上げることで、配石列とともに本遺構の全体
形状を視覚的に表出したものと考えられる。
　先述の通り、張出部においては、南東隅から北東方向、南西隅から北西方向にそれぞれ延びる配石
列（またはそれが想定されるライン）の内側に敷土が施されている。上面観は三日月形を呈し、中央
部では20㎝前後の厚さを持つ。用いられた土はよく選別されたⅥ層土であり、分布範囲の縁部や下面
付近を除けば、いわゆる黒ボク土は全く含まれない。また、本体においては、同様の黄褐色土は主に
周縁部である環状配石列の掘方に良く残存する。本体の内部においてもほぼ全面にわたり類似の褐色
土が分布するが、周縁の配石掘方に入る黄褐色土に比してやや暗く濁りがある。
　なお、平面図及び写真では、敷土範囲が本体北半に偏って分布するように見えるが、これは精査時
の不手際により本体南半部を掘り下げ過ぎ、下位のⅣ～Ⅴａ層が露出してしまった故である。敷土の
分布範囲については断面図をあわせて参照されたい。
〔付属遺構〕本遺構には上述の楕円形土坑（RD51・62・69）に加え、同じく墓壙とおぼしきRD68・
RZ12埋設土器、及び焼土が付属する。
　RD68は、主軸上かつ張出部中央に位置する隅丸長方形の土坑である。その配置からみて、主要な
付属遺構であることが理解される。敷土上面においてわずかに暗い範囲として認識されたが（埋土の
沈縮に伴うか）、断面観察によれば上位を敷土層により完全に覆われていることから、敷土・配石に
先行する遺構であることは明らかである。他の土坑は壁面・底面が不安定な長楕円形のものであるの
に対し、RD68は壁面がほぼ直立し、水平な底面を持つ整った隅丸長方形を呈するなど、構築時の入
念さが際立っている。また底面の南北両端付近からは副葬品と見られる石鏃及び異形石器が出土して
いる。
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　RZ12は、主軸上かつ本体北端部の配石（S2）の下位に、小形鉢形土器を埋設した遺構である。こ
れもまた、輪郭構成配石列と敷土に上位を覆われていることから、全体形の完成に先行する遺構と判
断される。土器内部と掘方には、基本土層に存在しない砂礫（外部から持ち込まれたと考えられる）
が意図的に充填されており、特殊な意味を付与された遺構であることを示唆している。
　以上の付属遺構の詳細については、本節に後掲の各遺構の記載を参照されたい。
　焼土は、環状を呈する本体の中心部に位置する。上位土層の攪乱の影響で残存は断片的であるが、
径2.3ｍほどの範囲に赤変部の広がりが認められる。生成面は敷土上面である。このほか土層断面では、
RD62の北側に接して焼土層の生成が確認されているが、こちらの焼土については平面的な分布は把
握できなかった。
〔堆積状況から見た構築過程〕本遺構を南北に縦断するように設定した土層断面（①A－①A'）は、
検出面からⅥ層（地山）上面までの堆積状況を記録したものである（第43図）。同様に、張出部を東
西に横断する②A－②A'、本体中央付近を横断する③A－③A'を設定し、層名及び注記を相互に共通
させた。このほか、張出部と本体の接点付近の断面記録を⑤A－⑤A'で行った（以上、第44図。断面
④は欠番。）。なお、断面記録時点では、付属遺構のほとんどがその存在を把握できていなかったため、
本文記載と図が整合しない部分があるが、再検討の結果を記した本記載を正とする。
　①～③の堆積状況を下位から追ってみると、地山Ⅵ層の上位にはⅤｂ層相当の９層、その上にⅤａ
層相当の８ｂ層が概ね水平に堆積している様子が確認できる。①A－①A'の断面図右端（本体北縁付
近）には、Ⅴａ層と８ｂ層、Ⅴｂ層と９層の境界を破線で示した部分があるが、これは調査者である
筆者の、本遺構には竪穴が伴うはず、という予断から生じた迷いの証であり、実体が伴わないことを
告白しなくてはならない。８ｂ層及び９層の下面に見られる凹凸は、下位に存在する縄文時代早期の
遺構群の掘方であることが、後の調査でわかっている。
　よって、本遺構を構成するのは７層以上の土層である。７層は、本遺構の本体（環状配石列の内部）
に堆積する明るい色調の土層で、人為的に敷き均されたものと考えられる。末端部では基本土層Ⅳ層
を覆う部分が確認されていることから、本遺構の構築面はⅣ層下面より上位ということが理解される。
同じように張出部では、純粋なⅥ層土を用いた敷土層（盛土層）の６ａ～６ｂ層が堆積している。７
層と６ａ～６ｂ層の先後関係については層位的な確認ができていないが、輪郭を形成する配石の設置
と敷土行為が同時に行われたことが明らかである点（本体・張出部の双方において、配石の掘方は敷
土で充填されている）や、張出部の東西縁が本体の外縁に接して一体化した平面形が意識されている
点、本体内の敷土がやや暗いのはⅥ層土の純度が若干低いためであると解釈できる点、など考慮すれ
ば、両者の間には大きな時間的断絶はなく、同時的あるいは連続的に構築されたものと理解すること
に無理はないように思われる。
　この敷土層を鍵に、付属遺構の時間的な位置づけを試みると、配石・敷土に先行することが明らか
なのは、張出部中央の下位から検出されたRD68、本体内部南縁のRD69、本体内部北縁付近のRD62、
本体北縁礫の下位に埋設されたRZ12である。これらはいずれも主軸上の要所に位置することから、
本遺構全体の設計段階において設置が企図されていたはずのものであり、構築工程上は先行するが、
配石・敷土との大きな時間差は無かった可能性が高いだろう。
　反対に、本体中央部で敷土の上面に生成している焼土は、本遺構の構築後に位置づけられることが
明らかだが、やはり、本体中央の主軸上にあることを考えれば、大きな時間差は想定し得ない。構築
完了後に、この構造物の内部において為された行為の痕跡と考えられる。
　また、敷土層と配石列を切って造られているRD51も、明らかに構築完了後に位置づけられる。だが、
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張出部と本体の接点という、本遺構の主要部を志向する意図が汲み取れる配置を見れば、大きな時間
差は考えられない。本遺構の有する性格を認識した上での配置であり、廃絶以前の構築と考えるのが
妥当であろう。
　なお、これらの付属遺構のうち、特に墓とみられる土坑は、一定の時間差を持って追加されていっ
たと考えるのが自然であり、そのたびに同様の敷土と配石の方法によって、本遺構に対する変形・加
飾が重ねられた可能性は十分に考慮しなくてはならない。張出部と本体内部の敷土の明度に差異が認
められる点や、敷土上面より下位に先行する可能性のある配石が存在する点などは、本遺構が数次の
変遷を経ている可能性を示唆している。
〔全体構造と上屋の有無〕ここで再び、断面図から看取される本遺構全体の構造に目を向けてみたい。
　①A－①A'で敷土層の縦断面を見てみると、張出部中央の敷土上面は、本体内部の敷土面（焼土生
成面）から見て約30㎝高くなっていることがわかる。本体内部から見ると、張出部はステージ状に高
く造られていたと考えられる。
　また、東西方向の横断面を③A－③A'でみると、敷土上面は自然傾斜に沿って西側に向かって低く
なっている。西縁部ではトレンチによって敷土層の一部が削平されてはいるが、地表に突出していた
はずの配石（S159）の頂部と、東縁部の敷土上面との比高は約50㎝に及んでいる。このような大き
な傾斜を持つ敷土上面を、居住施設の床面と想定するには無理があるように思われる。
　竪穴住居のように、上屋構造をもつ施設であるかを検証するため、敷土層の下面（Ⅴａ層上面）と
その下位のⅤｂ層上面で柱穴の探索を行ったが、本遺構に帰属すると考えられる柱穴は検出されな
かった。明瞭な柱穴を持たない上屋構造を持っていた可能性も否定はできないが、敷土や配石を持つ
方形柱穴列（RB01 ～ 04等）や柄鏡形を呈するとみられる住居跡（RA76・77・86等）など、本遺構
とほぼ同時期とみられる類似遺構が大形で深いしっかりした柱穴を有することを考えれば、本遺構に
のみ柱材の設置に異なった手段が用いられていたとは考えづらい。よって本遺構は、上屋構造を持た
ない露天の構造物であった可能性が極めて高い、というのが調査者である筆者の見解である。
〔配石に使用された礫〕第４表（第二分冊）には本遺構の配石に用いられた礫の一覧を示した。取り
上げ後に計測を行ったため、一部は破砕により測定不能だったものも含まれる。
　合計174個の礫が用いられており、総重量は1,990.1㎏。最も大きいのは長径81.5㎝のS137、最も重
いのは85.0㎏のS14である。大半が転礫であり、供給源は遺跡に近い北上川が想定される。石質鑑定
を依頼した花崗岩研究会によれば、チャート・花崗閃緑岩・花崗岩等の白色系の礫と、安山岩・デイ
サイト等の黒色系礫が混在するため、配置によってはコントラストが際立ったであろう、とのことで
ある。
〔重複〕付属遺構との関係については上述の通りである。下位からは複数の縄文時代早期遺構が検出
されている。遺構配置図を参照されたい。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉と思われる。
〔その他所見〕本遺構をＲＡ（住居跡）に含めて報告しているのは、本遺構の視覚的形態がいわゆる「柄
鏡形住居」に類似するからであり、廃絶直前段階における本遺構の機能・性格を、居住施設と判断し
たためではないことを付記する。
〔出土遺物〕土器（138 ～ 142）〈第202図、写真図版155〉。
円盤状土製品（1245）。石鏃（1731・1845）、敲磨器類（2395・2396）。
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ＲＡ14竪穴住居跡（第49・50図、写真図版21・22）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ９ｋグリッドに位置する。Ⅴ層上面において土器片・礫等が集中す
る不整楕円形の範囲として認識。この時点で全体のプランは不明であった。これらの遺物を取り上げ
ながら全体を掘り下げていったところ、２箇所の焼土を検出し、竪穴住居跡と判断した。
〔規模・形状〕RA15と同時に掘り下げたため大きく破壊してしまっているが、土層断面の検討によれ
ば、5.3×4.4ｍ程の楕円形を呈するものとみられる。床面までの残存深度は12㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕黒褐色土を主体とする。Ⅳ層類似土ブロックや焼土ブロックを全体に含み、特に
上部に土器片・礫等を多量に含んでいた。人為的に埋め戻された可能性が高い。
〔壁・床面・柱穴など〕先述の通り、重複するRA15と同時に埋土を掘り下げたため、結果として、
精査後に残存した壁は北東部に限られる。立ち上がりはなだらかで床面との境界が判然としない。
RA15重複部では、北東部に残る床面から連続するレベルで硬化面や焼土・炭化物の分布面など、床
面らしい痕跡を探したが、下位のRA15埋土との境界を面的に識別・検出することはできなかった。
土層断面によれば、床面は概ね平坦に広がるが小起伏が点在する。内部からは多数の柱穴状ピットが
見つかっているが、本来帰属する柱穴を特定するには至らなかった。
〔炉跡〕床面中央からやや北東側に寄った位置に石囲炉（炉ａ）、反対に南西側に寄った位置に地床炉
（炉ｃ）が設けられている。二つの炉は、住居の主軸上（北東－南西方向）に位置している。
　炉ａは90×70㎝の長方形を呈し、住居の中心側（南西側）を除く３辺に礫が配されている。内部は
床面より10㎝程低く凹んでいる。配石のない南西辺は、住居内側に向けて元々開放されていたらしく、
焼土は凹んだ長方形の範囲を南西側に越え約60㎝張り出し生成している（この部分を炉ｂとした）。
一方、これと対向する北東辺（壁側）には、50×48×12㎝の大きな板状礫が床面から約20㎝突出する
ように立てて埋置されており、その両脇に当たる南東・北西辺には長さ20 ～ 30㎝の礫が長軸を揃え
て直線的に配置されている。炉内に生成した焼土は厚さ10㎝強で上面はガリガリに硬化している。ま
た炉内部からは剥片が出土している。
　炉ｃは平面形が長さ68㎝の瓢形を呈するが、断面の観察により、直径30㎝ほどの二つの円形焼土が
近接しているものであることがわかった。焼土の厚さは５㎝前後。上面にはやや硬化が認められた。
〔重複〕RA15を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉とみられる。
〔その他の所見〕調査終了後に柱穴配置の再検討を行ったところ、北東側壁から外側に延びる２条の
溝状（楕円形）ピットの存在に気がついた（PPB577・579）。本来の形状が柄鏡形を呈する可能性が
あるものとして注意を要する。
〔出土遺物〕土器（143 ～ 148・161・163）〈第202 ～ 205図、写真図版155・157〉。
ミニチュア土器（1141）、不明土製品（1187）、円盤状土製品（1246・1247）。石鏃（1546・1548）、石
錘（2775・2776）、円盤状石製品（2807）、敲磨器類（2597 ～ 2600・2643）
〔ＲＡ１５との重複部における出土遺物〕
土器（149 ～ 160・162・164 ～ 176）〈第203 ～ 206図、写真図版156 ～ 158〉。
ミニチュア土器（1138・1140）。円盤状土製品（1248 ～ 1253）。尖頭器（1503）、石鏃（1547・1549
～ 15511732・1805・1806・1847・1848・1960・1961）、削掻器（2226 ～ 2228・2267）、石錘（2777 ～
2779）、磨製石斧（2305）、石皿（2354）、敲磨器類（2397・2644・2696・2723）、自然礫（2826）。
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ＲＡ15竪穴住居跡（第51・52図、写真図版23）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ９ｋグリッドに位置する。Ⅴ層上面において土器片・礫等が集中す
る不整楕円形の範囲として認識。この時点で全体のプランは不明であった。これらの遺物を取り上げ
ながら全体を掘り下げていったところ、２箇所の焼土を検出し、竪穴住居跡と判断した。
〔規模・形状〕4.4×4.4ｍの概ね円～隅丸方形を呈する。床面までの残存深度は30㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤａ層類似の黒褐色土を主体とする。Ⅵ層土小ブロックの混入が壁際にわ
ずかにみられるほかは、全体に均質である。周囲からの流入土により自然に埋没したものとみられる。
〔壁・床面・柱穴など〕RA14と重複する北西部で壁の上半部を失っているが、立ち上がりは全周残存
する。壁面はわずかに外傾するが直立に近く、しっかりとしている。床面は平坦に整い緻密である。
ただし、床面に現れた縄文時代早期の遺構の一部を本住居跡に帰属する柱穴等と誤認して掘り下げた
箇所があり、記録時には床面は相当程度荒れた状態となってしまっている。内部からは多数の柱穴状
ピットが見つかっているが、本来帰属する柱穴を特定するには至らなかった。
〔炉跡〕南側壁面に接して複式炉１基が設けられている。全長170㎝、幅120㎝。北側（住居内側）に
方形の石囲部（40×60㎝）をもち、南側（壁側）に前庭部（130×120㎝）が連続する。石囲部は長さ
20㎝前後の礫を周囲に配したもので、前庭部との境界（南辺）には大形の板状礫（40×24×10㎝）が
立てて据えられている。前庭部は住居床面より約20㎝掘り下げられており、底面は平坦に整っている。
前庭部の内部は北半部がやや広く、この部分の壁際には礫が抜けた痕跡とみられる小穴が観察される。
石囲部の礫は全体に被熱赤変が認められるが、底面に赤変部は残存しない。前庭部の北側底面の一部
（石囲部との境界付近）にはわずかに焼土生成箇所が認められる。
〔重複〕RA14に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉とみられる。
〔出土遺物〕土器（177 ～ 180）〈第206図、写真図版158〉。
鐸形土製品（1166）。石鏃（1846）。
※ＲＡ14との重複部における出土遺物については、ＲＡ14〔ＲＡ15との重複部における出土遺物〕の
記載を参照されたい。

ＲＡ16竪穴住居跡（第53図、写真図版24）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ１ｍグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において概ね楕円形を呈
する暗褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕3.6×2.8ｍの楕円～隅丸長方形を呈する。床面までの残存深度は40㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上には薄くⅤａ層類似土の堆積が観察される（４層）。斜面上方に当たる北
東側の壁際では壁の崩落土とみられるⅥ層土ブロック層（３層）が堆積し、その上位にはⅤｂ層類似
土（２層）、Ⅴａ層土（１層）の順に漸次流入したものと解される。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整うが、明瞭な硬化面は認められない。南東壁および北西
壁は床面縁部からほぼ直線的に立ち上がり、一方、南西・北東壁は内弯・外傾して床面と自然に連続
している。壁際に沿って数個の柱穴状ピットが検出されたが、本住居への帰属が明らかなものは識別
できなかった。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA07に切られ、RA64・RA65を切っている。ただしRA64は平成23年度調査で本住居跡の外
周が掘り広がったものであり、本来は本住居とRA64が同一遺構である可能性がある。
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〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭を想定したい。
〔出土遺物〕土器（181）〈第206図、写真図版158〉。
石匙（2000）。

ＲＡ17竪穴住居跡（第54図、写真図版25）
〔位置・検出状況〕東端部、ⅡＡ３ｔグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面においてプラン不明瞭な濁っ
た褐色土の範囲として検出された。
〔規模・形状〕南半部が調査区外にあり、また北東部が攪乱と重複している。このため全体形状は不
明であるが、本来は楕円形あるいは隅丸方形のプランを持つものと推定される。計測可能な東西壁間
長は2.8ｍ、床面までの残存深度は25㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤａ層土とみられるが、Ⅴｂ層およびⅥ層土を多く含むため明るみ
をもつ。また床面上や壁際にⅥ層土のブロック層が点在するため、床面や壁面の識別が難しかった。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っており、後述する炉の周辺では若干の硬化が認められた。
壁面は床面縁部から自然に連続し内弯・外傾して立ち上がっている。柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕床面上から２基の焼土が検出された（炉ａ・炉ｂ）。炉ａは50×38㎝、炉ｂは50×28㎝の不整
楕円形を呈し、両者は北東－南西方向に連なっている。焼土の厚さは５㎝前後。にじんだような弱い
焼成である。上面には周囲の床面から連続して若干の硬化が認められる。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔その他の所見〕北東部に重複する「攪乱」はⅥ層土ブロックを主とするもので、精査段階において
は遺構構築以前の自然作用によるものと考えていた。しかしその複数検出された他の早期住居跡にお
いて類似する土層が埋土の一部をなすことが判明した。炉の位置等を勘案すれば、本住居跡の本来の
プランは、「攪乱」とした範囲も含む楕円形を呈するものである可能性が高い。
〔備考〕東半部を平成21年度に精査し、現道の通行確保のため未着手だった西半部を平成22年度に精
査した。
〔出土遺物〕敲磨器類（2601・2645・2710）。

ＲＡ18竪穴住居跡（第55図、写真図版26）
〔位置・検出状況〕、ⅡＡ４ｊグリッド付近に位置する。同地点のⅤ層の掘り下げを行ったところ、土
器片・炭化物が集中する範囲として認識された。サブトレンチ断面に壁面の立ち上がりが観察され、
さらにⅤｂ層上面で平面プランが把握されたことから、住居跡と認定し精査着手した。
〔規模・形状〕Ⅴａ層を段階的に掘削するトレンチ調査の際に遺構北西部の壁を失っている。残存部
から、本来の形態は概ね3.5ｍ程の円～楕円形を呈するものと思われる。残存状態の良好な東壁付近
における床面までの深度は30㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤａ層類似の黒褐色土で、床面を覆う埋土下半部にはⅥ層土の混入
がみられ木炭粒が目立つ。この上位には均質な黒褐色土が堆積している。廃絶後自然の流入土によっ
て埋没したものと理解される。
〔壁・床面・柱穴など〕西に向かって下る周辺の自然傾斜に伴って、東側ほど壁の残りが良く、逆に
西側では大きく流失している。断面に観察される壁の立ち上がりは垂直に近くしっかりしているが、
精査時には壁面と埋土の境界が判然としなかった。床面はほぼ平坦で、硬化部も散見されるが全体に
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小起伏が目立つ。内部からは柱穴状ピットPPA100 ～ 104が検出されたが、本住居への帰属が明らか
なものは特定できなかった。
〔炉跡〕西部の壁面に接して複式炉１基が設けられている。全長110㎝、幅80㎝。東側（住居内側）に
方形の石囲部（40×50㎝）をもち、西側（壁側）に前庭部（70×80㎝）が連続する。石囲部は径15㎝
前後の礫を周囲に配したもので、南辺部に深鉢胴部（口縁部・底部を欠く）が内部に向けて開口する
よう斜位に埋設されている。内部は床面より10㎝ほど低く全体に被熱赤変している。埋設土器も同様
に二次的な被熱が著しい。土器の外面に接する土にも相当程度の赤変がみられ、土器内部には廃絶後
に流入したと思われる土が堆積していることから、使用時には土器内は開口した状態にあったと推測
される。前庭部は石囲部と同様、床面から10㎝前後掘り下げられている。北縁に礫が配されているほ
か、南縁にも抜石痕とみられる小穴が並ぶことから、周縁を礫に囲まれていた可能性が高い。底面は
概ね平坦で、石囲部との境界付近に薄い被熱痕跡が認められた。炉の内部や付近の床面には、埋設土
器の一部の破片や炉の構築に用いられたと思われる被熱した礫、焼土ブロックなどが飛散している様
子が観察されることから、廃絶に伴い意図的な破壊が行われた可能性がある。
〔重複〕RA10に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代中期末葉と判断される。
〔出土遺物〕土器（182 ～ 190）〈第206・207図、写真図版158〉。
石鏃（1553・1899）。

ＲＡ19竪穴住居跡（第56図、写真図版27）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ10ｌグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、Ⅴｂ層類似の褐
色土の不鮮明な広がりとして認識。内部に土器片・剥片等の遺物の混入が認められたことから遺構と
推定し精査着手した。
〔規模・形状〕4.7×2.9ｍの長楕円形を呈する。床面までの残存深度は30㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体は黒褐～暗褐色土である。土層断面には、壁際から順に埋没した様子
が認められる。上部ほど黒味が強く、逆に壁際や床面付近ではⅥ層との識別が困難なほどに脱色して
いる（関連所見後述）。南端部埋土中位（３層上面）からは径５～ 15㎝ほどの円礫と剥片、そして焼
土が壁外から流入したような状態で集中して検出された。住居廃絶後の付近での石器製作行為に関わ
る痕跡と考えられる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦だが外側に向かって徐々に高くなり、壁は床面との境界が不
明瞭のまま内弯してなだらかに立ち上がる。床上面は緻密で埋土との境界は比較的明瞭だが、著しい
硬化部はみられない。床面の南部からは４個の柱穴状ピット（PPA105 ～ 108）が検出されたが、本
遺構との関わりについては不明である。
〔炉跡〕床面の中央部に住居主軸上に並ぶ２基の焼土が検出された（北側焼土80×40㎝、南側焼土35
×20㎝）。焼土の厚さは５㎝弱で、滲んだようなやや弱い赤変である。焼土の付近はわずかに床面よ
りも低くなっている。炉内とその周辺には微細な剥片の出土が目立ち、付近での石器製作行為を示唆
している。また炉内からは炭化したクルミ片が出土している。同様のクルミ片は付近の床面からも出
土している。このクルミ片を放射性炭素年代測定（AMS）に供したところ、8030±40yrBPという測
定値を得た（→附編１⑴放射性炭素年代測定　試料番号002、測定番号IAAA-92966）
〔重複〕RA29を切り、RF19・RF26に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～後葉とみられる。
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〔その他の所見〕本遺構の埋土は、特に壁際において、時間の経過とともに色調が徐々に変化する（わ
ずかに黒味を帯び始める）現象が認められた。このため一旦壁と判断した面を、翌日には再び掘り広
げる必要が生じ、プランの確定には時間を要した。これは縄文時代早期の他の遺構にも共通する現象
であり、色調のみでは安易に埋土を識別できないため、他の性状を考慮に入れながら慎重に解釈する
ことが求められた。本住居跡では、壁面下部に表れたⅥ層下部が埋土に比して密であり、これをもと
に見出した立ち上がりをプランと認定した。
〔出土遺物〕土器（191 ～ 212）〈第207・208図、写真図版159・160〉。
尖頭器（1504）、石鏃（1554 ～ 1557・1900）、石匙（2001）、箆状石器（2110・2111）、磨製石斧（2339）、
敲磨器類（2398）、敲磨器類（2555・2646 ～ 2649・2724・2748）。

ＲＡ20竪穴住居跡（第57・58図、写真図版28）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ７ｋグリッドに位置する。Ⅴｂ層上面において比較的明瞭な暗褐色
土の不整円形範囲として検出された。
〔規模・形状〕図示したプランは直径約6.0ｍ略円形を呈するが、中央部をトレンチで破壊されている
ため、本来の形状が異なる可能性がある（関連所見後述）。床面までの残存深度は50㎝前後。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体は黒褐色土である。断面の観察によれば、壁際から順に堆積が進み埋
没したものと思われる。上～中部の埋土は黒味が強くⅤａ層に似ている。土器片等の遺物はその下位
暗褐色土層に多い。
〔壁・床面・柱穴など〕住居の内部は椀状に凹み、床面中央から外側に向かって徐々に高くなっている。
壁は床面との境界が不明瞭のまま内弯してなだらかに立ち上がる。床上面は緻密で埋土との境界は比
較的明瞭だが、著しい硬化部はみられない。後述する炉付近は一段深くなっている。プラン内からは
PPA109・110をはじめ複数の柱穴状ピットが検出されているが、本遺構にともなう柱穴か否かは不
明である。
〔炉跡〕床面のほぼ中央部からにぶい色調の焼土１基が検出されている。平面形は68×50㎝のほぼ楕
円形を呈する。焼土の厚さは15㎝前後。上面の硬化は認められない。焼土上面に散見された炭化物粒
を放射性炭素年代測定（AMS）に供したところ、8060±40yrBPという測定値を得た（→附編１⑴放
射性炭素年代測定　試料番号001、測定番号IAAA-92965）。断面の検討によれば、焼土付近は一旦掘
りくぼめられている可能性がある。
〔重複〕RA11・RA12に切られている。また床面からRD38が検出されたが、先後関係は明らかでない。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔その他の所見〕炉跡の配置から推定される主軸方向を考慮すると、断面A-A'付近を長軸とする楕円
形プラン（RA19に類似か）を想定することができそうである。この場合、断面B-B'に見えるはずの
西壁の立ち上がりはトレンチによって失われているため確認できなかった。断面B-B'ではトレンチの
東西両脇に渡り３層が連続するような表現となっているが、西側に埋土の類似する住居が重複してい
て、これを連続して掘り上げてしまった可能性がある。
〔出土遺物〕土器（213 ～ 236）〈第209 ～ 211図、写真図版160 ～ 162〉。
石鏃（1558 ～ 1565・1770・1771・1781・1901・1902・1962）、箆状石器（2112）、敲磨器類（2399 ～
2404・2556・2602・2650 ～ 2652・2711・2725・2749）、自然礫（2824）。
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ＲＡ21竪穴住居跡（第58・59図、写真図版29）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ11ｎグリッドに位置する。Ⅴｂ層上面において、概ね楕円形を呈す
る暗褐色土範囲として認識された。
〔規模・形状〕3.6×3.2ｍの概ね楕円形を呈するものと思われるが、南東部が木痕等に攪乱され壁を失っ
ている。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似するにぶい黄褐色土を主体とする。炉の上位にあたる地点
では、焼土の赤味が埋土に滲んだような状況が観察された（３層）。
〔壁・床面・柱穴など〕断面観察によれば本来床面はほぼ平坦に整っていたと思われるが、後世の木
根攪乱等による凹凸が著しい。斜面上方側に当たる北側の壁はやや外傾して直線的に立ち上がってい
る。南東部の壁は削平・攪乱により失われている。本遺構に伴う可能性がある柱穴状小穴としては、
床面中央の焼土に隣接する位置にPPA111が検出されている。
〔炉跡〕床面中央のやや南寄りの位置に焼土１基が検出されている。平面形は46×40㎝のほぼ楕円形
を呈する。焼土の厚さは14㎝前後。上面の硬化は認められず、赤変もにぶいことから、被熱の度合い
が弱いことが推測される。
〔重複〕RD20及び複数の柱穴状ピットに切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（237 ～ 242）〈第211・212図、写真図版162〉。
石匙（2002）。

ＲＡ22竪穴住居跡（第59図、写真図版30）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ12ｊグリッドに位置する。Ⅴｂ～Ⅵ上面において、RD09の周囲に広
がるやや濁った褐色土範囲として検出された（関連所見後述）。
〔規模・形状〕3.0×2.4ｍの概ね楕円形を呈する。床面までの残存深度は最大40㎝程度である。
〔埋土・堆積状況〕Ⅴｂ層類似の褐色土が主体である。部分的にⅥ層のブロックを含む。中央部に
RD09とした暗褐色土の堆積部分が重複する（関連所見後述）。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は密で平坦に整っている。硬化部は特に見られない。斜面上方側ではや
や外傾して直線的に立ち上がる壁が残存する。柱穴等、付属する他の掘り込みは見られない。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕埋土の上部をRD09が切っている（関連所見後述）。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔その他の所見〕上述のとおり、本遺構はRD09の周囲に観察された、やや濁った褐色土の広がりを精
査したものである。RD09の精査では埋土の主体である暗褐色土を掘り上げたところで完掘とみなし
ているが、RD09と本住居跡の底面が同レベルとなっている点や、RD09の周囲が同心円状に掘り広がっ
たことを考慮すれば、両者が同一遺構である可能性は高いものと考えられる。ただし、本住居跡のプ
ランに対し、RD09とした暗褐色土主体土層の入り方はいささか唐突であり、堆積過程の解釈は難しい。
〔出土遺物〕土器（243）〈第212図、写真図版162〉。
石鏃（1772）。

ＲＡ23竪穴住居跡（第60・61図、写真図版31）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ10ｌグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な褐色土範囲と
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して検出された。
〔規模・形状〕概ね楕円形を呈するものと思われるが、西部をRA24など他の遺構に切られ全体の形状
は不明となっている。東西に長軸を有する楕円形と見なせば、幅は約2.9ｍ、計測可能な最大値は3.3
ｍである。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ層類似の褐色土である。全体に一様な単層であり密に締まって
いる。重複・近接するRA24・RA25の埋土に比して、柳沢軽石（YP）の混入が少ない点が特徴である。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は不規則な凹部をもつがおおむね平坦である。目立った硬化部は認めら
れない。残存部の壁は床の縁部から連続し、内弯しながら立ち上がる。プラン内には数個の柱穴状ピッ
トが見られるが、本住居に帰属するものを特定することは出来なかった。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RD25・RA14・RA15・RA24に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（244、245）〈第212図、写真図版162〉。
敲磨器類（2557）。

ＲＡ24竪穴住居跡（第60・61図、写真図版32）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ10ｋグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な暗褐色土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕楕円形あるいは隅丸方形を呈するものと思われるが、北部をRA15やRD25に切られ全
体の形状は不明となっている。計測可能な東西長は約2.5ｍ、南北の残存長は2.0ｍである。床面まで
の残存深度は18㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤ層類似の暗褐色土である。壁際の一部に崩落土とみられるⅥ層土
ブロック層が観察されるほかは、全体に一様で密に締まっている。重複・近接するRA23・RA25の埋
土に比して堆積土の色調はやや暗く、炭化物粒を含んでいる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はおおむね平坦であるが、中央に位置する炉部分が周囲より一段くぼん
でいる。目立った硬化範囲は認められない。壁は床の縁部に連続し、内弯しながら立ち上がる。プラ
ン内には数個の柱穴状ピットが見られるが、本住居に帰属するものを特定することは出来なかった。
〔炉跡〕床面中央に楕円形のくぼみ（80×70㎝、深さ10㎝）をもち、その底面にごく弱い被熱赤変範
囲が認められた。
〔重複〕RA23を切り、RD25・RA15に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（246 ～ 256）〈第212図、写真図版163〉。
石鏃（1903）、箆状石器（2113）、敲磨器類（2727）。

ＲＡ25竪穴住居跡（第60・61図、写真図版33）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ10ｊグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な暗褐色土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕不整の楕円形あるいは隅丸方形を呈するものと思われる。南北長約3.2ｍ、東西長約2.6
ｍ。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ層類似のにぶい黄褐色土である。柳沢軽石（YP）の混入が顕著
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で、固くしまっている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はおおむね平坦である。目立った硬化範囲は認められない。壁は床の縁
部に連続して内弯しながら立ち上がる。本住居に帰属する柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕PPB396・PPB400に切られている。このほか、床面からRD31が検出されているが、先後関係
は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（257・258）〈第213図、写真図版163〉。
石鏃（1734）。

ＲＡ26竪穴住居跡（第62図、写真図版34）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ10oグリッド杭付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な暗褐色土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕不整の楕円形あるいは隅丸方形を呈するものと思われる。東西長約3.0ｍ、南北長約2.4
ｍ。床面までの残存深度は18㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ層類似の褐色土が主体である。柳沢軽石（YP）と白色の浮石の
混入がみられるが、炭化物は認められない。
〔壁・床面・柱穴など〕遺構内の堆積土と壁面に現れたⅤｂ層との識別は難しく不明瞭であった。床
面はおおむね平坦である。目立った硬化範囲は認められない。プラン内には数個の柱穴状ピットが見
られるが、本住居に帰属するものを特定することは出来なかった。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RD26・RF27・PPB471に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期前葉～中葉か。
〔出土遺物〕石匙（1989）、箆状石器（2114）、敲磨器類（2405）。

ＲＡ27竪穴住居跡（第63・64図、写真図版35）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ９ｉグリッドに位置する。Ⅴｂ層上面において黒褐色土を含む濁っ
た暗褐色土の略円形範囲として検出された。
〔規模・形状〕RD27・RD28及び木根攪乱により、壁の多くの部分が失われているが、残存部より3.5×2.7
ｍの概ね方形または台形を呈するものとみられる。床面までの残存深度は20㎝前後。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ層起源とみられる褐色シルト（⑤層）である。中央部から北側
にはやや赤みを帯びている暗褐色シルト層（③層）、ほぼ中央（Ａ-Ａ´中央）には小規模な廃棄焼土
層（④層）が確認できる。部分的に床面近くに達する①・②層は、後世の木根攪乱の可能性が高い。
〔壁・床面・柱穴など〕床面には木根等による小規模な凹凸が目立つが、比較的残りの良い北西部で
は平坦面の広がりが認められる。緻密であるが特別に硬化した範囲はみられない。壁は床面に連続し
やや内弯してなだらかに立ち上がる。柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕RD27・RD28に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期前葉～中葉か。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土していない。
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ＲＡ28竪穴住居跡（第63・64図、写真図版36）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ10ｉグリッドに位置する。Ⅵ層上面において、RA27のプランの南西
部に接する褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕2.5×2.2ｍの隅丸長方形を呈する。床面までの残存深度は24㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ層起源とみられる締まりを欠く褐色土である。根攪乱等の作用
により、上部には黒褐色土塊の混入が目立つ。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はおおむね平坦に整っている。壁は床面から連続し内弯してなだらかに
立ち上がるが、斜面下方がわの南西部では大きく流失している。壁際からは４個の柱穴状小ピットが
検出された。ピットの埋土はフカフカと柔らかい褐色土の単層である。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕RA27・RD28と接するが、重複部分の撹乱により、先後関係は不明となっている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期前葉～中葉か。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土していない。

ＲＡ29竪穴住居跡（第65図、写真図版37）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ11ｍグリッドに位置する。尖頭器の出土を契機に、Ⅵ層上面におい
て周囲より締まりを欠く褐色土の楕円形範囲として認識された。
〔規模・形状〕2.8×2.3ｍの楕円～隅丸長方形を呈する。床面までの残存深度は40㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅥ層起源の褐色土である。各層はほぼ水平に堆積しており、堆積過
程を解釈することは難しい。３層がやや締まりを欠き下面との層界が比較的把握しやすかったことか
ら床面と推定したが明らかではない。
〔壁・床面・柱穴など〕床面と想定される３層下面は若干の凹凸をもつもののほぼ水平である。壁面
は外傾して立ち上がる。本住居に伴うことが明らかな柱穴は検出されていない。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕本遺構はRA19の下位から検出されている。検出面と埋土の様相からRA19より古い段階に位
置づけられる。
〔遺構の時期〕層位的には縄文時代早期中葉以前に位置づけられる。
〔その他所見〕明確に遺構と認定するには根拠に乏しい事例である。
〔出土遺物〕土器（259）〈第213図、写真図版163〉。
尖頭器（1499）。

ＲＡ30竪穴住居跡（第66図、写真図版38）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ９ｏグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面において不明瞭な暗褐色
土の不整形範囲として検出された。
〔規模・形状〕不整の楕円形あるいは隅丸方形を呈するものと思われる。4.0×3.8ｍの不整な楕円～隅
丸方形を呈する。床面までの残存深度は18㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤａ～Ⅴｂ層類似の暗褐色土である。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はおおむね平坦である。目立った硬化範囲は認められない。壁は床の縁
部に連続して内弯しながら立ち上がる。本住居に伴うことが明らかな柱穴は検出されていない。
〔炉跡〕なし。
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〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭か。
〔出土遺物〕土器（260 ～ 263）〈第213図、写真図版164〉。
敲磨器類（2406）。

ＲＡ31竪穴住居跡（第67図、写真図版39）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ10ｎグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層～Ⅵ層の面的な掘り下げを行っ
た際に、遺構埋土とみられる土層が断面に確認されたことから精査に着手した。
〔規模・形状〕周辺土層の面的な掘り下げの際に、大半の部分を失っている。図示した平面形は土層
断面から推測したものである。平面形は１辺3.2ｍ程の隅丸方形を呈すると思われる。床面までの残
存深度は約20㎝である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ層類似の褐色土である。Ⅴａ層土やⅥ層土のブロックを含む。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はおおむね平坦である。目立った硬化範囲は認められない。壁は床の縁
部に連続して内弯しながら立ち上がる。北壁及び東壁際に柱穴が検出された、本来帰属するものがど
れかは判別できなかった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕南東部でRA26に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期前葉～中葉か。（放射性炭素年代測定値 9890±50yrBP）
〔出土遺物〕土器（264）〈第214図、写真図版164〉。

ＲＡ32竪穴住居跡（第68図、写真図版40）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ８ｋグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な暗褐色土の略
円形範囲として検出された。
〔規模・形状〕3.6×3.3ｍの概ね楕円形を呈する。床面までの残存深度は25㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤａ層類似の暗褐色土を主体とする。埋土の中部から床面にかけては、Ⅴ
ｂ層及びⅥ層土のブロック混入が顕著で黄味が強い。埋土は全体的に締まりを欠き、ボソボソとして
いる。このため床面及び壁面の判別は比較的容易であった。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はほぼ平坦に整っている。壁はやや外傾して内弯しながら立ち上がる。
床面からは柱穴状小穴PPA120 ～ 125が検出されているが、本来的に本住居に伴うか否かは判然とし
ない。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕北壁に重複しているRD18に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭か。
〔出土遺物〕土器（265 ～ 268）〈第214図、写真図版164〉。
石鏃（1572）。

ＲＡ33竪穴住居跡（第69図、写真図版41）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｔグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で比較的明瞭な黒褐色
土の不整円形範囲として検出された。
〔規模・形状〕4.2×3.8ｍの楕円形を呈する。斜面下方の西壁側が流失・削平を受けている。床面まで
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の残存深度は22㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅣ層相当の暗褐色土で、床面直上から中部にかけて一様に堆積する。
この上部には、Ⅲ層土相当土（１層）が斜面上方側から西壁を削るように堆積している。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整っている。東半部はⅥ層が床面を構成するが、西半部では下
位に重複するRA36埋土の黒色土が床面に露出している。壁はやや外傾し内弯しながら立ち上がる。
上述のとおり斜面下方にあたる西壁は流失し残存しない。柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕床面中央のやや西寄りの位置に１基検出された。平面形は70×62㎝の楕円形を呈する。北縁
部に長さ20㎝弱の板状礫が並べて配された状態で残存していた。床面上からはこれに類する被熱礫が
点在しており、本来は全周していた可能性が高い。炉内は床面から５㎝程凹み、厚さ12㎝前後の焼土
が生成している。焼土上面に硬化部は認められない。内部の掻き出しが行われた結果かも知れない。
〔重複〕RA36・RB04を切っている。
〔遺構の時期〕層位的事実及び埋土の特徴等から、縄文時代後期初頭～前葉が想定される。
〔その他所見〕全体的にはRA34に良く似ている。
〔出土遺物〕土器（269 ～ 271）〈第214図、写真図版164〉。
鐸形土製品（1169）。石皿（2355・2356）。

ＲＡ34竪穴住居跡（第70図、写真図版42）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｒグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面において焼土が検出され、
これが帰属するべき住居跡本体を検索したところ、斜面上方側にプランの一部と思われる黒色土範囲
が検出されたことから精査に着手した。
〔規模・形状〕斜面下方が流失しているため全体形状が不明であるが、3.6×3.2ｍの概ね楕円形の範囲
が残存している。床面までの残存深度は５～８㎝である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤａ層土に類似する黒褐色土を主体とする。南西部では床面にⅥ層土ブロッ
クを含む土層の堆積がみられる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整うが、南半～西端部では後世の根攪乱によって乱され凹
凸が目立つ。壁は弱く内弯し外傾して立ち上がる。全体に斜面下方の西側が流失・削平の影響を受け
ている。遺構内から柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕床面の西寄りの位置に１基検出された。平面形は54×46㎝の楕円形を呈する。床面から被熱
礫２点が出土しており、本来はこれらが周縁に配された石囲炉だった可能性がある。焼土の厚さは６
㎝前後。上面に硬化部は認められない。全体的に根攪乱の影響が大きく残存状態は良くない。特に南
側は土坑状の落ち込み（攪乱）によって大きく壊されている。
〔重複〕RA36を切っている。
〔遺構の時期〕層位的事実及び埋土の特徴等から、縄文時代後期初頭～前葉が想定される。
〔その他所見〕全体的にはRA33に良く似ている。
〔出土遺物〕土器（272）〈第214図、写真図版164〉。
棒状石製品（2801）。

ＲＡ35竪穴住居跡（第71図、写真図版43）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｔグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な暗褐色土範
囲として検出された。
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〔規模・形状〕斜面下方が流失しているため全体形状が不明であるが、2.9×2.5ｍの概ね楕円形の範囲
が残存している。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅣ～Ⅴａ層土に類似する暗褐色土の単層である。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整っている。縁部がわずかに高まり、壁が不明瞭なまま立ち上がっ
ている。本来の壁面がさらに外側にあった可能性も考慮するべきである。全体に斜面下方の西側が流
失・削平の影響を受けている。遺構内から柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕床面の西寄りの位置に１基検出された。平面形は96×54㎝の楕円形を呈する。周囲の床面に
は被熱礫数点が点在しており、本来はこれらが周縁に配された石囲炉の可能性がある。焼土の厚さは
10㎝前後。上面に硬化部は認められない。焼土範囲の下位に掘方のような再堆積層が認められた。
〔重複遺構〕RD64と重複するが、先後関係を示す層位的事実は確認されていない。
〔遺構の時期〕層位的事実及び埋土の特徴等から、縄文時代後期初頭～前葉が想定される。
〔その他所見〕RA33・RA34に似ている。
〔出土遺物〕土器（273）〈第214図、写真図版164〉。

ＲＡ36竪穴住居跡（第72・73図、写真図版44）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｓグリッド付近に位置する。Ⅴｂ～Ⅵ層上面で明瞭な黒色土の
長方形範囲として検出された。
〔規模・形状〕7.1×4.5ｍの長方形を呈する。床面までの残存深度は60㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上は広くⅥ層土の崩落流入層（４層）に覆われている。特に斜面上方にあ
たる北東側に厚い。壁際ではこの下位に、上面が硬化したⅤａ層類似黒色土の薄層（５層）が観察さ
れる。廃絶前には床面の一部であったと考えられる。その後はⅤａ層主体の流入土（２・３層）によ
る堆積が進み、埋没を終えたものとみられる。最上位に部分的に見られる１層は、本遺構に重複する
方形柱穴列RB03・RB04に伴う掘り込み（掘方）の可能性が高い。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整っている。ほぼ全面的に硬化し地山本来の色調に比して明る
く白味を帯びている。壁はわずかに外傾してほぼ直線的に立ち上がり、上部が崩落のため開いている。
柱穴については、床面および壁際において入念な検索を行ったが検出されなかった。
〔炉跡〕焼土及び燃焼痕跡は検出されなかった。
〔重複〕RA33・RA34・RB03・RB04、RG01に切られている。
〔遺構の時期〕床面出土木炭粒の放射性炭素年代測定により、5450±30yrBP（縄文時代前期前葉頃）
との結果を得ている（→附編１⑴）。測定結果は重複遺構との先後関係や基本層序との層位的関係性
に矛盾しない。
〔出土遺物〕石匙（2005・2011）、箆状石器（2115）、敲磨器類（2407・2408・2750）、自然礫（2827）。

ＲＡ37竪穴住居跡（第74図、写真図版45）
〔位置・検出状況中央東部、ⅡＡ４ｓグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において明瞭な黒褐色土の
方形範囲として検出された。
〔規模・形状〕2.8×2.8ｍの隅丸方形を呈する。床面までの残存深度は45㎝前後である。壁・床ともに
良く整えられた方形の掘り込みである。
〔埋土・堆積状況〕底面直上はガッチリと締まった黒褐色土の薄層に広く覆われている（４層）。Ⅴａ
層土みられるこの層は、居住の過程で内部に徐々に堆積し、その上面が床面として踏みしめられたも
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のであろう。斜面上方に当たる北・東側では、この上位にⅥ層土を多く含む壁崩落層が厚く堆積して
いる（３・５層）。その後は主に斜面上方から流入したⅤａ層土（１・２層）の堆積が進み埋没を終
えたものとみられる。
〔壁・床面・柱穴など〕上述の通り、４層上面が最終的な床面と思われるが、掘方底面である４層下
面においても、削り出された地山土が白色化し堅緻な平坦面を形成している。壁はわずかに外傾して
直線的に立ち上がっている。全体が整った箱形となっている印象である。柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕焼土及び燃焼行為の痕跡は検出されなかった。
〔重複〕RA38・RA52を切り、RB02・RG04に切られる。
〔遺構の時期〕縄文時代早期末～前期前葉頃を想定したい。
〔その他所見〕全体が整った箱形を呈する点、床面に硬化・白色化が認められる点は、RA36に類似す
る特徴である。
〔出土遺物〕土器（274 ～ 278）〈第214図、写真図版164〉。
石匙（2006）。

ＲＡ38竪穴住居跡（第75図、写真図版46）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｒグリッド付近に位置する。RA37の精査において西側に連続す
る不明瞭な暗褐色～褐色土範囲として認識されたものである。
〔規模・形状〕4.5×3.5ｍの楕円～隅丸長方形を呈するものと思われる。東側でRA37と、北側でRB02
と重複し壁を失っている。床面までの残存深度は25㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似する褐色～にぶい黄褐色土を主体とする。埋土は一様であり、
床面及び壁面における層界は不明瞭であった。RA37の埋土から連続する不整形範囲として掘削をす
すめたところ、結果的に住居跡と判断するに至ったものである。このため堆積層の、図化・撮影等が
できなかった。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はほぼ平坦に整い、壁は内弯し外傾して立ち上がる。他の住居と重複す
る部分は壁が失われ、残存しているのは主に南壁である。本遺構に伴う柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕RA37・RB02に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉と思われる。
〔出土遺物〕土器（279）〈第215図、写真図版165〉。
敲磨器類（2409・2654・2655）。

ＲＡ39竪穴住居跡（第76図、写真図版47）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ６ｎグリッドに位置する。Ⅴａ～Ⅴｂ層上面において検出した焼土
の周囲に、硬化した略円形範囲が検出されたことから、住居跡の床面である可能性が高いと判断し精
査に着手した。
〔規模・形状〕壁が残存しないため、本来の形状は不明である。硬化面の範囲は2.1×2.0ｍの概ね円形
を呈する。炉跡周辺がごくわずかに低くなっている。
〔埋土・堆積状況〕床面はⅤｂ層に類似する暗褐色土（一部、下位のRA42埋土上部）が硬化したもの
で、その上位に、Ⅴａ層土とみられるごく薄い黒褐色土が堆積している。床面からは縄文時代早期と
みられる土器細片とともに微細剥片の散布が認められた。
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〔壁・床面・柱穴など〕硬化範囲の上面は概ね平坦に整っている。壁は残存せず、柱穴も検出されなかっ
た。
〔炉跡〕平面形は径34㎝の略円形を呈する。焼土の厚さは４㎝ほどである。上面の硬化は認められない。
赤変は鮮やかであるが、全体的に根攪乱の影響を受け残存状態は不良である。
〔重複〕下位のRA42埋土を被覆している。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期前葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ40竪穴住居跡（第77・78図、写真図版48）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ９ｎグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な暗褐色土範囲が
確認され、さらにその周囲に褐色土の広がりも認められたことから、この範囲全体が遺構となる可能
性のあるものとみなし、精査に着手した。
〔規模・形状〕掘り込みの範囲は6.6×4.8ｍの概ね楕円形となっているが、東西２棟が重複しダルマ形
を呈するようにも見える。床面までの残存深度は16㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面上に初めに堆積しているのはⅥ層由来の褐色土（２層）である。壁際に厚く、
中央部ではやや急に層厚を減じる。この上位にはⅤａ層と見られる黒褐色土（１層）が流入し埋没を
終えている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は西側が低く東側が一段高い。それぞれが整った平坦面となっている。
壁は床の縁部から連続し、わずかに内弯してなだらかに立ち上がる。床面上からは複数の柱穴状ピッ
トが検出されているが、本遺構への帰属が明らかなものは特定できなかった。
〔炉跡〕長軸上の西寄りの位置から焼土１基が検出されている。平面形は38×32㎝の不整形を呈する。
焼土の厚さは８㎝前後。上面の硬化は認められず、赤変もにぶいことから、被熱の度合いが弱いこと
が推測される。また、長軸上の中央付近からわずかに東寄りのところからは、不整楕円形（120×94㎝・
深さ６㎝）のごく浅い落ち込みが検出された。炉的機能も想定されるが燃焼行為の痕跡は見いだされ
なかった。
〔重複〕RD58と重複するが先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕出土土器の年代観及び堆積状況から、縄文時代早期中葉と思われる。
〔その他所見〕先述のとおり２棟以上の重複が疑われるが、平面形、土層断面、床面の段差を合理的
に説明できるプランに分離することは出来なかった。
〔出土遺物〕土器（280 ～ 284）〈第215図、写真図版165〉。
石錐（2088）、敲磨器類（2751）。

ＲＡ41竪穴住居跡（第79・80図、写真図版49）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ７ｌグリッド付近に位置する。Ⅴｂ～Ⅵ層上面において、明瞭な黒
褐色土とその周囲に不鮮明に広がる褐色土からなる楕円形範囲として検出された。
〔規模・形状〕6.2×4.5ｍの楕円形を呈する。床面までの残存深度は22㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面上に初めに堆積しているのはⅥ層由来の褐色土（３層）である。混入物がほ
とんどないために、地山（Ⅵ層）との識別は非常に困難であったが、層中にわずかに土器を含むこと
やⅥ層に比して若干締まりを欠く点などから、埋土と判断したものである。壁際に厚く、中央部に向
かって層厚を減じており、この上位にⅤａ層と見られる黒褐色土（１・２層）が流入して埋没を終え
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ている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っている。壁は床の縁部から連続し、内弯しながらなだ
らかに立ち上がる。柱穴は床面及び壁面から複数検出され、これらのうち本遺構に帰属する可能性の
高いもの24個を抽出した（PPA161 ～ 184）。特に、壁面において一定間隔を持って検出された柱穴は、
いずれも椀形～擂鉢形の掘方を持ち、開口部を内側に傾けて配置されている。柱穴の底部は急激に狭
まるか、または一段深い小穴を有する場合が多く、あたかも基部先端が杭先状に尖った柱材を設置し
た痕跡のように思われる。これらの柱穴は、壁際に厚く堆積する褐色土（３層）の上面で検出された
ものが多く、２層の明瞭な黒色土範囲の外側に位置したことから、精査初段階においては住居の壁外
に配置されたものと判断していた。その後３層の掘り上げによって、壁面上部を斜めに掘り込んだピッ
トであることが確認された。
〔炉跡〕長軸上、床面中央のわずかに南寄りの位置に焼土１基が検出されている。概ね楕円形のごく
浅い掘り込み（68×52㎝、深さ５㎝）の内部に、厚さ約３㎝の焼土が生成している。上面の硬化は認
められず、赤変も鈍いことから、被熱の度合いが弱いことが推測される。この焼土を伴う凹部の周縁
には径20㎝前後の小穴が集中し、礫または杭等の痕跡にも思われるが不明である。なお、この炉跡を
３層が覆った後に、ほぼ同じ地点で再び焼土が形成されていることが確認された。床面上の炉跡と直
接的な関係はないと思われる。堆積途上に内部で焼土が形成される例や、壁際において床面より一段
高い面に焼土が形成される例は、本遺跡においても他に数例が確認されており、これらに類するもの
と考えられる。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕出土土器の年代観及び土層の堆積状況から、縄文時代早期中葉のものと考えられる。
〔出土遺物〕土器（285 ～ 292）〈第215図、写真図版165〉。
鐸形土製品（1170）。石鏃（1573 ～ 1576・1773・1807・1904）、箆状石器（2116）、石皿（2357・
2358）、敲磨器類（2410）
　南西部では壁下部に貼りつくように比較的大きな土器片がまとまって出土している。また、西半部
の３層上面では拳大の礫が複数投げ入れられたような状態で出土した。
〔その他の所見〕壁際に厚く堆積するⅥ層土再堆積層が床面中央で極端に薄くなり、Ⅴａ層土が中央
部を上から切り込んだように直接床面に接する堆積状況は、他のいくつかの住居跡にも共通する特徴
である。

ＲＡ42竪穴住居跡（第81・82図、写真図版50）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ６ｎグリッド付近に位置する。Ⅴｂ～Ⅵ層上面において、明瞭な黒
褐色土とその周囲に不鮮明に広がる褐色土からなる不整形範囲として検出された。
〔規模・形状〕4.5×4.5ｍの略円形を呈する。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面上に初めに堆積しているのはⅥ層由来の褐色土（３層）である。混入物がほ
とんどなく地山（Ⅵ層）に良く似るが、Ⅵ層に比して締まりを欠いており、壁・床との境界は硬度の
差異によって識別が可能であった。３層の上位にはⅤｂ層類似の暗褐色土（２層）が堆積し、さらに
最上部にⅤａ層相当の黒色土（１層）が流入して埋没を終えたものと見られる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っている。壁は床の縁部から連続し、内弯しながらなだ
らかに立ち上がる。柱穴は床面及び壁面から複数検出されている。これらのうち本遺構に帰属するも
のを抽出することは難しいが、壁際に配置されているもの（PPB731・962・977・978・991・1000・
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1003等）は椀形の掘方をもちやや内傾して開口する点や、底面に小穴を有する点など、RA41の柱穴
に類似しており、可能性が高いものと思われる。
〔炉跡〕床面中央のわずかに西寄りの位置に焼土１基が検出されている。平面形は42×40㎝の略円形
を呈する。焼土の厚さは４㎝前後。上面の硬化は認められず、赤変もにぶいことから、被熱の度合い
が弱いことが推測される。
〔重複〕RA55を切り、RD51に切られている。
〔遺構の時期〕出土土器の年代観及び堆積状況から、縄文時代早期中葉と思われる。
〔出土遺物〕土器（293 ～ 305）〈第216・217図、写真図版166・167〉。
敲磨器類（2411・2762）。
　炉跡に近接した中央付近から土器片と拳大の礫が出土している。床面よりやや浮いており、埋土３
層の上面に相当する。

ＲＡ43竪穴住居跡（第83図、写真図版51）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ７ｏグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲とし
て検出された。
〔規模・形状〕4.6×2.9ｍの概ね楕円形を呈するが、全体的に撹乱に侵されており、また精査において
もプランが不明瞭であったため、本来の形状は明らかでない。検出面から床面までの残存深度は14㎝
前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。主に壁際付近の床面上に堆
積する３ａ層は上位層に比して締まりを欠き、縄文時代早期土器片を包含している。この上位はⅤａ
～Ⅵ層の再堆積層に被覆され埋没を終えている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っている。壁は床の縁部から連続し、内弯しながらなだ
らかに立ち上がる。柱穴は南西部の壁に沿って分布が見られるが、本遺構に帰属するものを特定する
ことはできなかった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕東側でRA44と重複する。先後関係については明らかでない。
〔遺構の時期〕出土遺物の年代観および堆積状況から、縄文時代早期中葉と思われる。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。

ＲＡ44竪穴住居跡（第83図、写真図版52）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ７ｐグリッドに位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲として検
出された。
〔規模・形状〕2.8×2.3ｍの不整な隅丸多角形を呈しているが、全体的に撹乱に侵されており、また精
査においても終始壁が不明瞭であったため、本来の形状は明らかでない。検出面から床面までの残存
深度は14㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。床面直上に堆積する７層は、
露出させた直後は区別がつかないほどⅥ層に似ている。空気に触れると時間をおいてから色調が暗く
変化するため、その分をさらに掘り拡げるという作業を繰り返した。その結果現れた硬度変換面を壁
及び床面と判断した。７層の上位はⅤｂ層土に類似する褐色土（６層）が検出面までを埋めている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っている。壁は床の縁部から連続し、内弯しながらなだ
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らかに立ち上がる。本遺構に帰属させうる柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕西側にRA43、北東部にRA48が重複する。先後関係については明らかでない。
〔遺構の時期〕埋土の堆積状況等から、縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。

ＲＡ45竪穴住居跡（第84図、写真図版53）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｐグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲と
して検出された。
〔規模・形状〕3.1×3.1ｍの隅丸方形を呈する。床面までの残存深度は14㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する暗褐色～褐色土を主体とする。壁際で厚く床面を
覆う３層は、露出させた直後はⅥ層と区別が付かないが、空気に触れると時間をおいて色調が暗く変
化するため、その分をさらに掘り拡げるという作業を繰り返した。その結果現れた硬度変換面を壁及
び床面と判断した。この上位に堆積するのはやや色調が暗いⅤｂ層土類似の暗褐色土（２層）である。
本層は流入土と見られ、検出面までを埋めている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦だが、自然地形に沿ってわずかに西に傾斜している。壁は床
の縁部から連続し、内弯しながらなだらかに立ち上がっている。なお、北西隅・南西隅と南壁・北壁
の上端に複数の柱穴が並んで検出された（PPB932・935・936・937・943・944・954・1007等）。竪穴
本体との層位的な関係については確認できていないが、配置状況から本住居跡に伴う可能性があるこ
とを指摘しておきたい。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕南縁部でRA46と重複するが、先後関係は定かでない。
〔遺構の時期〕埋土の堆積状況等から、縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。

ＲＡ46竪穴住居跡（第85・86図、写真図版54）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲と
して検出された。
〔規模・形状〕3.8×3.0ｍの楕円形を呈する。床面までの残存深度は26㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する暗褐色～褐色土を主体とする。床面を最初に覆っ
ているのはⅥ層土の再堆積層とみられる３層である。斜面上方の東壁側に厚く堆積している。露出さ
せた直後はⅥ層と区別が付かないが、空気に触れると時間をおいて色調が暗く変化するため、その分
をさらに掘り拡げるという作業を繰り返した。その結果現れた硬度変換面を壁及び床面と判断した。
この上位に堆積するのはやや色調が暗いⅤｂ層土に類似する１～２層である。本層は流入土と見られ、
検出面までを埋めている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦だが、斜面上方にあたる北東側では若干床面が高く、わずか
な段差を生じている。北東側では壁面の張り出しも認められることから、廃絶後にやや大きな崩落が
あったのかもしれない。その他の部分では、壁は床の縁部から連続し内弯してなだらかに立ち上がっ
ている。内部からは数個の柱穴状ピットが検出されているが、帰属するものは判別できなかった。
〔炉跡〕住居に伴う炉は検出されなかった。なお、住居中央の埋土上部にみられる赤変部は、後世、
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上位に形成されたRF46の痕跡であり、本住居とは関係しない。
〔重複〕南縁部でRA47を切っている。また北西部ではRA45と重複するが、先後関係は定かでない。
〔遺構の時期〕埋土の堆積状況等から、縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。

ＲＡ47竪穴住居跡（第85・86図、写真図版55）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ６ｐグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲とし
て検出された。
〔規模・形状〕3.7×3.4ｍの概ね隅丸方形を呈する。床面までの残存深度は22㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する暗褐色～褐色土を主体とする。床面を最初に覆っ
ているのはⅥ層土の再堆積層とみられる６層である。堆積範囲は壁付近に限られる。Ⅵ層との識別が
困難である点は重複するRA46の３層と同様であり、精査の過程で現れた硬度変換面を壁及び床面と
判断している。この上位に堆積するのはやや色調が暗いⅤｂ層土に類似する３～４層である。本層は
流入土と見られ、検出面までを埋めている。西半部では４層上部から３層下面に礫の出土が目立った。
西壁側から流入もしくは投棄されたような様相を呈する。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はほぼ平坦に整っている。壁は床の縁部から連続し内弯してなだらかに
立ち上がる。内部からは数個の柱穴状ピットが検出されているが、帰属するものを識別することは難
しかった。帰属の可能性が高いのは、配置からみて北壁両端隅の２個か。
〔炉跡〕床面中央付近に焼土１基が検出されている。西部を攪乱に侵され原形は不明。径46㎝の略円
形を呈するものと思われる。赤変は鮮やかだが、焼土の厚さは３㎝程度とごく薄い。
〔重複〕北縁部がRA46に切られている。また、南縁でRA48と重複するが先後関係は明らかでない。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃か。
〔出土遺物〕土器（306 ～ 311）〈第217図、写真図版167〉。
石匙（2007）、磨製石斧（2336）、石皿（2359）、敲磨器類（2412 ～ 2414・2728・2729）。

ＲＡ48竪穴住居跡（第87図、写真図版56）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ７ｐグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲とし
て検出された。
〔規模・形状〕2.3×1.9ｍの不整な楕円形に見えるが、東・西及び南壁が直線状を呈することから本来
は方形に近いものであった可能性がある。床面までの残存深度は14㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤb～Ⅵ層土に類似する暗褐色～褐色土を主体とする。南東側の壁際にⅥ
層土の再堆積層（２層）、その上位にⅤａ類似の暗褐色土（１層）が流入している。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はほぼ平坦に整っている。壁は床の縁部から連続し内弯してなだらかに
立ち上がる。内部からは数個の柱穴状ピットが検出されているが、帰属するものを識別することは困
難である。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕北縁部でRA47、南西部でRA44と重複するが、先後関係は明らかでない。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。
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ＲＡ49竪穴住居跡（第87・88図、写真図版57）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ６ｐグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲とし
て検出された。
〔規模・形状〕3.5×2.7ｍの不整な楕円形に見えるが、東・西壁が直線状を呈することから本来は方形
に近いものであった可能性がある。床面までの残存深度は16㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面上に初めに堆積しているのはⅥ層由来の褐色土（２層）である。壁際に厚く、
中央部ではやや急に層厚を減じる。露出させた直後はⅥ層と区別が付かないが、空気に触れると時間
をおいて色調が暗く変化するため、その分をさらに掘り拡げるという作業を繰り返した。その結果現
れた硬度変換面を壁及び床面と判断した。この上位にはⅤａ層と見られる黒褐色土（１層）が流入し
埋没を終えている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面はほぼ平滑に整っているが、わずかに西側に向かって傾斜している。壁
は床の縁部から連続し内弯してなだらかに立ち上がる。帰属することが明らかな柱穴は検出されな
かった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕北壁の一部がRD59に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。

ＲＡ50竪穴住居跡（第88図、写真図版58）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ６ｒグリッド付近に位置する。Ⅴｂ層上面で不明瞭な暗褐色土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕壁上端の平面形は3.5×2.9ｍの不整な楕円形を呈するが、底面縁部は東・西及び北に角
を持つように見えることから、本来形状は隅丸方形に近いものであった可能性がある。床面までの残
存深度は30㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面全体がⅥ層土類似の黄褐色土（２層）に覆われ、その上位にやや暗いⅤｂ層
相当土（１層）が流入している。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平滑に整うが、自然地形に沿って西側に向かって傾斜している。
壁面は内弯しながら外傾して立ち上がっている。内部からは柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕縄文時代早期中葉とみられる土器細片が出土している。

ＲＡ51竪穴住居跡（第89図、写真図版59）
〔位置・検出状況〕北東部、ⅠＡ23ｒグリッドに位置する。Ⅴｂ層上面において明瞭な暗褐色土の円
形範囲として検出された。
〔規模・形状〕2.7×2.6ｍの略円形を呈する。床面までの残存深度は30㎝である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤａ層土と見られるが、Ⅵ層土の混入によって全体にやや明るい印
象となっている。下半部にⅥ層土のブロックが顕著で、その後、その上位にⅤａ層が流入したものと
みられる。
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〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整い、炉の周辺のみわずかに低くなっている。壁は斜面下方の
北西側が大きく削られているが、南東側ではやや外傾して直線的に立ち上がる壁が残存している。内
部から柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕いわゆる複式炉をもつ（106×64㎝）。床面中央付近には一辺一個の板状礫を埋置した方形の
石囲部（36×26㎝）をもち、そこから台形状に延びて北壁に接する前庭部の両側縁にも列状に配置さ
れている。石囲部および前庭部に配置された礫はいずれも被熱による赤変が認められるが、底面にお
ける焼土の生成は確認できなかった。
〔重複〕RA77の柱穴、PPB1289・PPB1290に切られている。
〔遺構の時期〕炉の形態及び埋土の様相から、縄文時代中期末葉と判断される。
〔出土遺物〕土器（312）〈第217図、写真図版167〉。
削掻器（2229）。

ＲＡ52竪穴住居跡（第90図、写真図版60）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｓグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において比較的明瞭な暗
褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕壁上端の平面形は5.2×3.3ｍの楕円～隅丸方形を呈する。南壁側が張り出し、棚状の段
となっている。壁下端の平面形（床面範囲）は3.0×2.6ｍの楕円形。検出面から床面までの残存深度
は34㎝である。
〔埋土・堆積状況〕壁際にⅥ層土の再堆積層（５層）が堆積した後、床面は広くⅤａ層相当の暗褐色土（４
層）に覆われている。周囲からの流入土であろう。この上には再びⅤｂ～Ⅵ層土類似の明るい土層（１・
２層）が堆積し検出面までを埋めている。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は皿状を呈し中央部が最も深くなっている。木根による微小な凹凸がや
や目立つが、全体的に滑らかに仕上げられ、上面には若干の硬化が認められる。壁は、縁部に向かっ
て徐々に高まる床面からそのまま連続し、内弯・外傾して立ち上がる。内部からは複数の杭穴状小ピッ
ト（径10㎝前後）が検出されており、底面縁部をめぐるように分布する傾向が認められた。
〔棚状施設（？）と焼土〕上述の通り、南縁部では壁が張り出し中段に棚状の段が認められた。奥行
は40㎝前後で、南壁から西壁南部にかけて連続している。上面は平坦でなく、内側に向かって緩く傾
斜する。この段の東部では上面に焼土の生成が認められた。平面形は62×40㎝程の楕円形で、厚さは
６㎝前後。被熱赤変はごく弱い。なお、この段は地山を削り出したものではなく、主にⅥ層土の再堆
積土（７層）によって形成されている。上面に焼土の生成が認められたこと、南壁際に連続して観察
されたことから、住居に付属する施設の可能性があるものとして扱っているが、東壁際等に認められ
るⅥ層再堆積層（５層）にも良く似ており、廃絶後の崩落土層である可能性は否定できない。その場
合、上面に生成した焼土は廃絶後の凹地内部における燃焼行為の痕跡と考えられる。
〔重複〕RD80、RB02に切られ、RA85を切る。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭を想定したい。
〔その他所見〕床面より一段高い面に生成した焼土を壁際にもつ住居跡は、本遺跡では本例以外にも
複数検出されている。大半は残存状態が悪く詳細を明らかにできていないため、類似の住居跡を考察
する上で本例は有用であると思われる。
〔出土遺物〕土器（313 ～ 322）〈第217・218図、写真図版167〉。
尖頭器（1505）、石鏃（1774）、箆状石器（2107）、削掻器（2296）、敲磨器類（2415・2582・2656・
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2752）。

ＲＡ53竪穴住居跡（第91図、写真図版61）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ７ｍグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、RA41とRA55の
間に広がる不明瞭な三日月状の褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕重複遺構に大きく壊されているため原形は不明だが、残存する壁から概ね径4.7ｍ程度
の円～楕円形を呈するものと推測される。検出面から床面までの残存深度は４㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。全体に柳沢軽石（YP）の細
片を含む。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平滑だが、後世の柱穴等が密に重複する北側では底面の識別が難
しく、結果的に低くなってしまった。本来はほぼ水平の床面が連続していたものと思われる。縁部に
向かってなだらかに高まりそのまま立ち上がっている。全体に壁の残存状態は不良で、わずかに南東
部で内弯・外傾する部分が認められる。内部には多数の柱穴が分布するが、多くは埋土を切って重複
するか、帰属そのものが判別できないものであった。配置からPPB1001・1105 ～ 1108・977・978等、
壁際に位置するものが本住居跡への帰属の可能性が考えられる。
〔炉跡〕検出されなかった。床面の多くをRA41に切られているため本来の存否自体が不明である。
〔重複〕中央部から南西部にかけて大きくRA41に切られている。また、多数の柱穴状ピットに切られ
る。北東縁部にはRA55が重複するが先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕埋土の様相等から、縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（324・325）〈第218図、写真図版167〉。
　
ＲＡ54竪穴住居跡（第92・93図、写真図版62）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ７ｌグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、RA20とRA41の
間に広がる不明瞭な暗褐～褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕東西をRA20・RA41に大きく壊され、また北部は精査時にRA57の埋土と共に掘り上げ
てしまったため、原形は不明となっている。残存範囲の最大値から径3.8ｍ以上の円～楕円形を呈す
るものと推測される。検出面から床面までの残存深度は５㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土（２層）を主体とする。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整っている。上述の事情により壁が残存するのは南縁のみだが、
RA57の埋土を切ってなだらかに立ち上がる北縁部の様相が土層断面A-A'に観察される。内部及び周
辺には多数の柱穴状ピットが分布するが大半は帰属を判別できない。配置からPPB581・564・581・
729・1110・1111等、壁際に位置するものが本住居跡への帰属の可能性が考えられる。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA57を切り、RA20・RA41に切られている。
〔遺構の時期〕埋土の様相等から、縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ55竪穴住居跡（第94・95図、写真図版63）
〔位置・検出状況〕南東部、ⅡＡ６ｎグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、RA42東半部外周
に広がる不明瞭な暗褐色土範囲として検出された。
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〔規模・形状〕5.9×5.7ｍの略円形～隅丸方形を呈する。床面までの残存深度は16㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕先行調査したRA42によって埋土の大半を失っており、残存するのは東・南・北壁
際のみである。Ⅴｂ層土に類似する褐色土を主体とし、この上位に部分的にⅤａ層相当の黒褐色土の
堆積が認められる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は重複するRA42によって多くの部分が壊されているが、東部ではRA42
のそれより一段高い平坦部が残存しており、縁部に向かって次第に高まり緩く内弯して立ち上がる壁
へと連続する様子が観察できる。過年度調査で検出したものも含め、内部からは多数の柱穴が確認さ
れている。本住居に帰属するものを抽出することはできなかったが、他例に照らせば、壁際に位置す
るものがそれに該当する可能性が高い。
〔炉跡〕検出されなかった。床面の多くを失っているため、本来の存否自体が不明である。
〔重複〕RA42に切られている。
〔遺構の時期〕埋土の様相等から、縄文時代早期中葉を想定したい。
〔その他所見〕本住居のプランはRA42の東・南・北壁が掘り広がったように見えるが、床面の段差や
柱穴配置等から、別の住居と判断したものである。ただし、本住居跡の残存部は限定的であり、もと
より埋土の判別が困難であったことから、さらに複数の住居跡が複雑に重複している可能性を考慮す
る必要がある。
〔出土遺物〕土器（326 ～ 328）〈第218図、写真図版167〉。
石鏃（1775）。

ＲＡ56竪穴住居跡（第96図、写真図版64）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ５ｌグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、不整形で不明
瞭な褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕5.0×3.8ｍの概ね楕円形を呈する。南西部の一部は先行調査のトレンチによって失われ
ている。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。この上位に部分的にⅤａ層
相当の黒褐色土の堆積が認められる。なお、RA59との重複部においても土層の断絶（壁の立ち上がり）
を見いだすことができなかったため、断面図では両者に埋土が連続した表現となっている。
〔壁・床面・柱穴など〕重複する多数の柱穴状ピットにより、床面は広い範囲で乱されているが、残
存する部分においては概ね平坦に整っている様子が観察される。壁の立ち上がりは微小な段差として
認識される程度であり、本来の形状について詳細は不明である。また、上述の通り、重複するRA59
との境界部においても明瞭な立ち上がりは認識できなかった。内部からは多数の柱穴状ピットが検出
されているが、多くは本住居の埋土を上方から切っているものであり、明らかに本住居に帰属する柱
穴を識別することはできなかった。
〔炉跡〕床面中央のやや南寄りの位置に被熱範囲１箇所を検出した（断面A-A'南半床面）。上方から
切り込むピット群の狭間に残存したもので、平面形は不明となっている。ごく弱く薄い被熱痕跡であっ
たため精査時のクリーニングで消滅してしまい、断面の記録はできなかった。
〔重複〕RA58・RA59と重複するが先後関係は確認できなかった。RA59に伴う可能性をもつ柱穴状ピッ
トが床面を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕土器（329 ～ 332）〈第218図、写真図版167〉。
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石鏃（1905）、石錐（2095）、削掻器（2268）、敲磨器類（2604）。

ＲＡ57竪穴住居跡（第92・93図、写真図版65）
〔位置・検出状況〕南西部、ⅡＡ７ｌグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、RA20とRA41の
間に広がる不明瞭な暗褐～褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕重複遺構に大きく壊されているため原形は不明である。対向して残存する壁間長は3.1
ｍで、おそらく隅丸方形を呈するものと推測される。検出面から床面までの残存深度は６㎝前後であ
る。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似するにぶい黄褐色土を主体とする。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整っている。壁はわずかに内弯してごくなだらかに立ち上がっ
ている。内部及び周辺には多数の柱穴状ピットが分布するがこれらの帰属は明らかでない。配置から
PPB1183・1204・1205等、壁際に位置するものが本住居跡への帰属の可能性が考えられる。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA11・RA20・RA54に切られる。
〔遺構の時期〕埋土の様相等から、縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（333）〈第218図、写真図版167〉。

ＲＡ58竪穴住居跡（第97・98図、写真図版66）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ４ｎグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、不整形で不明
瞭な褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕北東部に弧状に残存する壁から概ね円形を呈するものと見られる。推定される径は5.4ｍ、
床面までの残存深度は５㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似するにぶい黄褐色土を主体とする。この上位に部分的にⅤ
ａ層相当の黒褐色土の堆積が認められる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は滑らかに整っているが、斜面下方の北西方向に緩く傾斜している。壁
は北東部に残存し、縁部で高まる床面に連続して緩く内弯してなだらかに立ち上がっている。内部に
は柱穴が多数分布するが、本住居に帰属するものを抽出することは困難である。配置から、北東部壁
際に位置するもの等が本住居への帰属の可能性が考えられる。
〔炉跡〕なし。
〔重複〕RA59と重複するが先後関係は明らかでない。
〔遺構の時期〕埋土の様相等から、縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（334・335）〈第218図、写真図版168〉。

ＲＡ59竪穴住居跡（第96図、写真図版64）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ５ｍグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、不整形で不明
瞭な褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕RA56との重複により本来の全体形状は不明となっているが概ね楕円形を呈するものと
推測される。計測可能な南-北壁間は5.1ｍ、床面までの残存深度は８㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。この上位には部分的にⅤａ
層相当の黒褐色土の堆積が認められる。なお、RA56との重複部においても土層の断絶（壁の立ち上
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がり）を見いだすことができなかったため、断面図では両者に埋土が連続した表現となっている。
〔壁・床面・柱穴など〕本住居の床と見られるのはRA56東～北壁外側に広がる一段高い面である。
RA56床面との比高は５㎝前後で、概ね平坦に整っている。壁の立ち上がりは微小な段差として認識
される程度であり、本来の形状について詳細は不明である。また、上述の通り、重複するRA56との
境界部においても明瞭な立ち上がりは認識できなかった。内部からは列状・弧状に並ぶ多数の柱穴状
ピットが検出されているが、本住居に帰属する柱穴を識別することは難しい。
〔炉跡〕検出されなかった。床面の多くを失っているため、本来の存否自体が不明である。
〔重複〕RA56・RA58と重複するが先後関係は確認できなかった。本住居に伴う可能性をもつ柱穴状ピッ
トがRA56の床面を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕土器（336）〈第218図、写真図版168〉。

ＲＡ60竪穴住居跡（第99・100図、写真図版67）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｏグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、不整形で不明
瞭な褐色～暗褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕北西部の壁が残存しないため全体形状が不明だが、残存部から概ね6.0×4.3ｍ程の楕円
形を呈するものと推測される。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕斜面上方に当たる北西側の壁際では床面直上にⅥ層土の崩落流入土の堆積が観察
される（４層）。埋土は全体的にⅤｂ～Ⅵ層土類似の褐色土を主体としており、これを上方から切っ
て落ち込むⅤａ層相当土が部分的に認められる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は全体的に平坦に整っているが中央付近がわずかに低くなっている。壁
はやや内弯してなだらかに立ち上がる。内部及び周辺には多数の柱穴状ピットが分布するがこれらの
帰属は明らかでない。配置からPPB951・1355・1435・1670等、壁際に位置するものが本住居跡への
帰属の可能性が考えられる。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA67・RA68と重複するが、先後関係は明らかでない。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕土器（337 ～ 340）〈第218図、写真図版168〉。
敲磨器類（2558・2605）。

ＲＡ61竪穴住居跡（第101図、写真図版68）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ３ｎグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、概ね方形を呈
する不明瞭な褐色～暗褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕平面形は方形を基調とするが、壁際に列状に並ぶ複数のピットにより南壁上端は判然
としない。残存部から2.8ｍ四方程度の規模を有するものとみられる。床面までの残存深度は14㎝前
後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。この上位には部分的にⅤａ
層相当の黒褐色土（１層）の堆積が認められる。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整うが、東隅のピット（PPB1141）付近が高まっている。
壁はやや内弯し外傾して立ち上がる。北～東壁の上部はやや開きステップ状となる。斜面上方側に当
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たることから、廃絶後の崩落によるものであろう。内部及び周辺には多数の柱穴状ピットが分布する
がこれらの帰属は明らかでない。壁際あるいは隅部に位置するPPB1136 ～ 1138・1140・1141等が本
住居跡に伴うものである可能性がある。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA67を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ62竪穴住居跡（第102図、写真図版69）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ３ｍグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において、不整形で不明
瞭な褐色～暗褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕西部をRA63に切られ、また南西部の壁上端が流失しているため全体形状が不明だが、
残存部から概ね4.5×3.7ｍ程の楕円形を呈するものと推測される。床面までの残存深度は20㎝前後で
ある。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似する褐色土を主体とする。やや暗い層と崩落層が交互に堆
積している状況から、自然流入土によって埋没したものと推測される。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整い、壁はやや内弯しながら外傾して立ち上がる。北部壁
際に位置するPPB1675・1676・1777等が本住居に伴う可能性がある。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA08・RA63に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ63竪穴住居跡（第103図、写真図版70）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ３ｌグリッド付近に位置する。当初Ⅴｂ層上面でⅤａ層相当の黒
褐色土範囲を検出し土坑と判断して精査着手したが、その後周囲に広がる褐色土も埋土であることが
判明した。
〔規模・形状〕過年度調査において認識できなかった西半部がすでに失われており、全体の形状と規
模は不明となった。東半部の床面及び東壁の一部が残存する。床面までの残存深度は20㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似する褐色～にぶい黄褐色土を主体とする。南東部では埋土
の上部にⅤａ層類似黒褐色土の堆積が認められる（当初土坑と誤認した部分）。
〔壁・床面・柱穴など〕上述の通り、過年度調査で認識できなかった西半部を失っているため、残存
状態はきわめて悪い。残存範囲にみる床面は概ね平坦に整い、やや内弯し外傾して立ち上がる壁を有
する。残存する東壁際とその延長上、及び対向する西側の壁が想定される地点に複数の柱穴が位置す
るが、いずれが帰属するかについて判別することは困難である。
〔炉跡〕検出されなかった。多くの部分を失っているため本来の存否自体が不明である。
〔重複〕東部でRA62を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕土器（341）〈第218図、写真図版168〉。
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ＲＡ64竪穴住居跡（第104・105図、写真図版71）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ１ｍグリッド付近に位置する。過年度調査において精査したRA16
住居跡の周囲に広がる不明瞭な褐色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕過年度調査のトレンチにより北東側の一部を失っているが、北東-南西方向に長軸を持つ、
4.4×3.2ｍの概ね楕円形を呈するものと思われる。床面までの残存深度は14㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似する褐色～にぶい黄褐色土を主体とする。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は平坦に整い、壁は内弯しながら外傾して立ち上がる。壁際には複数の
柱穴状ピットが分布し、これらが本住居跡に帰属する可能性がある。
〔炉跡〕南西部壁際にごく弱い赤変部が認められた。精査の過程で消失してしまい図示できなかった。
〔重複〕RA65を切っている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕土器（342・343）〈第218図、写真図版168〉

ＲＡ65竪穴住居跡（第104・105図、写真図版71）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ１ｍグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形
な褐色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕西半部にRA64が重複し壁の一部が失われているが、5.5×4.7ｍの円～楕円形を呈する
ものと思われる。床面までの残存深度は16㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。埋土上部はやや暗く、壁際
及び床面にはⅥ層類似の褐色土が分布する。
〔壁・床面・柱穴など〕西部では床面及び壁の一部が失われているが、残存部において床面は概ね平
坦に整い、壁は内弯しながら外傾して立ち上がる。柱穴は、壁直下や壁の内側１ｍほどの位置及び壁
外周に分布が認められるが、本住居跡への帰属が明らかなものを判別することは困難である。
〔炉跡〕検出されなかった。床面の多くの部分がRA64に切られているため、本来の存否は不明である。
〔重複〕西部をRA64に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉頃を想定したい。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ66竪穴住居跡（第106図、写真図版72）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ２ｐグリッドに位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形な褐
色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面上方にあたる北東部の壁のみが残存し全体の形状は不明であるが、床面と思しき
平坦面の広がりが概ね3.0×4.0ｍの範囲で確認されており、本来は楕円形に近い形状であったことが
推測される。床面までの残存深度は８㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。埋土上部はやや暗く、壁際
及び床面にはⅥ層類似の褐色土が分布する。
〔壁・床面・柱穴など〕上述の通り、壁は北東部にのみ残存し、やや内弯しながら外傾して立ち上がる。
壁直下から一定の広がりを見せる平坦面が床面とみられるが、柱穴状ピットや土坑等の重複が著しく、
残存状況は良好でない。北東壁から1.5～ 2.0ｍほど内側の位置（およそ床面中央部と推定される）には、
周囲より一段低い不整形な落ち込みが認められる。径100×130㎝、床面からの深さは約20㎝で、床面
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直上の埋土（３層）が連続して流入している様子が確認されることから、本遺構の埋没開始段階にす
でに存在した落ち込みであると判断できる。本住居跡への帰属が明らかな柱穴を抽出することは難し
いが、壁際に位置するPPB1345・1346等がその可能性が高いと考えられる。このほか床面中央の落ち
込みの周縁を巡るように分布する小穴（PPB1343・1344・1458・1460・1461・1518 ～ 1520）が確認
されている。
〔炉跡〕炉跡と判断できる焼土は検出されなかった。本遺跡検出の類似住居跡の例に照らせば、床面
中央の落ち込みがその機能を有していた可能性がある。
〔重複〕周辺にはRA72・RD78・RD76・RF35等が位置する。層位的事実からRD78（陥し穴）・RF35
は本住居跡より新しい。RD76は本住居床面で確認されたものだが、本住居埋土との先後関係は明ら
かでない。RA72との関係についても埋土の重複部を観察できていないことから同様に新旧不明であ
る。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（344・345）〈第219図、写真図版168〉。
尖頭器（1500）。

ＲＡ67竪穴住居跡（第107図、写真図版73）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ３ｎグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形
な褐色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕4.5×3.5ｍの楕円形を呈すると思われるが、西部にRA61が重複し、また南東部には柱
穴状ピット群が密集するため壁が判然としない。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする。
〔壁・床面・柱穴など〕壁は緩く内弯し外傾して立ち上がる。床面は平坦に整っている。柱穴は壁外
縁または壁直下に分布するもの（PPB1142・1143・1647・1667 ～ 1669・1767・1768・1770・1771等）
が帰属の可能性が高いとみられる。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕西部をRA61に切られている。また南東部にRA60が重複するが先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ68竪穴住居跡（第108図、写真図版74）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ３ｏグリッドに位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形な褐
色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面下方にあたる西半部の壁が流失（あるいは他遺構の重複）によって失われており、
全体形状が不明であるが、残存部から概ね楕円形を呈するものと推測される。対向して残存する南-
北壁間は4.1ｍ、東西長は床面の残存部から2.6ｍ以上とみられる。床面までの残存深度は８㎝前後で
ある。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする（５層）。断面A-A’の右端お
よび同B-B’両端に観察される１～３層は、本住居の埋土を上方から切るピット群の埋土である。
〔壁・床面・柱穴など〕残存する壁は内弯しやや外傾して立ち上がっている。床面は主に東半部に面
的な広がりをもって残存し平坦に整った様子が観察できる。一方で西半部は上述の新期ピット群によ
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り大きく乱されている。床面および周辺には多数の柱穴状ピットが分布するが、本住居に帰属するも
のを抽出することは困難である。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA60・RA67に近接するが、重複部を確認できなかったため先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（346・347）〈第219図、写真図版168〉。
尖頭器（1506）。

ＲＡ69竪穴住居跡（第109図、写真図版75）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ４ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形
な褐色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕北西部の壁が失われているため全体形状が不明となっているが、残存部から概ね4.4×3.7
ｍの楕円形を呈するものと思われる。床面までの残存深度は14㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土に類似する褐色土を主体とする（５・６層）。壁際および床面
直上に堆積する６層は上位の５層に比してやや暗い。
〔壁・床面・柱穴など〕壁はやや内弯し外傾して立ち上がる。床面は全体的に平坦に整っている。床
面中央には土坑状の落ち込み（PPB1160）を持つ。開口部径136×120㎝、床面からの深さは45㎝。こ
の落ち込みの外縁には杭穴状の小穴が複数認められた。住居内部には複数の柱穴状ピットが分布す
るが、本住居跡に帰属する柱穴を抽出することは難しい。壁際に位置するPPB1163・1177・1331・
1336・1337・1511・1513・1737等がその可能性が高いと考えられる。
〔炉跡〕床面中央の落ち込みの壁面にはごく弱い比熱痕跡が認められ、埋土の下部には焼土が混入す
ることから、この落ち込みが炉の機能を有していた可能性がある。ただし住居本体の埋土を切るよう
に堆積する４層の解釈が難しい。この落ち込みがどの段階で設けられたものか慎重な検討が必要であ
る。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（348・349）〈第219図、写真図版168〉。
石鏃（1735）。

ＲＡ70竪穴住居跡（第110図、写真図版76）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｒグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において概ね方形に広が
るやや暗い褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕重複遺構の影響で西壁及び東壁の一部が失われ全体形状は不明となっているが、概ね
楕円～隅丸方形を呈するものと推測される。残存する南-北壁間は4.2ｍ。床面と思しき平坦面の分布
範囲から推定される東西長は3.0ｍ以上とみられる。床面までの残存深度は24㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕南北方向の堆積状況を記録した断面A-A’をみると、南壁際では崩落土とみられ
るⅥ層土類似層が床面直上を薄く覆い、その後３層→２層の順に周囲からの流入土によって埋没した
様子がうかがえる。これらを上方から切り込むように堆積する１層はⅤａ～Ⅴｂ層土に類似するもの
で、住居の中央部及び壁際付近に散見される。
〔壁・床面・柱穴など〕上述の通り、西壁及び東壁の一部を失っている。残存部に観察される壁面は
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ごく緩く内弯し外傾して立ち上がっている。壁の立ち上がりは本遺跡検出の他の楕円形住居に比して
急であり、方形基調の住居跡のそれによく似ている。床面は緻密で概ね平坦に整うが、中央部に向
かって緩やかに低くなっている。柱穴状ピットは、床面上にPPB1682 ～ 1684、壁面に同1685・1691
～ 1694等が検出されている。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RB02、RD79、RD80に切られる。東壁側でRA38、RA52と重複するが先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭か。
〔出土遺物〕土器（350・351）〈第219図、写真図版168〉。

ＲＡ71竪穴住居跡（第111図、写真図版77）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ３ｒグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形
な褐色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面下方に当たる西側が失われているため全体形状は不明となっているが、残存部か
ら円形基調のものであったことが推測される。残存部にみる南-北長は4.9ｍ、床面と思しき平坦面の
分布範囲から推定される東西長は2.6ｍ以上とみられる。床面までの残存深度は８㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土の主体はⅤｂ～Ⅵ層土に類似するやや濁った褐色土である（２層）。壁際の不
整な落込みにはⅥ層土類似土の堆積がみられる。
〔壁・床面・柱穴など〕壁はやや内弯し外傾して立ち上がる。東半部では平坦な床面が広がるが、こ
れに比してわずかに低い面が西半部に認められることから、把握できなかった別の遺構（住居）が重
複している可能性がある。内部及び周辺には多くの柱穴状ピットが分布しており、これらのうちか
ら本住居に帰属するものを抽出することは難しいが、壁際のPPB1481・1483・1489・1724、壁面の同
1185・1716・1717・1727等がその可能性が高い。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA75・RA78等と近接するが、先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（352）〈第219図、写真図版168〉。
　
ＲＡ72竪穴住居跡（第112図、写真図版78）
〔位置・検出状況〕中央西部、ⅡＡ２ｏグリッドに位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形な褐
色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面下方に当たる西側が失われているため全体形状は不明となっているが、残存部か
ら楕円～隅丸方形であったことが推測される。残存部にみる南-北長は2.8ｍ、床面と思しき平坦面の
分布範囲から推定される東西長は2.5ｍ以上とみられる。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤａ～Ⅴｂ
層土に類似する暗褐色土を主体とする。
〔壁・床面・柱穴など〕壁はやや内弯し外傾して立ち上がる。内部及び周辺は多数の柱穴状ピットが
重複しており床面は著しく乱されているが、これらの空白部には平坦に整えられた平坦面が観察され
る。上記の状況から本住居跡に帰属する柱穴を抽出することはきわめて困難である。
〔炉跡〕北壁際において床面よりも一段高い面に生成した焼土が検出されている。被熱の度合いは弱く、
周囲を柱穴状ピットや不整形な落ち込みに切られて残存状態は良くない。北壁東部は他の壁面に比し
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て立ち上がりが緩やかであり、本来はRA52のような棚状の高まりを有し、その上面に生成した焼土
である可能性が考えられる。
〔重複〕検出状況からRA66を切っていると思われる。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭か。
〔出土遺物〕土器（353・354）〈第219図、写真図版168〉。

ＲＡ73竪穴住居跡（第113図、写真図版79）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｐグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形
な褐色～にぶい黄褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕トレンチ等により西半部を失っているが、残存部から概ね隅丸方形を呈するものと推
測される。南-北の壁間長は2.9ｍ、床面と思しき平坦面の分布範囲から推定される東西長は2.8ｍ以上
とみられる。床面までの残存深度は12㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上に堆積するのはⅥ層の再堆積土とみられる５層である。５層が薄い壁際
の一部と中央部では、この上をⅤａ～Ⅴｂ層類似の４層が覆っている。
〔壁・床面・柱穴など〕上述の通り、西半部では壁が失われているが、残存部ではやや内弯し外傾し
て立ち上がる壁面が観察される。床面は全体的に平坦に整っている。南西部には複数の柱穴状ピット
や落ち込みが分布するが、本住居跡に帰属するものを抽出することは難しい。
〔炉跡〕南壁際において床面よりも一段高い面に生成した焼土が検出されている。径40㎝ほどの不整
円形で赤変深度は３㎝程度、被熱の度合いはごく弱い。床面よりも高い位置に生成したものであり、
竪穴本体埋土の５層上面がこれに相当する可能性がある。RA52・RA72等、壁際に焼土を持つ住居跡
に類似するものと考えられる。
〔重複〕先後関係の明らかな重複遺構はない。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉～前期初頭か。
〔出土遺物〕土器（355）〈第219図、写真図版168〉。

ＲＡ74竪穴住居跡（第114図、写真図版80）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において三日月状の褐色
土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面下方の南西側を重複する他の住居跡に切られ全体形状が不明となっているが、残
存部から概ね楕円形を呈するものと推測される。残存する北東側壁及び床面とみられる平坦面の分布
範囲から推測される平面規模は、長軸（北西-南東）が4.4ｍ以上、短軸（北東-南西）が2.1ｍ以上であ
る。床面までの残存深度は16㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土に類似する褐色土（４層）を主体とする。壁際ではこの下位にⅥ
層の再堆積層（壁崩落土か）が観察される。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる壁面は内弯し外傾して立ち上がっている。床面は概ね平坦に整うが、
不整形な落ち込み（住居埋土を切る）の集中する中央部がやや乱されている。内部及び周辺には多く
の柱穴状ピットが分布しており、これらのうちから本住居に帰属するものを抽出することは難しいが、
壁際に位置するPPB1391 ～ 1394・1468・1469等がその可能性が高い。このうちPPB1391は壁面に位
置し、内傾する特徴を持っている。
〔炉跡〕検出されなかった。床面の多くの部分が重複遺構等に切られているため、本来の存否は不明
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である。
〔重複〕RA45・RA46・RA50に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉と思われる。
〔出土遺物〕敲磨器類（2753）。

ＲＡ75竪穴住居跡（第115図、写真図版81）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ２ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不明瞭で不整形
な暗褐色土範囲として検出された。
〔規模・形状〕斜面下方に当たる南西側を失っており本来の形状は不明となっている。北部では直線
な壁面が交差し隅部を形成する一方で、南部には弧状に展開する部分も認められる。このため方形基
調及び楕円形の、複数の住居跡が重複しているものである可能性も考慮しなくてはならない。残存す
る北東側の壁及び床面とみられる平坦面の分布範囲から推測される平面規模は、長軸（北西-南東）が4.3
ｍ以上、短軸（北東-南西）が2.8ｍ以上である。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上を覆うのはⅤｂ層土に類似する暗褐色～褐色土（２層）で、この上位か
らⅤａ層相当土の落ち込みが切り込んでいる（１層）。上記したように複数等の重複の可能性があるが、
土層断面には埋土の断絶（不整合）は認識できない。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる壁面は内弯しながら外傾して立ち上がっている。床面は概ね平
坦に整っているが、南部及び西部がわずかに低くなる様相が認められる。この床面の段差は複数の住
居の重複によるものである可能性がある。柱穴状ピットは、特に壁が失われている南西部に集中して
分布するが、本住居跡に帰属するものを識別することはできなかった。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕西部にRA81、RD81が重複して位置するが、埋土の重複部を確認できなかったため、先後関
係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉を想定したい。
〔出土遺物〕土器（356・357）〈第219図、写真図版168〉。

ＲＡ76竪穴住居跡（第116・117・168図、写真図版82）
〔位置・検出状況〕北東部、ⅠＡ25ｐグリッド付近に位置する。平成21年度調査で検出された炉ａ及
び炉ｂの周辺に分布する柱穴の配置を検討し住居跡と認定したものである。
〔規模・形状〕炉ａを中心に長軸5.6ｍ、短軸5.0ｍの環状に配置された柱穴の内側が住居本体に相当す
るものと考えられる。南東部では一対の溝状の掘り込みが平行して外側に延び、その周囲が浅い凹地
となっており、全体形は柄鏡形を呈するものとみられる。炉跡検出面、すなわち床面まで削平されて
いるため、住居本体の埋土は残存せず、深度は計測できない。
〔埋土・堆積状況〕上述の通り床面付近まで削平されているため、住居本体の埋土は観察できなかった。
炉ａ及び炉ｂは表土直下で検出され、Ⅴｂ層に相当する暗褐色土の平坦面に構築されていた。柱穴埋
土はⅣ層土及びⅤａ層土ブロックを含む。
〔壁・床面・柱穴など〕壁面は残存しない。炉ａ及び炉ｂの周囲に展開する床面は平滑で、炉の周囲
では硬化が顕著だが周縁部は流失しており、その範囲は判然としない。住居本体に帰属するとみられ
る柱穴はPPB58・60・62・64・65・68・1570・1618・1621等。開口部径はいずれも30 ～ 40㎝、残存
深度は40 ～ 50㎝で、周辺に分布する他の柱穴に比して大きくしっかりした掘り方が特徴的である。
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〔張り出し部〕南東部から外側に張り出す溝状の掘り込み（長さ100㎝・幅40㎝・深さ20 ～ 25㎝）は、
70㎝の間隔をもって対をなす（PPB1616・1628）。溝状掘り込みは住居本体側で底面に一段深いピッ
トをもつ（PPB1617・1627）。溝状掘り込みの周囲では、3.0×2.4ｍの楕円または隅丸方形の範囲で、
深さ５㎝弱の浅い凹地となっている。底面はやや凹凸があり硬化も認められない。Ⅴｂ～Ⅵ層土塊が
堆積しており、一般的な住居床面の下位にみられる掘り方埋土に似た様相を呈していた。
〔炉跡〈第168図〉〕炉ａは、環状に配された柱穴列のほぼ中心に位置する。概ね隅丸方形を呈する80
×70㎝の範囲に焼土の生成がみられ、赤変深度は８㎝前後を測る。南東縁部に深鉢が埋設され、また
南西側の一辺には列状に配された礫が残存していた。本来はこの石列が全周する石囲炉であった可能
性が高い。埋設された深鉢は下半部を欠いており、口縁が床面よりもわずかに高く出るように正位に
据えられていた。一方、炉ｂは、炉ａの南東縁に接して、90×85㎝の略円形の焼土を生成している。
赤変深度は８㎝前後。炉ａとの接点において、炉ａの埋設土器掘り方が炉ｂの焼土層を切っているよ
うに見えることから、両者は同時存在ではない（炉ｂがより古い）可能性がある。
　なお、編集の都合上、住居本体と別に第168図に平面・断面図を掲載せざるを得なかった。ご理解
を賜りたい。
〔重複〕RA86住居跡に重複するが、先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭とみられる。
〔出土遺物〕土器（358 ～ 360）〈第219図、写真図版168〉。

ＲＡ77竪穴住居跡（第118・119図、写真図版83）
〔位置・検出状況〕北東部、1Ａ24ｓグリッド付近に位置する。単独で検出された炉跡の周辺に分布す
る柱穴の配置を検討し住居跡と認定したものである。
〔規模・形状〕炉の周囲に長軸5.0ｍ、短軸4.5ｍの環状に配置された柱穴の内側が住居本体に相当する
ものと考えられる。南西部では一対の溝状の掘り込みが平行して外側に延びており、全体形は柄鏡形
を呈するものとみられる。炉跡検出面、すなわち床面まで削平されているため、住居本体の埋土は残
存せず、深度は計測できない。
〔埋土・堆積状況〕上述の通り床面付近まで削平されているため、住居本体の埋土は観察できなかった。
炉はほぼ表土直下で検出され、Ⅴｂ層に相当する暗褐色土の平坦面に構築されていた。柱穴埋土はⅣ
層土及びⅤａ層土ブロックを含む。
〔壁・床面・柱穴など〕壁面は残存しない。炉の周囲に展開する床面は平滑で、炉の周囲では硬化が
顕著だが周縁部は流失しており、その範囲は判然としない。住居本体に帰属するとみられる柱穴は
PPB701・1268・1280・1289・1290・1300・1589等。開口部径は30 ～ 60㎝程度、残存深度は40 ～ 70㎝で、
周辺に分布する他の柱穴に比して大きくしっかりした掘り方が特徴的である。
〔張り出し部〕南西部から外側に張り出す溝状の掘り込み（長さ60㎝・幅40㎝・深さ60㎝）は、90㎝
の間隔をもって対をなす（PPB1281・1595）。住居本体側には近接してPPB1280・1300が位置しているが、
これはRA76の溝状掘り込みにおいて本体側底面が副穴状に一段深くなることと構造上共通するもの
解される。
〔炉跡〕炉は、環状に配された柱穴列のほぼ中心からはは張り出し部側に寄った位置に設けられている。
概ね隅丸方形を呈する100×80㎝の範囲に焼土の生成がみられ、赤変深度は15㎝前後を測る。両側辺
及び張り出し部側の一辺には、列状に配された礫が部分的に残存していた。本来はこの石列が全周す
る石囲炉であった可能性が高い。残存する礫はいずれも表面に被熱による赤変が認められる。
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〔重複〕柱穴PPB1289・1290がRA51を切っている。PPB701がRD48に切られている。またRZ10・
RD72・RD73が重複する地点には本住居に帰属する柱穴の存在が想定されるのであるが、これらの遺
構によって壊されている（すなわち本住居の方が古い）可能性がある。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭とみられる。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ78竪穴住居跡（第120図、写真図版84）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ３ｒグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕南西部が流失しているため全体形状は不明であるが、壁の残存部から概ね隅丸方形を
呈するものと考えられる。残存長は東辺3.0ｍ、北辺2.8ｍ。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅥ層土の再堆積層とみられる褐色土が主体である。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる床面は概ね平坦に整っているが、壁際では不整な凹凸が断続的
にみられる。東壁際にはテラス（マウンド）状の高まりがみられる。壁はやや内弯しながら外傾して
立ち上がる。柱穴はプランの隅部にみられるPPB1401・1493 ～ 1496等が帰属する可能性がある。内
部にはその他複数の柱穴状ピットが分布するが根拠に乏しく抽出し得ない。
〔炉跡〕東壁際のテラス状の高まりの上面に、径30㎝ほどの範囲に微弱な焼土が生成している。
〔重複〕多数の柱穴状ピットが重複するが先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（361）〈第219図、写真図版169〉。

ＲＡ79竪穴住居跡（第121図、写真図版85）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕西部が流失しているため全体形状は不明であるが、残存部から概ね楕円～隅丸方形を
呈するものと考えられる。残存長は東-西2.5ｍ、南-北2.8ｍ。床面までの残存深度は10㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土及びⅥ層土の再堆積層とみられる褐色土が主体である。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる床面は概ね平坦に整っているが、壁際では不整な凹凸が断続的
にみられる。壁はやや内弯しながら外傾して立ち上がる。柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA74・RA75・RA80・RA86が重複するが、先後関係は把握できなかった。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ80竪穴住居跡（第122図、写真図版86）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕西部が流失しているため全体形状は不明であるが、残存部から概ね楕円形を呈するも
のと考えられる。残存部からおよそ東-西4.0ｍ・南-北4.8ｍ程度の規模と推定される。床面までの残存
深度は10㎝前後である。

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土及びⅥ層土の再堆積層とみられる暗褐色～褐色土が主体である。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる床面は概ね平坦に整っているが、北東壁際では不整な凹凸が認
められる。壁はやや内弯しながらごく緩く外傾して立ち上がる。柱穴は壁際に位置するPPB1530・
1531・1714・1743・1751等が帰属する可能性が高い。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕RA79が重複するが、先後関係は把握できなかった。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（362・363）〈第219図、写真図版169〉。
石錐（2096）。

ＲＡ81竪穴住居跡（第123図、写真図版87）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ２ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土土範囲
として検出された。
〔規模・形状〕南西部が流失しているため全体形状は不明であるが、楕円形または隅丸方形を呈する
ものと考えられる。残存範囲から4.7ｍ（北西-南東）×・3.5ｍ（北東-南西）ほどの規模と推定される。
床面までの残存深度は12㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ層土及びⅥ層土の再堆積層とみられる暗褐色～褐色土が主体である。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる床面は概ね平坦に整っているが、西部はそれ以下まで流失している。
壁が残存するのは東側の一部であり、やや内弯しながら緩く外傾して立ち上がる。内部及び周辺には
多数の柱穴状ピットが分布するが、根拠に乏しく帰属を明らかに出来なかった。北東壁際に位置する
ピットと、それに対向する壁が想定される位置に分布するいずれかが、環状（楕円状）に配置されて
いた可能性がある。
〔炉跡〕検出されなかった。
〔重複〕ほぼ全周にわたって複数の他遺構と重複するが、先後関係は把握できなかった。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（364・365）〈第219図、写真図版169〉。
削掻器（2297）。

ＲＡ82竪穴住居跡（第124図、写真図版88）
〔位置・検出状況〕北東部、ⅠＡ24ｓグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で不明瞭な褐色土範囲とし
て検出された。
〔規模・形状〕概ね4.3×3.7ｍの楕円形を呈するものと思われるが、北西部の壁が失われいるため、全
体形状は不明である。床面までの残存深度は12㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕床面直上にはⅥ層土の再堆積層、その上位にⅤａ～Ⅴｂ層土に類似する暗褐色～
褐色土が堆積している。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は全体に平坦に整っている。壁は弱く内弯しながら緩く外傾して立ち上
がっている。柱穴は壁際に位置するPPB1292・1293・1581・1582・1587・1588・1590 ～ 1592・1707
～ 1709等が帰属する可能性が高い。
〔炉跡〕検出されなかった。炉の設置が想定される床面中央部がRZ10・RZ11・RD72・RD73に壊され
ている。

２　遺構
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00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



〔重複〕RA77・RZ10・RZ11・RD72・RD73に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（366）〈第219図、写真図版169〉。
石錐（2097）。

ＲＡ83竪穴住居跡（第125図、写真図版89）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ２ｐグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不整形な褐色土
土範囲として認識され、この土層の面的な掘り下げをすすめる過程でプランを把握したものである。
〔規模・形状〕南西部が流失しているため全体形状は不明であるが、壁の残存部から概ね隅丸方形を
呈するものと考えられる。残存範囲は南北長2.0ｍ、東西長2.2ｍほどである。床面までの残存深度は
６㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅥ層土の再堆積層とみられる褐色土が主体である。完掘後にプランを把握
したものであり、土層断面の記録は行っていない。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っているが、残存するのは北東部のみである。壁の立ち
上がりはきわめて不明瞭で、北東縁部がごく緩くわずかに高くなっている。内部には複数の柱穴が分
布しているが、本住居への帰属が明らかなものは抽出し得なかった。
〔炉跡〕北壁際の一部に径30㎝ほど微弱な焼土が検出された。最終的に床面と同レベルまで掘り下げ
てから記録したが、検出面においてはより鮮明な赤変がみられたので、本来の燃焼面は床面より高い
位置にあったものと推測される。壁際の一部にテラス（マウンド）状の高みを持ち、その上面に焼土
が生成される例に類するものだろう。
〔重複〕RD74に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕土器（367）〈第219図、写真図版169〉。

ＲＡ84竪穴住居跡（第126図、写真図版90）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ１ｒグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不整形な褐色土
土範囲として検出された。
〔規模・形状〕西半部がトレンチと流失によって失われているため全体形状は不明であるが、壁の残
存部から概ね隅丸方形を呈するものと考えられる。残存部に見る南北長は3.2ｍ、東西長は3.0ｍほど、
床面までの残存深度は15㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅥ層土の再堆積層とみられる褐色土を主体とする。西半部は上方からの攪
乱が著しい。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は概ね平坦に整っているが、西半は根攪乱によって小規模な凹凸が目立つ。
壁は東半部に残存しており、わずかに内弯しながら外傾して立ち上がっている。内部及び周辺にはい
くつかの柱穴が分布しているが、本住居への帰属が明らかなものは抽出し得なかった。
〔炉跡〕精査の過程で南壁際の一部に径30㎝ほど微弱な焼土が検出された。生成面はⅥ層土ブロック
によるマウンド状の高まりの上面である。精査時には、さらに下位に本来の燃焼面が存在するものと
考え、このブロック層を掘り下げたところ、結果的に消失してしまい記録できなかった。他の複数の
住居跡にもみられる、壁際の一部にテラス（マウンド）状の高みを持ち、その上面に焼土が生成され
る例に類するものだろう。

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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〔重複〕RD34・RD79・RD89と重複するが、先後関係は明らかでない。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ85竪穴住居跡（第127図、写真図版91）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ３ｓグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において不整形な褐色土
土範囲として認識された。
〔規模・形状〕流失と他遺構の重複により西側を大きく失い全体形状は不明となっているが、壁の残
存部から概ね3.0ｍ四方ほどの隅丸方形を呈するものと考えられる。床面までの残存深度は14㎝前後
である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅤｂ～Ⅵ層土とみられる褐色土が主体である。
〔壁・床面・柱穴など〕床面は全体的に平坦に整っているが、壁際には不整形な落ち込みが点在する。
東側のコーナー付近のみ残存する壁は、弱く内弯し外傾して立ち上がっている。柱穴は検出されなかっ
た。
〔炉跡〕南東壁際のテラス状の高まりの上面に、径50×36㎝の微弱な焼土が生成している。
〔重複〕RA52・RB02に切られる。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕尖頭器（1507）。

ＲＡ86竪穴住居跡（第128図、写真図版92）
〔位置・検出状況〕北東部、ⅠＡ25ｑグリッド付近に位置する。Ⅴｂ～Ⅵ層上面において、平行する
２条の溝状ピットが検出されたことから、張出部をもつ住居跡の一部と判断、周辺に分布する柱穴の
配置を検討し住居跡と認定したものである。
〔規模・形状〕長軸5.7ｍ、短軸4.5ｍの環状に配置された柱穴の内側が住居本体に相当するものと考え
られる。南西部では一対の溝状の掘り込みが平行して外側に延びており、全体形は柄鏡形を呈するも
のとみられる。内部に炉跡が残存しないことから、すでに床面以下まで削平（流失）されていたと考
えられる。したがって住居本体の埋土は残存せず、深度は計測できない。
〔埋土・堆積状況〕上述の通り床面以下まで流失・削平されているため、住居本体の埋土は観察でき
なかった。張出部の溝状ピット内の埋土はⅤａ層土が主体であった。
〔壁・床面・柱穴など〕壁面及び床面は残存しない。住居本体に帰属するとみられる柱穴はPPB1294・
1309・1563・1593・1600・1746・1764等である。開口部径は30 ～ 50㎝、残存深度は40 ～ 70㎝である。
周辺には同規模の柱穴も複数分布することから、これらのほかにも本住居に帰属するものが存在する
可能性が高い。
〔張り出し部〕南西部から外側に張り出す溝状の掘り込みは80㎝の間隔をもって対をなし、それぞれ
両端に一段深いピットを持つ。また、溝状掘り込みの埋土最上部には、径20㎝程度の礫が立てた状態
で据えられていた（写真図版92下段参照）。この礫の設置がどの時点（廃絶の前・後）で行われたか
については不明である。
〔炉跡〕検出されなかった。削平により失われた可能性を考慮する必要がある。
〔重複〕RD50に重複するが、先後関係は不明である。
〔遺構の時期〕縄文時代後期初頭～前葉とみられる。

２　遺構
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〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ87竪穴住居跡（第129図、写真図版77）
〔位置・検出状況〕北東部、ⅠＡ23ｑグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面において検出された柱穴の
配置を検討し竪穴住居跡の可能性があるものと判断した。
〔規模・形状〕柱穴が径3.0ｍほどの概ね環状に配置されている。床面以下まで削平されたものとみられ、
竪穴本体は残存しない。
〔埋土・堆積状況〕上述の通り、削平により竪穴本体の埋土は残存しない。柱穴埋土はいずれもⅤａ
層土を主体としている。
〔壁・床面・柱穴など〕壁・床面ともに残存しない。本遺構に伴う柱穴としてはPPB1601 ～ 1603・
1606・1607・1612 ～ 1614等を想定した。
〔炉跡〕検出されなかった。削平により失われた可能性を考慮する必要がある。
〔重複〕なし。
〔遺構の時期〕縄文時代中期～後期が想定される。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

ＲＡ88竪穴住居跡（第130図、写真図版93）
〔位置・検出状況〕中央東部、ⅡＡ５ｎグリッドに位置する。Ⅵ層上面において不整形な褐色土土範
囲として認識された。
〔規模・形状〕東端部のみ残存しているため全体形状は不明であるが、南東及び北東向きの直線的な
壁が交わり隅部を形成することから、概ね隅丸方形を呈するものと考えられる。残存範囲は北東-南
西長1.1ｍ、北西-南東長0.8ｍときわめて狭小である。床面までの残存深度は８㎝前後である。
〔埋土・堆積状況〕埋土はⅥ層土の再堆積層とみられる褐色土を主体とする。完掘後にプランを把握
したものであり、土層断面の記録は行っていない。
〔壁・床面・柱穴など〕残存部にみる床面は概ね平坦に整っている。壁はやや外傾して短く立ち上がる。
柱穴は検出されなかった。
〔炉跡〕南東向き壁の内側に径30㎝ほど微弱な焼土が検出された。生成面はⅥ層土ブロックによるマ
ウンド状の高まりの上面である。比較的鮮やかな焼土で赤変深度は８㎝ほどだが、周囲を根攪乱に乱
されている。
〔重複〕RA13・RA55に切られている。
〔遺構の時期〕縄文時代早期中葉か。
〔出土遺物〕掲載可能な遺物は出土しなかった。

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第23図　RA01 ～ 03共通断面(兼基本土層）

２　遺構
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00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構

－88－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



Ⅰ

Ⅱ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅳ

1

23

Ⅲb Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

S

Ⅴ

Ⅵ

RA04

2
3 4

RA04

RA04

第26図　RA04

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第30図　RA08

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－93－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



RA09

11
2

2

RA09

RA09　炉

13
3

S

S

(4)

(4)
2

0RA09　炉

1

2 2
3

3 3

SS
(4) (4)

PPP
P

1
1 22

2

RA09

1

第31図　RA09

２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－95－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



RA11

第33図　RA11（１）

２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第35図　RA12全体図

２　遺構

－98－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



1

3

1 2

3

5

9

10

1 2

2

12 1310 11

P

4

RA12

35

6
2

10
12

13

6
7

8

1
2

4

5
12

5
10

9

10

P P
P

PS

S

S

2
4

9

13b

1 2

3 4

5
9 10 13b12

1310

4

P

S

3

RA12

2

5
9

10 4

1
25

12
13 S

P
P

P P 4

第36図　RA12断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第37図　RA12分割図（西半）

２　遺構
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第38図　RA12分割図（東半）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第39図　RA12柱穴断面

２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－103－
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第41図　RA12遺物等出土状況図

２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－105－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
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２　遺構
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第44図　RA13断面②③⑤

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第46図　RA13分割平面図（南半）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第50図　RA14・15共通断面、RA14炉断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第51図　RA15

２　遺構
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第52図　RA15炉・柱穴断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第53図　RA16

２　遺構
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Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第56図　RA19

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第58図　RA20・21断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第60図　RA23 ～ 25平面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第61図　RA23 ～ 25断面

２　遺構
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第62図　RA26

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－125－
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00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:
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第63図　RA27・28平面

２　遺構
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第64図　RA27・28断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－127－
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第65図　RA29

２　遺構
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第66図　RA30

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－129－
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00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:
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第67図　RA31

２　遺構
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第68図　RA32

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第69図　RA33

２　遺構
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第70図　RA34

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第71図　RA35

２　遺構

－134－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



RA36

第72図　RA36平面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第73図　RA36断面

２　遺構
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第74図　RA37

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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２　遺構
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第76図　RA39

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第77図　RA40平面

２　遺構
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第78図　RA40断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第79図　RA41平面

２　遺構
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第80図　RA41断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第81図　RA42平面

２　遺構
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第82図　RA42断面

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－145－

W:210mm H:297mmW:210mm H:297mm
00  CIE:  CIE:00 RGB: RGB:00SPT:SPT:
00  OPN:  OPN:00  OPS:  OPS:00NON:NON:



2

RA43

4
3b 2 1 3

P

RA44

8
7 6 5 6 7

（Ⅵb?）

RA43･44

1
2

3

1
2 6

7 7

6 7

（ⅥãⅥb）
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２　遺構
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